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平成２８年第２回知名町議会定例会議事日程 

平成２８年６月１４日（火曜日）午前10時00分開議 

 

 

１．議事日程（第１号） 

 ○開会の宣告 

 ○開議の宣告 

 ○日程第１ 会議録署名議員の指名 

 ○日程第２ 会期の決定 

 ○日程第３ 諸般の報告 

       （議 長） 

 ○日程第４ 行政報告 

       （町 長・教育長） 

 ○日程第５ 報告第３号、報告第４号 

 ○日程第６ 一般質問 

       ①東 善一郎君 

       ②奥山 直武君 

       ③山崎 賢治君 

       ④平  秀徳君 

 ○散会の宣告 

 

１．本日の会議に付した事件 

 ○議事日程のとおり 
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１．出席議員（12名） 

議席番号    氏   名  議席番号    氏   名 

  １番  田 中   富 行 君    ２番  今 井   宏 毅 君 

  ３番  名 間   武 忠 君    ５番  森 山     進 君 

  ６番  山 崎   賢 治 君    ７番  平     秀 徳 君 

  ８番  松 元   道 芳 君    ９番  東     善一郎 君 

 １０番  西 田   治 利 君   １１番  奥 山   直 武 君 

 １２番  福 井   源乃介 君   １３番  今 井   吉 男 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

議 会 事 務 局 長 迫 田 昭 三 君 議 会 事 務 局 次 長 福 永 勝 人 君

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

職  名  氏  名   職  名  氏  名  

町 長
 
平 安  正 盛 君  

会 計 管 理 者 

兼 会 計 課 長 

 
安 田  輝 秋 君 

副 町 長  宗 岡  与名彦 君  税 務 課 長  甲 斐  敬 造 君 

教 育 長  豊 島  実 文 君  町 民 課 長  大 山  幹 雄 君 

総 務 課 長  榮    信一郎 君  保健福祉課長  安 田  廣一郎 君 

総務課長補佐  村 山  裕一郎 君  老人ホーム園長  新 納  哲 仁 君 

企画振興課長  榮    照 和 君  水 道 課 長  山  田   悟 君 

農 林 課 長

 

上 村  隆一郎 君  

教 育 委員 会 事 務 局 長 

兼学校教育課長 

兼 学 校 給 食 

センター所長 

 

瀬 島  徳 幸 君 

農業委員会事務局長  川 野  兼 一 君  学校教育課参事  平 山  盛 文 君 

建 設 課 長

 

高 風  勝一郎 君  

教 育 委 員 会 
事 務 局 次 長 
兼生涯学習課長 
兼中央公民館長 
兼 図 書 館 長 

 

大 郷  一 雄 君 

耕 地 課 長  窪 田  政 英 君      

 



― 3 ― 

△開 会 午前１０時００分 

 

○議長（今井吉男君） 

 議場におられる皆さん、ご起立ください。 

 おはようございます。お座りください。 

 

△日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（今井吉男君） 

 ただいまから平成２８年第２回知名町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第

１２７条の規定によって東 善一郎君及び西田治利君を指名します。 

 

△日程第２ 会期の決定 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２、会期の決定の件を議題にします。お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１７日までの４日間にしたいと思います。ご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から６月１７日までの４日間に決定しました。 

 

△日程第３ 諸般の報告 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 報告事項は、お手元に配付してありますが、若干申し上げます。 

 ３月２０日、奄美市市制施行１０周年記念式典が、奄美文化センターで開催され

ました。奄美市は、平成１８年３月２０日に、旧名瀬市、住用村、笠利町が合併し、

合併１０周年を迎えました。 
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 本町も、ことし町制施行７０周年を迎えます。１１月６日に記念式典及び祝賀会

が計画されております。 

 ５月１１日、議長研修会並びに臨時総会が鹿児島市のホテルで開催され、県町村

議会議長会の役員の任期満了に伴う役員改選が行われ、会長にさつま町議会の舟倉

武則議長、副会長に瀬戸内町議会の安 和弘議長が選任されました。 

 ６月１０日、沖永良部さとうきび生産対策本部理事会が和泊町で開催されました。

平成２７、２８年期製糖実績の報告があり、操業期間が１４４日間で、前期より

４２日間長くなりました。生産量は８万６，４５９トンで、前期より１万

９，４３６トン増の豊作となりました。来期も引き続き豊作を期待したいと思いま

す。 

 次に、閉会中に受理した陳情第４号、畑地灌水施設の水使用料金引き下げについ

ての陳情書は、経済建設常任委員会に付託し、陳情第５号、教職員定数改善と義務

教育費国庫負担制度２分の１復元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政

府予算に係る意見書採択の要請については、総務文教常任委員会に付託しましたの

で報告します。 

 次に、地方自治法第２３５条の２第１項の規定による例月出納検査の結果を同条

第３項の規定により監査委員から報告があり、お手元に配付のとおりです。 

 次に、総務文教常任委員会及び経済建設常任委員会から提出のありました所管事

務調査報告書については、お手元に配付のとおりです。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 

△日程第４ 行政報告 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第４、行政報告を行います。まず、町長の報告を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 おはようございます。 

 それでは、閉会中の行政報告をいたします。 

 まず初めに、今期、２７、２８年期のサトウキビの関係が終了いたしましたので、

まずその報告をいたします。 

 昨年、１２月４日から南栄糖業の操業が開始されました。これは、平成４年

１２月８日以来２３年ぶりの１２月上旬の操業開始で、また、２年連続の年内操業

となったわけです。 
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 当初、生産見込み量が８万５，９５８トンでスタートしたところですが、後半に

見込み量の上方修正があり、最終的には８万６，４５９トンで終了したことになり

ます。 

 操業期間は、先ほど議長からもありましたが、１４４日間で５月３日に終了しま

した。その間、４７日間が雨天となり、キビの工場搬入がスムーズに進まなかった

点と、量がふえたことで操業期間が当初より延びたわけです。 

 搬入原料の内訳が、クリーンケーンが全体の１．３％、無脱葉が４％、ハーベス

ターが９４．７％であり、糖度では、基準糖度以上が５２．３％、基準糖度帯が

３７．４％、基準以下が１０．３％と、おおむね基準が良好な状態で終了したとい

うことになります。 

 なお、今期の平均単収が５，４９０キロで、前年比１３．５％増となっています

が、今後は、畑かん整備率も向上しますので、その活用の推進と適期管理の徹底で

単収増が大きな課題だと思われます。 

 なお、６月１０日に沖永良部さとうきび生産対策本部の理事会が開催され、

２７年度決算並びに２８年度予算の審議を行い、その後、恒例の生産者大会及びき

び祭りの開催について協議した結果、両町ともに収穫祭や農業祭を開催しているの

で、同様な趣旨で開催しているということで、本年度については生産者大会並びに

きび祭りはとりあえず中止とし、次年度以降については、改めて両町それぞれの糖

業振興会あたりで協議をすることということで決定をいたしたところであります。 

 ３月１２日、住吉幼稚園の閉園式の関連で、５月９日にも関連があります。 

 幼保一元化対策の一環とし、認定こども園きらきらが平成２５年度に開園したの

を機に、住吉、上城両幼稚園を２８年度から、きらきらへ統合することとなり、そ

れにより両幼稚園の施設があくことになりました。 

 それを受け、さきの３月議会でも報告しましたが、上城幼稚園での閉園式に続き、

３月１２日には住吉幼稚園で閉園式が行われ、園児や保護者、関係者が多く参加し、

おのおのの施設でお別れを惜しんだところであります。 

 今後、両園の施設の再利活用が課題でありますが、まず、上城についてですが、

上城は、放課後児童クラブ等も考えられますが、現段階では利用希望者がいないよ

うという報告を受けていますので、今後どのような形で再利活用を図るか、検討す

る必要があります。 

 住吉については、５月９日に関係者と協議をいたし、現在、町内でＮＰＯ法人を

立ち上げる手続を進めており、設立認可が決定次第、児童発達支援事業所としてＮ

ＰＯ法人に貸与し、施設の活用を図るよう、ＮＰＯ法人とその連携を密にいたした
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いと思っております。今のところ、教育施設としての用途廃止手続も進めており、

おおむね９月をめどに全ての手続が終了すれば、その後、先ほど申し上げたＮＰＯ

法人の施設の開所となると思われます。 

 ３月１７日、奄美ドクターヘリの導入関係について、議員の皆さんのところにお

手元に資料をお配りしてありますので、それをごらんになりながらお聞きください。 

 県本土並びに熊毛地域においては、既に平成２３年１２月からドクターヘリが運

航されていますが、ドクターヘリ２機目となる奄美地域での導入を県が目指してお

り、２８年度の当初予算でドクターヘリ運用にかかわる予算を計上し、本年１２月

運航をめどに、現在関係機関との調整を進めております。 

 県では、去る３月１７日と４月２６日の２回にわたって、運用方針など患者搬送

の取り扱いについて、郡内の市町村長に説明をしたところであります。 

 その内容がお手元の資料になっておりますが、若干、説明を加えておきたいと思

います。 

 南２島、すなわち沖永良部、与論は、現在、主に沖縄県側のドクターヘリ並びに

自衛隊ヘリによる沖縄県への搬送が主でありますので、そのことを踏まえ、そして

患者や家族の経済的負担も十分配慮していただくようにお願いするとともに、沖縄

県側とも協議を行い、理解が得られるよう強く県側に要請をいたしたところであり

ます。なお、順次、検討委員会が開催されますので、その旨については県のほうに

も引き続き要請をしてまいりたいというふうに思っています。 

 問題は、今回導入予定の奄美ドクターヘリについては、お手元の資料の２ページ、

大きな７番目ですが、奄美ドクターヘリ導入後の患者搬送体制についての基本的な

考え方（案）ということで県が示したものであります。その中で、（２）県立大島

病院で対応可能な患者については、県立大島病院に搬送することを原則とするとい

うふうにうたわれております。大島病院以外の医療機関への搬送が望ましいと判断

した場合は、当該医療機関へ搬送するということで、このことを今先ほど申し上げ

たように、これまでの沖縄県への搬送のことを指しているものであります。ただし、

（３）の①対象地域内の医療機関で対応困難な患者の範囲として、心臓外科、大動

脈疾患、ハイリスクの周産期、多発性外傷等の患者については、今申し上げたよう

に、大島県立病院での対応が困難な患者というふうに判断しますので、そのことに

ついてはそれぞれの搬送を要請する医療機関が判断するものと思われますが、それ

以外については、おおむね原則論に戻りまして、県立病院に搬送すると、原則とす

るということになっていますので、そのことについては、私ども沖永良部、そして

与論については、従来どおり沖縄への配慮も検討するように要請をしているところ
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であります。 

 ３月２２日の沖永良部衛生管理組合、バス企業、与論地区広域事務組合それぞれ

については、２８年度の当初予算を審議しておりますので、それぞれ各一部事務組

合に議員の皆さんが所属していますので、お聞きになっているかと思います。 

 それから、３月２４日、２７年度の各種税等の不納欠損処分について関係課を交

えて協議をしております。２７年度の不納欠損の処分として、町民税で３５万

９，２８３円、固定資産税１６６万１，２０３円、軽自動車税１０万２，８００円、

国保税２７２万円９，０４０円となっております。 

 なお、不納欠損に当たっては、死亡並びに消息不明等、あるいは町内に生活実態

が把握できない場合等について不納処分をしたところであります。不納欠損処分に

ついては、法令の定めにより決定したもので、結果については２７年度の決算にお

いて記載し、９月の決算議会で審議をいただくこととしておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 同日、２４日に有害鳥獣捕獲対策協議会を開催しております。 

 ２７年度の実績として、２月末の数字でありますが、イノシシが４８頭、これは

前年比プラス１２頭、カラスが３３２羽、前年比マイナス１２３羽、キジが

１３０羽、前年比で１１７羽となっております。 

 なお、有害鳥獣の捕獲に従事する皆さんは、銃が８名、わなが６名の１４名にな

りますが、うち、わなと銃の両方を持っているのが３名いらっしゃいますので、実

質１１名の皆さんにご協力をいただいているところであります。 

 ４月１日、２８年度の職員の辞令関係がございますが、今回、新たに新任課長が

３名誕生いたしました。税務、町民、農林各３つの課長であります。今後、議会対

応も含め、課長としての管理職が全うできますよう、議員の皆さん方のご指導をよ

ろしくお願いいたします。 

 そのほか、今回の辞令で特徴的なものを申し上げますと、中間職として頑張って

いただきたいと思い、新たに１２名に係長への昇格を行い、また、新規採用職員が、

久しぶりに１０名の職員が新たに役場職員としてスタートを切ったところです。 

 なお、新規職員の紹介については、この議会終了後に恒例の議員との合同懇親会

に全員出席するよう要請してありますので、その際に紹介をいたしたいと思います。 

 結果、４月１日現在で、職員総数１４５名、別途に出向職員が４名います。なお、

１４５名のうちに期限つき職員が３名、再任用職員が３名の６名を含むことを申し

添えておきます。 

 ４月８日、区長会関係です。 
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 年度も改めまして、２８年度の区長に変更がありましたので、お知らせしておき

ます。 

 上平川、西村区長から富久健次さん、芦清良、勝間行隆区長から村上栄昭さん、

黒貫に菊地国雄区長から前山利秀さん、小米で吉松 勉区長から坂井秀吉さん、上

城、石神区長から榮 秀幸さんに、それぞれ５字が変更になっています。なお、近

いうちに１カ所入るかなと思っていますが、まだ正式な通知はございませんので、

報告があり次第、改めて報告をいたしたいと思います。 

 ４月１９日、臨時課長会を開催したところであります。 

 これは、さきの４月１４日に発生をいたしました熊本地震に対応するため、緊急

に課長会招集し、私ども知名町としてどのような支援体制ができるかについて、課

長会で協議をいたしたことであります。なお、このことについては、後ほどの一般

質問がありますので、その際にその経緯について詳細を報告いたしたいと思います。 

 すみません、ちょっと戻ります。 

 ４月４日、国営事務所の所長の着任の挨拶を兼ねて、２８年度の事業説明を伺っ

たところであります。詳しくは、時間がございませんので、重立った点だけご報告

しておきます。 

 これまで、国営の地下ダム事業が平成３０年度まで、延べ３２０億円で事業をス

タートしたわけですが、一部、ダム地区の変更並びに平成２１年、２２年の例の土

地開発事業予算の大幅削減による影響が、現在その結果が出まして、今回新たに見

直しを行い、完成年度が平成３３年度、延べ１５カ年になるわけですけれども、

３３年度まで３年間延長ということになり、事業費が３２０億円から３５０億円に

事業費が変更になった旨の報告を正式にいただいたところであります。したがいま

して、私ども地元としても、そのことを受けとめながら、国営事業がスムーズに進

捗を見るよう側面から支援をしていきたいというふうに思っておりますし、それに

伴ういろいろ管理棟施設並びに水位観測施設等の課題もまだございますので、今後、

国営事務所に連携をしながらその事業の実現を要請してまいりたいというふうに思

っているところです。 

 それからもう１点、４月１７日から１９日、記載漏れでございますが、本町の住

吉出身の成田の市会議員、平良清忠議員が成田市のレクリエーション協会一行７名

を同伴して本町に訪問していただき、ちょうど出張中でしたので、副町長並びに大

郷生涯学習課長が対応したわけですけれども、成田市のレクリエーション協会の皆

さんと交流を図っております。 

 ４月２２日、地方創生事業によるトレーニング室の整備を行っております。 
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 ２７年度の地方創生先行型交付事業の一つとして、生活満足度アップ事業を導入

し、町民体育館２階会議室に約５種類のトレーニング機器を設置し、広く町民に開

放し、町民の健康、体力づくりに資することとしました。 

 今回の事業導入に当たっては、本町、田皆出身で鹿児島市内でトレーニングジム

を経営されています新納幸喜さんの指導、助言をいただき、あわせて今後の活用に

おけるインストラクターの養成についてもご協力をお願いしているところでありま

す。現在、町内外から会員を募り、設備の有効活用を図っており、使用料について

は、さきの３月定例議会で可決いただきました条例のとおりであります。また、

２０２０年の国民体育大会鹿児島県大会では、パワーリフティング競技の会場にも

なっていますので、選手となる予定の本町の皆さんには練習用として活用すること

となっております。なお、おおむね事業費については、約７５０万円の事業費とな

っております。 

 ４月２６日、かごしま応援寄附金、いわゆるふるさと納税の推進協議会が開催さ

れ、２７年度分の実績報告等があったわけであります。なお、後ほど一般質問で名

間議員からも質問があるようですので、詳細については省きますが、概略だけ報告

しておきます。 

 ４月２６日の会議では、県に寄附された状況の報告で、延べ６５５件、県全体で

約４，５２６万１，０００円であります。これは、前年比１１０万円程度の減とな

っているわけですが、そのうち、県内市町村指定分が６５５件、３，７８６万

６，０００円ですが、そのうち、さらに知名町指定分が２件、１１万円となってお

ります。 

 なお、本町が独自で受け入れたふるさと納税については、総額５１件、４４３万

円で、前年が３１件の３５３万７，０００円ですので、おおむね３％の増となって

おり、２０年度スタートして以来８年間の総額で３，００７万６，０００円となっ

ております。 

 ５月２日、大島地区消防操法大会の件で、６月５日、６月１２日にも関連の日程

がございます。 

 来る６月１９日に、徳之島町で開催される大島地区消防操法大会に、本町からは

ポンプ車の部で上平川分団、小型ポンプの部で知名分団が参加することとなり、

５月２日に、町消防団本部幹部らによる壮行会を開催し、出場選手の激励を行うと

ともに、６月５日には上平川分団が下平川小グラウンﾄﾞで地域住民に訓練の模様を

公開し、６月１２日、一昨日ですが、文化ホールにおいて、上平川分団並びに知名

分団合同の訓練の披露を行ったところであります。また、来る６月１７日には、役
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場玄関前で両分団の選手の出発壮行会を開催する予定となっております。 

 ５月３１日、奄美市で一連の市町村が関係する団体の各種協議会の総会があった

わけですが、そのうち、１点目、その前日に奄美保健医療圏地域医療構想懇話会が

開催されたわけです。この地域医療構想懇話会は、平成３７年度をめどとする奄美

全体を一つの保健医療圏として必要病床数や医療・介護施設など医療供給数の適正

配置を検討する会議で、郡内全市町村長や医療機関の代表者で構成し、議論が交わ

されたわけですが、主な内容としては、今回の会議で大詰めを迎えるわけですが、

奄美圏域においては、病床の機能ごと、１つ目が高度急性期並びに急性期医療は医

業機関所在地ベースで算定する。２つ目に回復期並びに慢性期は患者住所ベースで

算定をするというふうに、大島では意見が一致を見たところでありますが、この医

療圏については、県内９圏域で医療供給状況に格差があるため意見が分かれており

ますので、今後、さらに検討委員会でどのように取りまとめるか課題であるようで

あります。 

 それから、今の６月１日の鹿児島・喜界・知名航路対策協議会です。 

 この協議会は、奄美海運株式会社が運航しております鹿児島・喜界・知名航路、

いわゆる補助航路でありますが、これに対する支援や利用促進を図る目的で、奄美

全市町村で構成する協議会であります。席上、奄美海運側から報告された２７年度

の経営の概要を報告いたしますと、運航収益で９億７，２７９万７，０００円、対

前年比７％の減、営業収益で２億９，０９６万９，０００円となっております。こ

れは、おおむね旧フェリーきかいの売却代金が主に大きな費用となっております。

今、申し上げたのは運用収益です。収益で１２億６，５７６万６，０００円で、一

方、支出については、運航費用が１３億９，２８０万６，０００円、営業費用が

４億９３万２，０００円、合計費用で１７億９，３７３万８，０００円で、差し引

き５億２，７９７万２，０００円の欠損、すなわち赤字となっております。そのう

ち、国・県の補助が５億２，４６７万８，０００円、その残となります３２９万

４，０００円については、先ほど申し上げましたこの航路対策協議会で支援をして

いるということになります。 

 なお、現在、新フェリーきかいが、昨年３月５日に就航したわけですが、そのフ

ェリーきかいの建造費用の補助として当協議会から１億８，５６２万１，０００円

を支援しているということになります。 

 ６月６日、徳洲会沖永良部病院の院長が来町され、今後の病院建設関係について

報告をいただいたところであります。 

 計画によりますと、本年、来月７月１０日に地鎮祭を行い、建設に着手し、約
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１年半かけて病棟の建設を行い、その後、現病棟の解体後に駐車場として整備をし、

早い段階に新病棟で業務を開始する予定の旨の報告を受けたところであります。 

 それから、ちょっと記載漏れがありましたので、６月８日に中央公民館で学校給

食センターの運営委員会がありますが、これについては後ほど教育長から報告があ

るかと思います。同じく、沖永良部昇竜洞観光社の役員会。 

 ６月１０日に、和泊ＪＡ会議室で、沖永良部さとうきび生産対策本部理事会、こ

れについては先ほど報告したとおりです。あわせて、同日に知名町商工会スタンプ

会の総会も開催されているところです。 

 なお、６月１３日、昨日ですが、昨年度に引き続き、本年度も国家公務員の上級

職の地方自治体現地研修を受け入れることになり、昨日にお見えになったわけです

が、厚生労働省並びに経済産業省、国土交通省からの３名であります。昨日から研

修を含め、この１週間、地方のさまざまな行政事務や施設での体験を受けることと

なっております。なお現在、３名の皆さんが後ろの傍聴席におりますので、ちょっ

とお会いしてみたいです。後に、できたら議会の終了後の合同懇親会に参加を要請

しているところですので、また、いろいろと彼ら、彼女らのいろんな苦労話あるい

は知名町での思い出話がお聞きになれるかなと思いますので、よろしくお願いをい

たしたいと思います。 

 最後になりますが、先ほど、議会の前に担当保健課長から報告があったと思いま

すが、以前から議会からの申し出があり、自衛隊大山基地の蒸発散槽装置の水質検

査結果でありますが、お手元に配付してあります直近の３月に実施した報告書とな

っているかと思いますが、水質検査の証明書のとおり、検査項目全てにおいて基準

値以下であり、極端に低い数値を示しておりますので、異常はないものと判断いた

しますのでご理解をいただきたいと思います。今後、毎月の検査においても同様の

数値が出ておりますので、自衛隊側の協力もいただきたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（今井吉男君） 

 これで町長の行政報告は終わりました。 

 次に、教育長の報告を求めます。 

○教育長（豊島実文君） 

 おはようございます。 

 休会中における教育行政報告をさせていただきます。 

 なお、お手元の資料に基づいて、主なものについてのみご説明申し上げたいと思
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います。 

 ３月１８日金曜日です。議会委員会室において、平成２７年度知名町総合教育会

議が行われ、知名町総合教育会議運営要綱や知名町の教育、学術及び文化の振興に

関する総合的な施策の大綱などについて、町長と教育委員会による協議が行われ、

平成２７年度を初年度とする本町の教育に関する大綱を策定いたしました。 

 次、４月８日金曜日です。中央公民館において、平成２８年度知名町転入教職員

宣誓式が行われ、本年度知名町の各学校に転入してきた２３名の教職員が宣誓を行

いました。 

 次、４月１５日金曜日です。知名小学校において、平成２８年度ことばの教室開

級式が行われ、知名町の小学校から２年生３名、３年生１名、和泊町の小学校から

１年生３名、２年生２名の９名が入級しました。 

 次、４月２７日水曜日です。あしびの郷において、平成２８年度知名町教育懇談

会推進委員会が行われ、教育懇談会の開催日時や本年度のテーマ、講師の選定など

についての協議を行い、本年度の教育懇談会を７月１日金曜日にあしびの郷におい

て１８時３０分から開催し、テーマを「生きる力を育むための学校・家庭・地域の

役割」とし、講演会の講師は親野智可等氏に決まりました。 

 次、５月１５日日曜日です。スポーツ少年団第３６回サッカー大会が大山総合グ

ラウンドにおいて、スポーツ少年団第３７回バレーボール大会が町民体育館におい

て行われ、サッカー大会では、Ａブロックに下平川Ａ、下平川Ｂ、知名Ａ、西目、

みさき夕焼けの５チームが参加し、対戦の結果、優勝下平川Ａ、２位知名Ａ、３位

西目チームでした。バレーボール大会では、Ａブロックに下平川Ａ、知名Ａ、西目

Ａチームが参加し、対戦の結果、優勝下平川Ａ、２位知名Ａ、３位西目Ａでした。 

 次、５月１６日月曜日です。平成２８年度第１回教育委員会学校訪問が５月

１６日から６月１日までの日程で行われ、各学校で授業参観や学校経営に関する意

見交換、公簿監査等を行いました。各学校とも児童生徒が元気よく楽しそうに授業

に取り組んでいました。また、学校長の学校経営説明では、学力向上を重点課題に

掲げ、それぞれの学校が児童生徒の実態に沿った学力向上や生徒指導の充実に関す

るさまざまな取り組みを行っていました。そして、公簿もきちんと整備されていて、

充実した教育活動が各学校で行われていることをうかがうことができました。 

 次、６月８日水曜日です。中央公民館において、平成２８年度第１回学校給食運

営委員会が行われ、平成２８年度の学校給食費徴収額を昨年度と同様、１食当たり

小学生は１５０円、中学生は１８０円を徴収し、給食実施日数を２００日とするこ

とが決まりました。 
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 次、６月１２日日曜日です。町民体育館において、第３８回スポーツ少年団ミニ

バスケットボール大会が行われ、Ａブロックに知名Ａ、下平川Ａ、西目Ａ、みさき

夕焼けの４チームが参加し、対戦の結果、優勝西目Ａ、２位みさき夕焼けＡ、３位

下平川Ａでした。 

 次、６月１３日月曜日です。あしびの郷において、平成２８年度第１回知名町教

育支援委員会並びに平成２８年度第１回知名町特別支援連携協議会が行われ、教育

支援委員会では、各学校の平成２７年度の入級指導に関する成果や課題、平成

２８年度の校内就学指導委員会の組織と計画及び課題について、平成２８年度に特

別支援学級に在籍している児童生徒の現状に関することなどについての情報交換や

意見交換が行われました。また、特別支援連携協議会では、特別な支援を必要とす

る幼児、児童、生徒について情報交換やケース会議が行われました。 

 以上でございます。 

○議長（今井吉男君） 

 これで教育長の行政報告は終わりました。 

 以上で行政報告を終わります。 

 

△日程第５ 報告第３号、報告第４号 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第５、報告第３号及び報告第４号について、町長から提出のありました報告

第３号、繰越明許費繰越計算書（一般会計）及び報告第４号、知名町公共施設等総

合管理計画については、お手元に配付のとおりです。 

 

△日程第６ 一般質問 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第６、一般質問を行います。通告に従って順次発言を許可します。東 善一

郎君。 

○９番（東 善一郎君） 

 おはようございます。議席９番、通告順１番、東 善一郎が一般質問を行います。 

 大きな１番、大山の環境整備について問います。 

 ①大山神社への町道から山道へ入る入り口、ここに鳥居を建設できないものでし

ょうか。そして、広く島民に知らしめるのが親切だと思うが、いかがでしょうか。 
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 ②大山神社の歴史を碑に刻み、顕彰するべきではないでしょうか。 

 ③本部中廣先生を大山植林への頌徳碑を建て、顕彰するべきではないか。 

 ④毎年４月２９日、みどりの日ですが、大山近辺に植樹をしておりますが、成功

例もありますが失敗も見受けられます。検証しているのでしょうか。 

 ⑤です。森林浴等を楽しむ島民も多いと思うが、展望台や自然休養村あたりの昔

の山道は整備が進んでいるんでしょうか。 

 ⑥山田ダムや宝田ダム、大山池、この３つは利用度はどうなんでしょうか。どう

いう利用をしているのでしょうか。 

 ⑦町有林２７７町歩、２００以上もあると言われている鍾乳洞、１２０万トンに

及ぶ地下貯水量等を後世に島の宝として残すよう努力するべきではないでしょうか。 

 大きな２番です。港の環境整備について問います。 

 ①漁師や漁民の高齢化が進んでおります。岸壁に浮き桟橋を設置するか、階段工

にして、潮の干満に対処できるようにするべきだと思うがどうでしょうか。 

 ②製氷施設から直接船積みをする設備が現在廃棄されております。氷の積み込み

や船荷の揚げおろし等、多目的に利用できる簡易クレーンの設置を要望しいたます。 

 ③マイナス３メーター岸壁、漁船だまりのことですが、４本の柱の外灯設備は不

備であり、漁船の停泊時、出港時に支障を来しております。対処していただきた

い。 

 ④マリンパーク白浜のせせらぎの整備、外灯３基の修理を要望しております。 

 ⑤一連の電気工事や修理の遅延というものは、まちの職員の中に電気の技術者が

いないことが原因であることも拒めないのではないでしょうか。しかるべき資格を

持っている者が説明をすれば、対応の遅延、希薄にならないと思われる。例えば、

２級建築士、考古学の免許保持者、保育士、社会福祉士など、これらと同様に、電

気の技術のある者を町の職員の採用に加えていただけると、今後もスムーズにいく

と思われますがいかがでしょうか。 

 以上です。 

○町長（平安正盛君） 

 それでは、ただいまの東議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、大きな１番ですが、お答えする前に、現在の大山の環境整備についての思

いを説明させていただきます。 

 大山は、昔から私たちの生活や暮らしにあらゆる面で豊かな恵みをもたらしてき

ました。その長い歴史の中で、先人たちがたゆまぬ努力を傾注し、守り育ててきた

おかげで、現在につながってきているものだと認識しております。また、戦後は、
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戦災復興に木材が活用されたし、製材所や製茶工場など本町の経済発展にも大きく

寄与してまいりました。このような大山を、今後どのように未来へ、そして後世へ

継承していくかが重要であり、町制施行７０周年の節目の年でもあり、今後、町民

全体で考えていただきたいと思うし、また行政としても検討しているところであり

ます。 

 ところで、①、②については関連しますので、お答えいたします。 

 ご指摘のとおり、大山神社については、場所が町有林の中にあり、その存在や位

置や歴史がわからない状況であります。 

 鳥居の設置については、宗教施設ということで、政教分離上、行政が主体となっ

て設置することはできませんが、先ほど申し上げたように、大山を守り育ててきた

象徴である大山神社を広く知らしめ、後世に伝えていくために、町民の皆さんや参

拝者がその歴史などがわかるよう、表示板や案内板について設置する方向で進めて

まいりたいというふうに考えております。 

 ③緑豊かな大山形成は、先人たちの努力の賜物であり、特に大山町有林の育成、

管理に携わった林業技手の方々のご苦労、ご功績によるところが大きいと認識して

おります。初代林業技手である花房宗呈先生の顕彰碑は、昭和２７年に当時の岡本

経良町長により建立され、また、本町の茶の栽培や製茶業に業績のあった米田利清

先生の顕彰碑も昭和２９年に建立されております。 

 ご指摘の二代林業技手の本部中廣先生を初め、その以後の大山町有林の育成、管

理に功績のあった方についても、その功績を後世に伝える方策を検討してまいりた

いというふうに思っているところであります。 

 ④植樹祭で植樹した樹木あるいは花木は、林務職員により追肥、水やりや除草等

の管理を行っておりますが、生育不良のものもあり、その都度、改植を行うなどし

ております。過去に植樹したところで、場所によっては土壌が浅く、石が多く樹木

の育成に適さないため、根づかずに枯れているところも現実には見受けられます。 

 今後は、場所の選定の中で土壌条件も考慮し、植樹したものが残るように改善を

していきたいと考えております。緑化思想の高揚を図りながら、植樹した桜など樹

木などが生育し、多くの町民が花見やその他新緑を楽しむことができるよう、大事

に管理をしていきたいと思っております。 

 ⑤展望台や自然休養村周辺の遊歩道については、多くの町民が大山を訪れる町民

体育大会の時期はもちろん、定期的に遊歩道及び展望台周辺の点検を行い、除草や

清掃の維持、管理を行っております。 

 現在、遊歩道として４つのコースのうち、展望台周辺の遊歩道が樹木の倒木で不
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通となっておりますが、３つのコースについては、昨年度に案内板も設置してあり

ますので、町民の方々が森林浴を楽しめる状況になっております。 

 今後、広く森林浴を楽しんでいただけるよう、遊歩道沿いに花木を植樹するなど、

さらに遊歩道の改善を考えていきたいと考えております。 

 さきの土曜日に、まずはということで、農林課が計画して職員を対象に合同大山

周辺の散策道を散策するという会を催して、約２０名程度、まずはしたわけですけ

れども、そうした職員のまとまった意見も聞きながら、今後、周辺の遊歩道も含め

た整備を検討していきたいというふうに思っております。 

 ⑥山田ダムは、緊急畑地帯総合整備事業山田地区受益面積３８ヘクタールの農業

用水の水源として利用されております。昨年度は７，１７９トン、一昨年度が

８，８９２トンの水がかん水されております。 

 一方、宝田ダムについては、敷地内に立ち上がりを設置し、農業用用水として利

用されております。 

 大山池は、シートが破損しているため、今年度事業採択となりました県営農村地

域防災減災事業で、来年度以降、補修工事を行います。 

 なお、宝田ダム、大山池については、平成２９年度新規事業であります県営農地

整備事業第２田皆地区の水源として活用する予定であります。 

 ⑦大山は、我々の生活用水や地下ダム建設にかかわる畑かん営農の農業用水とし

て豊富な水源涵養機能が重要な役割を果たしております。また、大小２００以上に

も及ぶ鍾乳洞は本町の象徴でもあり、現在、ケイビングなどの観光資源としても活

用されております。 

 議員がおっしゃるように、今後、沖永良部の貴重な財産である大山を後世へ継承

していけるように、さまざまな事業を活用し町有林保護に努めるとともに、環境整

備を図ってまいりたいと考えております。 

 大きな２番です。 

 ①ことし２月５日に開催された地元関係者と役場並びに沖永良部事務所建設課で

構成する知名漁港漁村再生計画に係る協議会において、漁業就労者の高齢化などに

対応した就労環境の改善のため、マイナス３メーター岸壁に階段工を設置すること

を、漁村再生計画に盛り込むことが意見集約されたところであります。これを受け、

県では設計、積算を進めており、今年度から工事を進めると聞いております。 

 ②現在、漁船への氷の積み込みは漁業者自身で行っており、多いときには、ソデ

イカ漁を営む方で１回の漁に約４００キロを超える氷を積み込んでおると聞いてお

り、１袋３０キロの氷を抱えての積み込み作業は漁業者にとってかなりの負担であ
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ること、また海上での作業となることから、危険が伴うというふうに認識しており

ます。また、ソデイカは平成２７年度で約１８トンの水揚げがあり、大きいもので

体長１メートル、重量にして２０キロにもなり、ソデイカの荷揚げ作業は、氷の積

み込み作業と同様、漁業者にとって大きな負担となっていると思います。 

 このことから、漁業者の負担軽減と作業の効率化、そして漁業環境の充実を図る

ため、沖永良部島漁業協同組合が設置する簡易クレーンに対し、補助金を交付する

よう、今議会に提出する補正予算に必要経費を計上してあります。 

 ③４本のうちの１本は昼間も点灯しておりましたが、先日、自動点滅器を取りか

える修繕を行ったとのことであります。今後、さらに修繕などが必要であれば、台

風シーズン後の１１月以降に対応を検討したいという旨の連絡を受けております。 

 ④マリンパークのせせらぎの管理につきましては、今年度から臨時職員として公

園施設整備員を雇用していますので、シルバー人材センター及びこれまでせせらぎ

の清掃をボランティアで行っていただきました知名字のボランティアのグループの

皆さんと相談、調整しながら、企画振興課のほうで適切な維持、管理をしてまいり

たいというふうに思っております。 

 外灯３基の修理については、ことしは、ふるさと夏まつりの会場がメントマリ公

園から知名漁港になることや、防犯上の面でも修理する必要があるため、夏まつり

までに利用できるよう、速やかに３基の修理をとり行いたいと思っております。 

 ⑤です。本町の各施設の電気保安業務については、地元の九州電気管理技術者協

会鹿児島県支部会員の電気管理技術者と自家用電気工作物の保安管理業務に関する

委託契約を締結し、電気工作物の維持及び運用が適正に行われるよう、電気工作物

の巡視、点検を委託しているところであります。 

 本町の施設で該当する施設は、役場庁舎、老人ホーム、各小中学校、社会教育並

びに社会体育施設等が点検対象の施設であります。 

 ご質問にあります電気技術士第３種電気主任技術者は、本町の該当する全ての施

設点検はできず、施設箇所数が限られていることなどを考慮しますと、専門的に電

気保安業務に従事している電気管理技術者に委託したほうが効率的だと考えており

ますので、ご指摘の専門職員の採用については現在考えておりません。 

 以上です。 

○９番（東 善一郎君） 

 町長が①と②を同時にお答えいただきましたので、①と②について私も質問をし

てみたいと思います。 

 神社の鳥居のことですけれども、あそこへ神社があるということは、あれは大山
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神社という名前だが、山の神と判断します、森林の神様だろうと。というと、これ

はイコール水の神だというように考えますときに、今、沖永良部は、その水が一番

話題といいますか、地下ダムの関係で皆様に受け入れられる状況下にあるだろうと

思います。 

 それから、そこは自衛隊の基地ですけれども、自衛隊と鳥居は何ら違和感はない

ような気がします。戦争に行った人を祀ってあるところは靖国神社ですし、靖国神

社のあの敷地の中には鳥居が幾つもあります。おっしゃるように、政教分離が町長

の頭の中にあるなら、私たちはもう百何十回とあそこに通っている、開催されてい

る大山の祭りに、議員になってから一度も欠かさず出席しているつもりです。役場

の開催だろうと思ってやっていますが、その辺のちぐはぐ的なものはないでしょう

か。 

○町長（平安正盛君） 

 いろいろ多くの問題はあると思っています。ただ、従来からの慣例として、場所

をあそこを使っていて、いつも例祭にも申し上げているとおり、大山の恵みに感謝

し、当時、もともとは大山にかかわる多くの皆さんがいましたので、その皆さんの

無病息災といったようなことが始まって、もちろん、それに水の、いわゆる水源涵

養林ですので、今ご指摘の水にかかわる恵みに感謝するということも、もろもろ含

めているところで、その例祭の日を利用してやっていると。現実にいろいろ、例え

ば公共工事を始めるときの地鎮祭とかいろいろありますので、その今のご質問につ

いては、ちょっと控えさせていただきたいと思います。 

○９番（東 善一郎君） 

 町長、もし政教分離が考えられるなら、和泊町も高千穂神社の件でありましたけ

れども、そういうことであるなら、例えば篤志者が、あのままではちょっと気の毒

だと、ここに鳥居を建てることを許可してくれと、そういう場面には、町長、どう

判断しますか。 

○町長（平安正盛君） 

 そのことについては、議員のご指摘のように、鳥居の建設については、政教分離

上問題がありますので、ここに、団体等あるいは個人が、今いう篤志家の方が建立

するということであれば、そのことについて用地の提供等々については、ここで即

答はできませんが、協議には乗りたいと思っています。 

○９番（東 善一郎君） 

 例えば、じゃ、その協議というのはどういう場面ですか、こういう場面でしょう

か。今後、そういうことになるとしたときに。 
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○町長（平安正盛君） 

 その設置場所等々について、先方がどういった提案を申し出るかについては協議

をし、お互い相互が納得いけば建立ということになりますが、先ほどお答えしたと

おり、それにかわる、町としてできる範囲というのは、いろいろ文化財でもいろん

な表示がありますので、そこに何々の施設があります、あるいはその施設はこうい

うものですよというような表示板と案内板については、先ほどお答えしたとおり検

討していくということです。 

○９番（東 善一郎君） 

 いやいや、町長、案内板は町長の範囲でできますが、鳥居は、政教分離にかかわ

りそうなので、そこは遠慮したいと。そうであれば、鳥居を篤志家がここに建てて

あげたいなというときには、町としてはどう判断しますか。例えば、あそこは自衛

隊に貸している用地だとかいうことであれば、少し難しい場面が出てくると思いま

すけれども、あそこがいまだに町有地であるならば、その判断は町にあるのか、議

会にあるのか、どういう場所を提供しますかということを聞いているんです。 

○町長（平安正盛君） 

 そこらも含めて、先ほどお答えしたように協議をさせていただきたい。今この場

で即答できませんので、今ご指摘の防衛省に賃貸もしていますわけですので、そこ

らの問題もありますし、じゃ、どこに場所を建てるかと、そのことにおいては自衛

隊の問題もかかわって、じゃ、その奥に行けば、その鳥居の意味を成すかと、議員

が言われているように、できるだけやっぱりそこに神社があるよということを表示

してほしいということですので、その場所が、建立する場所によって、そういった

ことを含めて篤志家なりあるいは団体等が申し出があれば、先ほど来、協議をして

いきたいというふうに言っているわけです。 

○９番（東 善一郎君） 

 じゃ、②ですけれども、あの神社の歴史、これは町長が一番知っているだろうし、

そして、この歴史はもう忘れられようとしているんですよね。ほかにこの歴史を知

っている人がもうおりません。町長が健在のうちに、この歴史を、ここへ移った理

由、なぜここへ来たのか、それから、あの中には階段の上に上がっていくとほこら

が正面にあって、左側にイヘー石なんかがありますよね、あの石のいわれだとか、

そういうものを町長が健在で知っているうちに文章に書きとめておく、町長は義務

的なものがあるんじゃなかろうかということで、碑を刻んで、どこかの石に顕彰す

るべきではないかということを私は聞きたいんです。 

○町長（平安正盛君） 
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 そのことについては、先ほどお答えしたとおり、ここに神社がありますよと表示

をする、それから、その神社のいわれについての案内板については、該当する部分

については設置を検討しているというふうにお答えしていますので、そのことにつ

いては対応したいと思っています。 

○９番（東 善一郎君） 

 ③ですけれども、町長おっしゃるように、米田さん、花房宗呈さんが初代の林業

技手、中廣先生が１６年から山の先生、その名前も花房宗呈先生の名前をそのまま

受け継いだというような話が文献に載っておりました。 

 農林課長がこの席に来るまでに、慰霊碑塔がありますでしょう。大山の茶園跡の

慰霊塔がありまして、慰霊塔の道向かいが、今お話の３つの顕彰碑が建っている場

所なんです。真ん中が、１７７町歩を設計してやった関周明の大山山史なんです。

その大山山史の後ろが欠けていて読めないから、これを修理するべきじゃないか、

修理すると碑自体をかえないかんから大きな金がかかるから、正面に説明書きだけ

でやってもらえんかという話で、今、それが実現できておりますよ。あれだと、

我々も、誰も見て、ああ、なるほどな、こういうことで、ここに、この関周明碑が

建っているんだなということがわかりますよ。 

 もう一つ、親切ならば、隣の左の花房宗呈先生のもの、あとは米田先生のものも、

やっぱりそれなりの功績があって、両方に位置取っているわけですよね。今の本部

中廣先生がそこへ入り込むまでは、この三方があの大山の基礎なんです。あの大山

をつくった基礎なんです。だから、あと一つか二つそこに並ぶでしょうけれども、

これも含めてあの場所は知名町の魂が入る場所なんです。大山の魂があそこにある

んですよ。だから、あの辺をきちっとやる、今後、頑張っていただきたいと思うが、

どうね。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 記念碑の件については、私も現場に行きまして、真ん中の関周明先生の碑と、そ

れから左側の花房宗呈先生の碑と、それから右側の米田利清先生の碑について確認

をしております。この方々が大山を守り、つないできたと思いますので、これもま

た碑をわかりやすく継承していくことについては、また対応してまいりたいという

ふうに思っております。 

○９番（東 善一郎君） 

 山の第二代目の先生の本部中廣先生は、昭和１６年からということですが、花房

先生の仕上げをして、次へつなぐ段階で、非常に物資ともに何もない戦争中を乗り

越えて、あそこへ木を植えて戦後の復興に役立てた、この功績は大なるものがある
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と思われます。 

 ですから、そのことを引っ張り出すことによって、後世の後に続いた人たちにも、

何か光を当ててあげないと、もうみんな亡くなってしまっていますよね。ですから、

やはりきちっと国のために町のために尽くした人には、それなりの顕彰をするとい

う姿勢が必要だと思いますが、もう一度、町長お願いします。 

○町長（平安正盛君） 

 議員のおっしゃることは十分私自身も理解するし、そのとおりだと思っておりま

す。以前からお答えしているとおり、父の関係も絡んできますので、それは関係な

いだろうというようなこともあるかと思いますが、決してだからといって、じゃ本

部先生の功績をどうのこうのと言っているわけじゃないし、甚大なもので、日ごろ

からおつき合いさせていただいておりましたので、そのことについては、また別途

考えていきたいなというふうに思っています。 

○９番（東 善一郎君） 

 ④ですが、これは、私、平安町長になってから１７回ですか１８回ですか、一度

も休んだことはありませんでしたけれども、毎年１本か２本の木々を植えておりま

すけれども、やはり、自分の木が生えているところはうれしいですよ。でも、枯れ

るときもあるけれども、伐採で切られたりするときもありますよね。そういう場所

をやっぱり選定しなければいかんだろうし。私たちは、１年に１回こういうことを

するだけですけれども、先人たちはこれを毎日やっておったわけですから、その辺

を考えると、やはり心が痛むときがあるんです。 

 ⑤ですが、６月１１日、その話を少し、課長、聞かしてくれんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 ６月１１日土曜日ですけれども、役場職員を対象に遊歩道の散策を行ったところ

です。コースとしては、野営場周辺の１，０００メートル余りの遊歩道と、それか

ら大山から野営場へおりてくる２００ちょっとぐらいの遊歩道、２コースを散策い

たしました。途中、新納忠人先生の木々についての名前だとか、それから木につい

ての説明を受けながら回ったところです。 

○９番（東 善一郎君） 

 あと、私が心配している昔の山道、これは、当時の人たちはそれを利用して木々

の成長を調べたり、植えたりいろいろやっただろうけれども、今現在では、それと

はまた別の役目も果たしているということを考えたいんです。今現在の人たちは、

例えば森林浴、オゾン層、こういうところに興味を持つのが今の人たちなんです。

そういうところを、ぜひ役場と、今、いらっしゃる石田教授などとも相談しながら、
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どういう形に持っていけばいいかなどを勉強されると、今後の大山の値打ちという

のはまた違った意味で出てくるんじゃないかなと、こう思ったりします。 

 それで、今、大山は確かに現業の人たちが、農林課が力を入れて伐採をしたり、

きれいになりつつあります。よくなりつつあります。目で見てわかります。ところ

が、この間、議員と語る会で、住吉でめちゃくちゃ言われました。木は切って、草

は刈って道に放り出してと、こう言われました。確かに僕は、その日の前の晩、上

城であったので、上城に行く前に大山を回ってみたら、草は確かに道に出てはおり

ましたけれども、それは、きれいにして伐採をした後の始末が多少悪かったんであ

って、それをめちゃくちゃ言われる筋合いはないと思って、住吉ではあなたの味方

をして僕はえらい反論してきましたけれども。 

 まあ、そういうことを言われないように、せっかく今、一生懸命やっているのを

言われると、私たちもおもしろくないですよ。だから、反論してそういうことはな

いと、あしたちゃんと片づいていますということを言っておきましたので。 

 それから⑥です。これは大分利用されているみたいですのでよろしいですけれど

も、目的外使用と言われたらいたし方ないんですけれども、私は、議員になった当

時に、山田ダムの建設をしかけたときに、復命書の裏側に、山田ダムから２回ほど、

知名の団体農地開発まで順番におりて行って、そこに水をかけることができないか

ということを絵に描いて復命書を出したことがあります。次の議会に、日吉町長に

聞いてみました。町長、僕の復命書を読みましたかと言うたら、僕はこんなもの見

ている暇はないよと言って怒られましたけれども。まあそんなもんだろうなと思っ

て、それから復命書は余り書かないようにしておりますが。 

 これは余談な話ですけれども、あの水が、もし余って利用が知名にも、その下の

土地にも持ってこれるようなら、５０前後の利用者団体、この人たちと合い議の上、

そういうことも将来可能なのかなと、こう思ったりしておりますので、一考してい

ただけないでしょうか、課長さん。 

〔「そうだ」と呼ぶ者あり〕 

〔「前の課長はやるやる言ったよ」と呼ぶ者あり〕 

○耕地課長（窪田政英君） 

 今、議員のおっしゃる山田ダムの水の団体、知名団地への導水についてですが、

この後も一般質問で出るということですけれども、以前から、議会でも何度かご質

問いただきまして、耕地課としても今、鋭意ちょっと関係機関と協議しているとこ

ろでありますので、また、後もっての質問、今全部お答えしたほうがよろしいです

か。今ちょっと、また後で質問が出ると思いますので、詳しくはそのときに。 
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〔「今、質問しているから」と呼ぶ者あり〕 

○耕地課長（窪田政英君） 

 今質問ですね。ちょっと待ってください。 

 これは、昨年６月議会からも森山議員からも要望は出されておりまして、耕地課

としても、何度か現地へ行って確認をしましたけれども、何度か答弁の中でもお答

えしましたが、山田ダムについては、水の収支計算上、いわゆる山田地区へのかん

水が目的であるということから、山田地区を充足したいわゆる余剰水量というのが、

おおむね１ヘクタールから２ヘクタール未満しか余剰水量がないという県の調査結

果をいただきましたので、この場でも、現在は山田ダムからの導水は非常に難しい

とお答えしてありました。 

〔「はい、よしわかった」と呼ぶ者あり〕 

○耕地課長（窪田政英君） 

 よろしいですか。 

○９番（東 善一郎君） 

 それはまた、本格的な質問をする時間帯に聞いてみたいと思います。 

 ⑦です。国有林２７７町歩、これはやっぱりどうしても先ほどの森林浴や散策道

路や遊歩道、こういう形のもので、将来に対してはぜひ貢献していただきたいと思

うし、町長のお考えのとおりだと思います。 

 それから、２００以上もあると言われている鍾乳洞ですけれども、これ町長、こ

ういうことありましたよね。鍾乳洞のときに屋根が焦げたんですよね。今、地下ダ

ムの熊本の農水の中に、児玉さんという人が、あの人がたしかその技術の免許を持

っていて、解決したようなことを記憶しております。まあ１０年前後になりましょ

うか。 

 そうすると、あれはたまたま一番めちゃくちゃ大事な鍾乳洞だったからこうなっ

たけれども、ほかにもいっぱい鍾乳洞があるわけです、２００以上もあるというん

だから。そうすると、やっぱりこういう場面が出てこないとも限りません、掘って

いくと。たまたま偶然、あれは鍾乳洞にぶち当たったわけですから、穴が開いて、

下に落下したわけです。 

 それと、町長、その大事だと思われるような鍾乳洞の入り口があれば、出口もあ

るんですよね、多分。入り口、出口、これはどういう感覚で守るのか。個人のもの

なら、何ら町としては言えないと思うんです。ですが、何かこれは将来のために、

この入り口と出口については、まちの権限というのか、まちと協力してやっておか

ないと、先にこの入り口、出口をとられてしまうと、せっかくの財産が無になって
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しまうと、こういうことを考えたりします。 

 それから、１２０万トンに及ぶ地下水貯水量、この水は必ずしも地下ダムだけじ

ゃありません。余った水は海へ流れていきます。海へ流れていったら、その栄養を

持った地下水は、プランクトンを育てるし、プランクトンに小魚が寄ってくるし、

そこへだんだんと大きな魚の、海のメカニズムが発生する。大事なことなんです。

ですから、ここから考えると、この間、農林課長から、漁協も参加してくれという

ようなお誘いの、大山神社の祭りのときに、参加せえと。なるほどこれはよくわか

っているなということなので、僕は素直に１０人ぐらい連れていこうと思っており

ますので、どうかそのように進めていただきたい、こう思っております。 

 港の環境整備について問います。 

 港というのは、ウオーターフロント的な考え方を持って、ここにマリンパークな

かも書いてありますけれども、何の関係があるかというかもわかりませんけれども、

あの公園は、港に追随して、セットしてつくった公園なんです。ですから、これま

で書かせていただいております。 

 ①です。この階段工に決まりそうな感がしておりますけれども、建設課長、どの

辺まで聞いておりますか。マイナス３メーター岸壁、ということは、今言っている

外灯が４基立っている、その前は、物揚げ場、物おろし場なんです。そこには、今、

船を着けてそこから揚げたり下げたりするんだが、潮の干満でもうここから揚がれ

ない、もう降りづらいというような時代になってきております。 

 そこへ行政としては何かを考えてあげないといけないだろうということなので、

そこに浮き桟橋をつけるか、あるいは階段工にして潮の干満に耐えられるようにや

らなきゃいかんだろうというのが持論で、県もそう考えております。そこへ連絡は

ありましたか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 先ほど、町長が答弁いたしました２月５日に行われました知名漁港漁村再生計画

に係る協議会とあわせて、その前に県の皆さんが漁協の皆さんを含めて話し合いを

されたというふうに聞いております。 

 その内容が、この協議会も含めて、当初は浮き桟橋を整備する計画も入っており

ましたが、より災害に強い構造にしたいということで、現在、活用方法がちょっと

不便である階段工を、より広くして使いやすい工法にして変更し、事業効果を損な

わずに、より災害に強い構造にできないかということで、皆様の承諾を得て、現在

計画を進めているというふうに聞いております。 

 県のほうに再度確認をしましたら、そのマイナス３メーターの岸壁の区間、現在
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２カ所階段工が設置されておりますが、その階段自体も、物を置いたりするスペー

スが、階段自体が狭いという部分も含めて、今後見直し、２カ所しかないのを４カ

所にふやして、なおかつ階段工を広くして、皆様がより活用できるように変更した

いというふうに聞いております。 

 ことし２８年度、それから来年度２９年度、２カ年かけて検討しては整備をした

いというふうに聞いております。 

○９番（東 善一郎君） 

 ぜひ進めていただきたいわけでありますけれども、そのことは、漁民たちにはも

う既に階段工でいいという了解を得ておりますので、自信を持って進めていただき

たいと思っております。 

 ２番ですけれども、去年から企画振興課の予算で、離島漁業再生支援交付金事業、

これを入れてもらいまして、ところが、その中にサメ駆除という項目があるんです。

サメといっても５キロ、１０キロのサメならまだしも、サメは１００キロ前後のも

のがうようよしております。これをとらないと意味がないので、これをこれからど

んどん揚げてくるわけですけれども、そうすると、サメを上に揚げるのに手間暇か

かります。やはりこのクレーンが必要なんですよね。 

 その辺で強く希望申し上げておるわけですけれども、その辺が、予算書をまだ見

ていないけれども、どういう具合いになっていますかね。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 そのサメ駆除とか氷の積みおろし、またその他の魚、たまに大物も釣れますので、

そういうものにクレーンが必要であるということは、私たちも認識しておりました。

それで、今回の補正でそのクレーンの設置費用を計上しておりますのでよろしくお

願いします。 

○９番（東 善一郎君） 

 ③です。先ほどの、マイナス３メーター岸壁、４本の柱の外灯設備は不備である

ということを、もうずっと以前から指摘しております。私がこれを通告してから、

一時ついたり消えたりしておりました。夕べからまた消えておりますので、これを

何とかしたいというのは、先ほど⑤で町長が答えていただいたけれども、町長が答

えているのは、町全体の電気設備を監視する電気士のことを言っているんですよね。

はっきり申し上げて出口さんのことを言ってるんですよね。 

 私が言っているのはそうじゃないんです。あなたらが、少し電気の知識があれば、

この電気を直している修理屋に対して、これは何がわるいんですよと、だからそこ

を直してくれと言わないかんです。この４本の柱とも、僕は電気士じゃないけれど
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も、引き込み盤から来た電気のスイッチボックス、ふた４つともないじゃないです

か。そこは、小学生でも手が届く場所にあるんです、それが。そうすると、危険も

伴う。雨が降れば、メーンボックスの引き込み線のブレーカーが落ちる。多分、夕

べからついていないのは、きのうの大雨で、そうだろうと思われるけれども、私は

それ以上のことを電気のことは詳しくないから言えないけれども、そういうことな

んですよ。 

 だから、そこを少し知っている人をつくって、点検をさせて、そして港にもおり

てきてもらわないかん。どうね。そういうことなんです。そして、港のコミュニケ

ーションができていったときに、港の人たちも頑張って魚をとるだろうし、我々が

魚をとったって余り知名町変わりませんのにと、こう思わせちゃいかん。やっぱり

喜ばせてあげないと。やらせてみて、そうして褒めて仕事をさせないかん。課長、

港におりてきてよ、たまに。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 ここ６月に入ってもですけれども、何度か知名漁港の、先ほどのマイナス３メー

ター岸壁の４本の照明を見ております。昨夜も、私、仕事が終わりまして、帰りな

がら、照明見ましたけれども、夜８時４０分ごろだったと思いますけれども、４つ

ともついておりました。 

〔「じゃ、その後だろう」と呼ぶ者あり〕 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 きのう、ご存じのようにずっと長雨でしたので、以前から問題になっている多分

漏電のせいだろうという思いもありましたので、きのうも、もう消えているだろう

という思いで行ったんですが、ついておりましたので、一つ、なぜ消えなくなった

のかなというのは、今月６月４日に県のほうで一度修繕を入れたそうです。自動点

滅器の基盤かちょっとはっきりしませんけれども、それを取りかえたということで、

それから何度か私も確認をしておりますけれども、電気が消えている状態はなかっ

たものですから、昨夜も見て、ついていたものですから、それが全ての解消になる

とは思っておりませんけれども、ただ、ついていたものですから、また、今後その

ような状況も見ながらいきたいなというふうに思っていたんですが、今、議員がお

っしゃるように消えていたということでしたので、ちょっと、私が見た以降だった

のか、残念ではありますけれども、また見てみたいと思います。 

○９番（東 善一郎君） 

 確かに電灯は消えていますから、また、原因はここだなということは、あんたが

行って見ればすぐわかる。そして、今後努力していただきたい。 
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 それから、さて、マリンパークですが、せせらぎのあり方は、この間課長に説明

しました。あのせせらぎの下に泥がたまっているんです。だから、水の流れのスピ

ードが遅い。あそこは、計画ではせせらぎの中に鯉でも遊ばせてやろうという先人

たちの考え方なんです。 

 それから、あなたの知らないことを少し教えておくけれども、あの階段工からお

りてきて、そこから西へ２００メーター遊歩道があります。多分ご存じないでしょ

う。森運送の前を通って、喫茶店の手前まで２メーター５０の遊歩道をつくってあ

ります。ただ、残念ながら草が上からかぶって、係も違っていけば見えなくなって

いる、こういう状態。こういうものを解決するのには、もうあそこを、あなたらが

手間暇かけて、手で、シルバー頼んでとかとをいう時代じゃないですよ。あなたも

２回やったでしょう、あそこ。知名も何回かやっていますよ。だけれども追いつか

ない。 

 ですから、こっちから考えていって、相撲の土俵を、私が言うのもおかしいけれ

ども、これも必要ないでしょう、あそこでは。すぐ草ぼうぼうになります。それか

ら運動場、それから広場、それから向こうに行くとせせらぎがあって、その周りは

幼児広場なんです。あのせせらぎの周りは、小さい子供たちを遊ばせる場所なんで

す。それにしては、子供たちがそこで遊べるような場所になっていない。草は刈っ

たときはいいよ、だけれどもすぐ生えてくるからね。そこが大事だから、そこの電

灯３基はつけれよなということを言ってるんですよ。 

 ましてや、あんたらそこで、もうあと１カ月後には夏まつりをやるというんでし

ょう。それやってください。夏まつりには人が集まります。階段工の入り口上から、

墓のところから降りてくるところの案内板、これ飛んで、ないですよね。正面から

上がってくる看板、これも看板はあります。右側の町長の注意書き、階段から降り

てきたところ、正面から入ってきたところの町長の注意書き、ぱらぱらと半分めく

れて、公園もだらしないでしょう、見て。後ろに、神園乙代さんが来ていますけれ

ども、あの公園は、神園組が１億８，０００万円かけてつくった公園なんです。

１億８，０００万円の値打ちを出さないかん。あの石垣積み、それからあの臨港道

路の下の石垣、この辺に生えている草は、もう取っても取れないですよ。 

 あなた、一遍、建設課の現業行って、勉強してみてください。建設課、今、上手

になっているよ。よく草の刈り方も覚えたし、枯らし方も覚えてきたし、生えさせ

ないようにするのも上手になってきています。そういうのをやっぱり勉強するべき

ですよ。 

 ５分もありますから、町長、一言言わせてもらって終わろうと思いますけれども、
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議会にも、議長、注文があります。新しく議会構成がなると思いますけれども、長

幼の序です。もともとおる人間は、新しく来た人たちを慈しんで、そして育ててあ

げていただきたい。そして、若い人たちには、先輩を敬って、先輩についていくと

いう、こういうものを意識づけさせていただきたい、こういうことを考えておりま

す。長幼の序、この秩序がないと、知名町議会は転覆しますよ。 

 だから、課長さん方にもお願いしますけれども、この仕事は、なぜこの公園は、

なぜこの畑は、なぜこの図書館は、こういう具合いになっているんだろうかという

ことを考えて、ああ、なるほどな、だったらもう一回、これを少し温め直して、そ

して、皆さんのいい知恵をこれに足していって、新しい知名町をつくってみようと、

こういう考えになっていただきたいと思いますね。この言葉が、これが温故知新と

いうのかどうかわかりませんけれども、古いものを温めて、そして新しい知恵をこ

こに打ち込む、魂を入れる、こういうことをぜひ課長さん方にはお願いしたいと思

います。 

 以上で、いい時間になりましたので終わらせてください。ありがとうございまし

た。 

○議長（今井吉男君） 

 これで東 善一郎君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 次の会議は午後１時から再開します。 

 

休 憩 午前１１時３９分 

─────────────── 

再 開 午後 １時００分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 奥山直武君の発言を許可します。 

○１１番（奥山直武君） 

 皆さん、こんにちは。議席番号１１番、奥山直武が次の３点について質問いたし

ます。 

 大きな１、害虫等の防除関連について。 

 ①現在、喜界島のミカンや大島本島の松の枯れる被害が拡大している問題で、カ

ミキリムシを介してセンチュウが移動しているようだが、知名町のミカンの木や桑

の木での被害はあるのか。 
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 ②桑の木やミカンの木の防虫対策はできておるのか。 

 大きな２、婚活関連について。 

 ①この二、三年、婚活について議会でも取り上げられており、いろいろと答弁を

いただきましたが、今現在、まちとしての考えはどうなのか。また、婚活等のイベ

ント開催予定はあるのか。 

 ②内閣府認証ＮＰＯ法人全国結婚相談業教育センターにアクセスをしたらどうか。 

 大きな３、町道関連について。 

 町道、後蘭古里線。知名内城線より約３０メーター後蘭側に入ったところに、大

きなくぼみがあり、高校生の単車通学や一般の方々が非常に危険を感じているが、

まちとして把握されているのでしょうか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 それでは、ただいまの奥山議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、大きな１番目ですが、議員のご指摘のとおり、現在、カミキリムシによる

ミカン木や松が枯れる被害が郡内で発生をしております。 

 松枯れ被害については、運び屋であるマツノマダラカミキリにより移動したセン

チュウが傷のほうから松の中に入り、松を枯らす様子であります。本町でも被害が

拡大しております。 

 また、ミカン木や桑の木を好むのは、ゴマダラカミキリで、マツノマダラカミキ

リとは少し違いますが、喜界島や徳之島では被害が拡大しているようです。 

 本町での被害はあるかとのご質問ですが、年に２回実施しているカンキツグリー

ニング病調査で、町内のミカン木の状況を確認しておりますが、カミキリムシの被

害は散見されますが、喜界島や徳之島と比べると軽微な被害にとどまっていると認

識しております。 

 また、桑の木については、シマ桑茶用に栽培している圃場において、収穫や見回

り時に発見した場合の捕殺程度で対応しておりますが、木が枯れるような被害はま

だ発生していないようであります。 

 ②カミキリムシの防除法については、ダントツ水溶剤、モスピラン水溶剤、スプ

ラサイド乳剤による薬剤防除、殺虫シートによる防除などがあります。 

 これまでカミキリムシへの防除啓発は行っておりませんでしたが、ミカン木類及

び桑の木を含め、防除対策を進めていきたいと思っております。特に、桑の木につ

いては、食の安全・安心の確保の観点から細心の注意を払いながら、防除対策を進

めるよう要請をしているところであります。 
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 大きな２番目、結婚については、本人の自由意志に基づいてなされるのが基本で

ありますが、少子・晩婚・晩産化が知名町でも進行しており、少子化に歯どめがか

からないのが現状であります。 

 これまで何回か青年団、壮年団、世話やきキューピットの方と協力し、結婚支援

を行ってまいりましたが、大きな成果があらわれているとは思っておりません。し

かし、現況を打破するには、今後、行政の支援も必要と考えていますので、秋ごろ

をめどに結婚を希望する方々を対象に、ご指摘のいわゆる婚活支援を行っていく予

定であります。 

 ②です。全国結婚相談業教育センターの活用については、先ほどお答えしました

ように、行政で結婚支援を予定していますので、行政、結婚希望者の協力により現

状打破に取り組んでみたいと考えていますので、当分の間は、ご指摘のセンターの

活用は考えておりません。いろいろな結婚支援を行っていく中で、成果を検証しな

がら、必要と判断した場合にはアクセスすることもまた選択肢の一つだと思ってい

ます。 

 大きな３番、ご指摘の箇所の路線名は、竿津後蘭線と思われます。 

 通告をいただき、すぐに現地に出向き、陥没箇所を確認いたし、先日の晴れ間の

間に補修を行っております。今後もそのような箇所がございましたら管理する担当

課へご連絡いただければ、対応いたしたいと思っております。 

 終わります。 

○１１番（奥山直武君） 

 順を追って再質問をいたしたいと思います。 

 まず初めに、喜界島のゴマダラカミキリムシによる被害や苦情の情報は今のとこ

ろどれぐらいの情報で入っておりますかね。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 町長からの答弁にありましたとおり、大島郡内でもカミキリムシの被害が発生し

ているようです。喜界島、それから、徳之島においてカミキリムシによる被害が発

生しておりまして、営利栽培をしている樹園を枯らしてしまうぐらいの被害も発生

していると聞いております。それで、１匹２０円で買い取りをしたりですとか、そ

れから、防虫シートで防除を行ったりとかいう対策を行っているようです。 

○１１番（奥山直武君） 

 今、課長が話しされましたように、徳之島にももう発生が及んでおり、それが南

下する可能性があるんです。そういうことに対しての対策等の考えはあるんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 
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 本町でもミカン木を自家用で栽培をして楽しんでいる方が多くいらっしゃいます

ので、そこら辺にもまた被害が入ってこないように対策をしてまいりたいと思いま

す。 

○１１番（奥山直武君） 

 十分に対策しないと、今現在、今課長が言われましたように、徳之島が１匹

２０円、喜界町が１匹５０円で買い取りをしておるようです。喜界町でも平成初期

から始まって、今被害が拡大して、要するにスポーツ少年団、そういう子供らがそ

れを拾って活動資金にしていますので、年２回のカンキツグリーニングと合わせて、

山でもあそこでも調査してほしいと思います。 

 そして、課長、今、永良部にカミキリムシは何種類いると思いますか。約でいい。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 カミキリムシについていろいろ調べてみましたんですけれども、日本国内で

８００種、鹿児島県内で４００種はいるということで情報を得ているんですけれど

も、大島郡内でいるかについて、正確な数はつかめないところです。相当数のカミ

キリムシの種類がいるかと思います。 

○１１番（奥山直武君） 

 ここに永良部のＮＰＯ法人が調べたカミキリムシのデータがあるんです。これが

５５匹以上あるんです。それが、今も言いますけれども、この寄生植物の中に山桑

とかセンダン、そういうのに寄生します。そういうのも一応調べているんですかね。

山のほうの木を。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 その他の被害ですとか、状況についてはなかなか把握をしていないところですけ

れども、桑の関係で、今、加工場に原料用として栽培されている桑木については、

生産者の状況ですとか、そこら辺は聞いております。 

○１１番（奥山直武君） 

 今、夜になればオオシマゴマダラカミキリムシ、奄美諸島にはたくさんおるんで

すけれども、これが、夜、家の中に明かりを求めて入ってくるんです。これ人間の

手でもかむし、それを放っておいたら、ミカンの木、要するに永良部ではギンギチ

かな。ツゲじゃない。日本語では。永良部語のギンギチで、あれにも寄生するらし

いから、カンキツグリーニング病と同様に消毒してほしいですけれども、できます

かね。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 カミキリムシの対策については、ミカン木等で、また、それから、桑の加工用で
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栽培されている方々に対して、先ほど町長からもありましたように、農薬、それか

ら、防虫シートという木の幹に巻く資材があるんですけれども、そこら辺の紹介を

して、防除に努めていきたいと思います。 

○１１番（奥山直武君） 

 ミカン、マンゴー、いろいろありますけれども、十分に生活がかかっておる品物

ですので、今後もよろしくお願いします。 

 それと、もう一つ、今、町長の答弁でありましたように、大島本島、徳之島、永

良部、マツノマダラカミキリですかね。要するにマツクイムシ、これを介して松の

木が枯れるということで、その松の木が枯れた後、松の木を伐採して、倒して、そ

の松の木はどうなっているんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 枯れ松については、被害の拡大を防止するために、伐倒しまして、それから、

１メートルほどの長さに切りまして、町有林の中に積んで、それから、ビニールシ

ートをかけて、薬剤で薫蒸処理をして広がらないようにやっているところです。 

○１１番（奥山直武君） 

 大山の松の木はみんなそれで処理できていますか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 このマツクイムシの被害が再発生したのが平成２３年ごろからでありまして、そ

れから急激に被害が拡大をしている状況です。 

 ２３年の発生当初は、全量駆除ということで進めておりましたけれども、被害が

拡大しまして、全量駆除をするともう予算的にも労力的にもできないということで、

今のところ道路沿いの限られた予算内でできる範囲で行っているところです。 

○１１番（奥山直武君） 

 ここに森林総合研究所九州支所の平成７年５月に発刊された分があるんです。そ

のときに、平成７年からこの１０年前にさかのぼってマツクイムシの被害が広がっ

ていると。今は２３年以前ですよね。それは。 

 だから、カミキリムシは、要するに、松の木が枯れたその幹に卵を産むんです。

それが７月にふ化して、１０日ほどでもうふ化して幼虫になるんです。だから、道

路脇の松の木だけでは無理と思うんです。何で中のほうに入って伐採、伐倒をでき

ないのか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 現在行っているマツクイムシの被害の対策ですけれども、今、事業的には、松く

い虫伐倒駆除事業、それから、樹種転換という事業を活用しまして、松の処理に対
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応しているところですけれども、先ほど申しましたように、予算的に非常に厳しく

て、なかなか広範囲にできないというところもございます。 

 それで、また、町有林の中のほうの松にしても、やはり景観的にも損なっており

ますので、そこら辺、今後また新しい事業を活用しながら大山の町有林の中のほう

にも進めていきたいと思っています。 

○１１番（奥山直武君） 

 予算的な問題もあることでしょうが、今、喜界島で実施されている町の補助で、

今、喜界島は２１年まで町の予算であったんですけれども、あと果樹組合のほうか

らこの予算を捻出しておるようで、喜界島からこの書類をもらったんですよ。喜界

町から。 

 だから、それと一緒に、今度もしするのでしたら、バイオリサ、要するに木の幹

の１０センチ上に布を巻きつく、同僚の福井議員もサンプルで持っておるんですけ

れども、そういうのを松の木にしたらどうか。どうですかね。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 議員がおっしゃいました、そのバイオリサという資材も有効的にできるみたいで

すので、価格ですとか、それから、駆除の方法を含めて把握をした上で今後どうす

るかについてまた検討していきたいと思います。 

○１１番（奥山直武君） 

 検討するより実践してください。お願いします。 

 それと、②に行きます。桑の木やミカンの木の防除対策はできておるのかと。 

 今、町長が答弁されましたけれども、乳剤関係等を散布しておるということで、

これ、今、食の文化、要するに安心・安全、それに対して大丈夫なのか。その薬剤

が何日まで効くのか。それとちょっと教えてください。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 農薬につきましては、散布後１０日程度は効果が持続するということで聞いてお

ります。 

 ミカン木等は農薬の散布をして、カミキリムシを抑えたりとか、それから、先ほ

どありました防虫シート、それからニットウについては、安心な資材とも聞いてお

りますので、また桑の栽培については、また、非常に食されるものですから、また、

生産組合においては、有機ＪＡＳの取得を今年度中に計画をしておりますので、そ

こら辺にも対応し得る資材だということで進めていきたいと思います。 

○１１番（奥山直武君） 

 自然に優しい消毒をお願いします。 
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 それと、桑の木は、昔養蚕農家で、私、養蚕農家を家族でやっておりましたんで

すけれども、桑の木の桑の葉っぱには、小さい虫がつくんですよ、いっぱい。そう

いうのはどうするんですか。この薬剤で処理しても、あと残るんじゃないですか。

その点はどうですかね。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 桑の加工場への原料用で栽培されている桑の木については、先ほど有機ＪＡＳを

取得することを目標としておりまして、農薬は使わないで今栽培をしているようで

す。しかし、議員がおっしゃるように、そういったいろんな虫の被害も受けている

ようなことで聞いております。 

○１１番（奥山直武君） 

 わかりました。 

 もう一つだけちょっと聞きたいんですけれども、きょうの補正予算で、カンキツ

グリーニング病のカットされているけれども、要するにマイナス、それは何でです

か。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 カンキツグリーニング病の予算で、国のほうから被害防止に対する委託費という

ことで予算が入ってきていたんですけれども、昨年１１月に奄美大島でミカンコミ

バエが発生をしまして、そこにまた予算がかかるということで、少しカットされた

という状況です。 

○１１番（奥山直武君） 

 わかりました。 

 それと、もう一つ、今の話が出ました。ミカンコミバエ。あれは、大島郡で収束

と新聞、メディアに載っていますけれども、今現在、永良部では何カ所ぐらい、テ

ックス板あれを設置しているんですか。何カ月に一遍の確認をしているんですか。

これをちょっと聞きたいです。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 ミカンコミバエの発生につきましては、これまでも、収束後から本年まで、随時

発生がないか、それの調査を行っております。 

 これまで発生がなかったものですから、町内に２０カ所設置をしまして、月２回

の調査をしておりました。１１月２０日以降、そのミカンコミバエがまた再侵入し

てきたものですから、それを、２０基を３０基に増設しまして、５０カ所、それか

ら、月２回だったものを週１回調査をしております。 

○１１番（奥山直武君） 
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 わかりました。今から安心・安全な食の時代にもう入っていますので、これから

も行政として害虫を入れない対策を講じてください。 

 次、大きな２番に行きます。 

 今まで議会でもいろいろと婚活、こういう話が出て、返答いただきましたが、今

回、どのようなイベントを予定されておるのか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 今、私の頭の中では、いろいろ考えております。 

 まず、結婚の問題に詳しい講師を呼んで、男女を集めて講習会をするのかとか、

もしくは、バスツアーを募集いたしまして、座席は抽せんで決めて、いろんな沖永

良部を観光しながら、観光地であったり、また、南栄糖業であったり、下水道であ

ったり、知名町の施設を勉強しながら、楽しみながらやっていただくとか、抽せん

で座席をして、大体１時間置きに交代して、その中で交流していくとか、いろいろ

なことを考えております。 

 あと壮年団、青年団とか、あと世話やきキューピットの方たちと相談して、どの

ような事業が気楽に集まれるか、そして、楽しいのか、そして、予算が余りかから

ないで最大の効果をどのように上げるかというのを、今、課の中でも考え、私の頭

の中でも考え、そして、今、いろんなところの情報を収集しております。 

 秋ごろをめどに、その事業、今回、予算にのっていませんので、その事業を確定

させましたら、大体どれぐらいかかるかというのを集計しまして、９月の補正予算

にのせて、１２月の秋ごろ、涼しいときが一番いいので、７０周年記念とか、いろ

んな行事がありますけれども、それの合間を抜けながら、また７０周年記念という

タイミングもとりながらやりたいと思いますので、９月の補正予算を楽しみにして

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○１１番（奥山直武君） 

 じゃ、あなたの頭の中にあるのは、実行するわけですね。頑張ってよ。 

 それと、今、まち・ひと・しごとでも今回うたわれておりますでしょう。要する

に婚活の結婚関連に対して催しをやる。だから、その点もういい。ただ秋はちょっ

と遅いんじゃないですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 そうですね。今、婚活、結婚支援が本格的に企画課のほうで動き出しましたので、

ことしはいろんな町制７０周年があったりと、いろんな行事がありまして、その調

整をしながらやっていますので、これから事業を確定し、予算を確定し、募集し、
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そうなると、どうしても暑い夏を過ぎた９月。確かに遅いかと思うんですけれども、

スケジュール的にはぎりぎりかなというので、できるだけ早いうちにやりたいんで

すけれども、９月以降の予定です。 

○１１番（奥山直武君） 

 ９月以降の予定でしたら、ちょうど永良部は植えつけ時期、集まらんよ。 

 それと、もう一つ、計画をするんでしたら、東京、東北、あの辺からの運賃の片

道ぐらい持つ気持ちはないんですかね。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 まず、９月ごろは植えつけということがありますけれども、確かに農業立町です

ので、それはあります。しかし、青年団、そして、みんなで協力して声かけ合って

集めたいと思います。ぜひ、忙しい中でも集めて成功させたいと思います。 

 それから、今回は、島外は考えておりません。まず、知名町の男女にあわせて婚

活、そして、その中でまたやっていけば、島外からもという意見が出ればやります

けれども、やはり地元に結婚したいという人たちが調査をすると７５％男女ともに

あるので、やはりその人たちをまずやって、そうして徐々に徐々に拡大していって、

本当にそうしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○１１番（奥山直武君） 

 ちょっと振るからね。町民課長、知名町に独身は、年寄りは別に、年めいた方は

別に、６０歳以下、何人ぐらいおられますかね。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 すみません。その数字は今つかんでおりません。後ほど報告したいと思います。 

○１１番（奥山直武君） 

 やっぱり一回発言したらほっとするでしょう。 

 それと、もう一つ、知名町内でするんでしたら、今、町民課長が把握しておりま

せんということで、大体把握はされておるでしょう。この間もキューピットとかそ

ういう催し関係で、多分アンケートとかいろいろとったと思うんですけれども、ど

うですかね。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 最近、個人情報がうるさい関係で、なかなかそういう情報収集ができない関係が

あるんですけれども、国勢調査等で調査してありますので、今資料のほうを確認さ

せておりますので。 

 以上です。 
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○１１番（奥山直武君） 

 今、４０代、３５歳から４５歳、その独身が多いんです。ぱっと世間を見ても。

だから、そういう方々を早目に結婚させないと、２０４０年の人口ビジョンの、き

ょうの書類を見たら、４，９６０人か、前は５，３１８人でしたけれども、そこま

でいきませんよ。 

 だから、なるべく今３０代、４０代を目標に早くさせないと。頑張れますか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 ２０４０年の目標が５，３１８人以上の維持を目標にしておりますので、婚活支

援を行っていく上で、やはり結果も少し期待しますので、頑張っていきます。 

○１１番（奥山直武君） 

 それと、内閣の経済社会総合研究所が新聞に発表しておるんです。これが独身の

異性がいないと、各会社に。要するに男女がそろっていないと。そういう指導はで

きないけれども、役場職も多分これに当てはまると思いますけれども、そういう状

態を打破するためにはどうすればいいですかね。 

 要するに、同じ現場内に、職場内に結婚する異性がいないと、これが２５歳から

３９歳までの間、こううたわれているんですけれども、これを各行政でどうにかし

ないといけないと書いてありますけれども、課長の考えとしてはどのような考えな

のか。役場職員だけでも結構です。考えを。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 職場に若い男女がいないという、その状況をどうするかという質問。 

 確かに、今少子高齢化で知名町のほうも若い人口が減ってきております。そして、

職場というのも、都会みたいに大きい職場がないので、なかなか若い人たちが帰っ

てこられる環境がないので、男女が少ないんだと思うんですけれども、先ほどから

ありますように、そういう少ない職場の人たちにも光を当てるというか、チャンス

を当てる意味で、今回いろんな職場、そして青年団などに声をかけて、忙しい農繁

期なんですけれども、そのころに集めて、できれば、初年度ですので１カップル以

上は誕生してほしいなという期待であります。 

○１１番（奥山直武君） 

 お願いします。 

 次、②に行きます。 

 内閣府認証ＮＰＯ法人全国結婚相談業教育センター、これは、この係の方からこ

の書類を送ってきたんですよ。これは、課長が言われるには、仲人養成とお話しさ

れましたでしょう。 
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 仲人養成も含めて仲人できる人間を養成して、それに、この会員になれば個別的

にお見合いさせると、そういうようにうたわれておりますけれども、町長は、今の

ところはこれにアクセスすることはできない。課長の考えとしては、どうなのか。

知名町の人口をふやすためには、これも必要ではないか。どうですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 私も議員から質問がありまして、このサイトをまずインターネットで検索しまし

た。検索して、いろんなことを見たんですけれども、やはりわからないので、直接

電話もいたしました。 

 そうしたら、基本的には、仲人をしている事業所、もしくは、仲人の指導をする

機関であると。この会社がお見合いをさせることはしていないということを電話の

ほうで説明があったので、今、議員がおっしゃいますように、会員になったら会わ

せるというふうなことが、持っていらっしゃる資料にあるかもわかりませんけれど

も、そこは、私の聞き違いというか、向こうが私に教えてくれなかったのか、もし

くは、その資料が違うのかなとは思ったりするんですけれども、私が確認したとこ

ろでは、仲人センターを支援したり、もしくは仲人を支援したり、直接個人なんか

をくっつけるシステムではありませんというふうな回答をいただきました。 

○１１番（奥山直武君） 

 課長は課長なりに連携とって調べたようですが、ここに日本仲人協会、これ、要

するに養成した仲人、仲人協会と行政との連携についてという文書を送ってきたん

です。これが鳥取県米子市か、子育て支援対策助成金で県外の男女の婚活イベント、

そういうのを行っているんです、行政とタイアップして。大阪府高槻市もそう。兵

庫県加西市か、そこもやっておるんです。 

 そういう支援事業をプラスにしてできないか。予算的にもいろいろ組めるし、ふ

るさと創生資金もこれに組めると思いますけれども、どうですかね。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 今、議員がおっしゃいました内容があれば、町長の答弁にもありましたけれども、

まず独自で、自分たちの力で、知名町で頑張ると。そして、ほかの機関の支援が必

要であれば選択肢の一つですので、回答しましたけれども、当分の間は、ここ二、

三年頑張らせてください。そして、結果がどうも出ないのであれば、また、そうい

う選択肢等もあると思いますので。 

 とにかく、今、企画振興課で少し機運が醸成されつつありますので、ぜひ成功さ

せて、自分たちの力というか、知名町で頑張りたいと思いますので。 

 以上です。 
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○１１番（奥山直武君） 

 頑張ってください。あなたのその笑顔があれば何でもできる。頑張って。 

 大きな３番行きます。 

 ３番については、町道については、通告したらすぐ早急に補修していただきまし

て、ありがとうございます。 

 ついでに、この補修したときに、その町道を後蘭字付近から古里、火葬場、それ

まで確認したんですかね。残りを。どうですか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 その竿津後蘭線、通告をいただきまして、すぐに陥没している箇所を確認できま

して、先日晴れ間を見ながら補修をしたところです。補修内容としては、路盤材を

入れまして、あと乳剤をかけまして、レミファルトで最終的に舗装をしております。 

 おっしゃるその路線も火葬場までは、すみません、行っておりませんが、竿津の

上あたりまでは車を走らせまして、ご指摘の箇所ほどではないんですけれども、多

少へこんでいるという箇所もございましたけれども、交通安全面には支障はないだ

ろうという判断で、その路線は一応一通り通ってみてはおります。 

○１１番（奥山直武君） 

 この通告自体出すべきじゃなかったなと思いながら出しましたけれども、それと、

今のお話で、今の地点から後蘭より沈砂池がありますよ、その沈砂池の２メーター

ぐらい先に小梅があります。そして、今、課長が竿津の上まで確認したという話な

んですが、その競り市場に行く十字路から古里線に１００メートルほど下り坂、こ

れ、ひびが入って、もうすぐ崩れますよ。 

 だから、道路は、一方通行で走ってもわからない。要するに折り返しで走って初

めて道路の起伏がわかります。それを後で確認してください。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 今、またご指導いただきましてありがとうございます。また現地を確認いたしま

して処置したいというふうに思っております。 

○１１番（奥山直武君） 

 最後、今、竿津の上から１００メートルぐらい向こうの坂道の、あれは早急に確

認して手直しするか、でないと危ない、危険を伴いますから、よろしくお願いしま

す。 

 ということで、奥山直武、終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 これで奥山直武君の一般質問を終わります。 
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 次に、山崎賢治君の発言を許可します。 

○６番（山崎賢治君） 

 会場の皆さん、こんにちは。議席番号６番、山崎賢治が次の３項目についてお尋

ねいたします。 

 大きな１番、防災対策について。 

 平成２８年４月１４日から１６日にかけ、熊本県や大分県を中心に震度７の強烈

な地震が発生し、大勢の尊い命や財産が奪われるという大災害が発生した。本町に

おいても、東日本大震災以降、大規模災害を見据えた対策に取り組んでいるが、今

回の災害は直下型地震によるものであり、従来の取り組みを見直す必要性が指摘さ

れている。本町における防災対策はどうなっているのかお尋ねします。 

 あわせて、下記の件についてお尋ねします。 

 ①熊本地震に対する本町の支援状況はどうなっているのか。 

 ②本町における災害対策本部を設置する庁舎や公的施設の耐震化の状況はどうな

っているのか。 

 ③本町では、台風時には各字の公民館が緊急時の避難場所となっているが、地震

発生時の対応はどのように考えているのか。 

 ④県は平成２４年から２５年にかけて本県で起こり得る地震や津波を想定し、建

物被害や人的被害をシミュレーションしている。本町ではどのような被害が想定さ

れているのか。 

 ⑤大規模災害時に対するＢＣＰ（事業継続）計画についてはどのように考えてい

るのか。 

 大きな２番、基幹作物の振興策について。 

 本町の基幹作物であるサトウキビ、バレイショ、畜産農家は追い風の影響を受け

好調に推移しているが、いまだにＴＰＰの影響を懸念している。これらの主要品目

についての振興策についてお尋ねします。 

 まず、サトウキビについて。 

 ①来期の目標設定はどうなっているのか。 

 ②増産基金支援事業についてはどのような支援策があるのか。 

 ③町単独で大型機械や農薬散布機などを中心とした農機具センターを設置できな

いか。また、各支部ごとに調苗機の設置はできないか。 

 次に、バレイショについて。 

 ①高値で推移した背景と品種別構成についてはどうなっているのか。 

 ②今期の取り組みについてはどのように考えているのか。 
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 畜産について。 

 ①現状は飼養農家戸数６４戸、飼養頭数１，００１頭であり、近年変動が見られ

ない。行政の支援策はあるのか。 

 ②繁殖雌牛１，１００頭、子牛競り出荷９００頭がスローガンだが増頭策はある

のか。 

 大きな３番、大山の緑化対策について。 

 大山の松林が全滅の危機に直面している。現状の状態では地下ダムの水源地とし

ての機能にも影響しかねない。緑化対策はどのように考えているのかお尋ねします。 

 以上で最初の質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 それじゃ、ただいまの山崎議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、お答えする前に、このたび発生いたしました熊本大震災で多くの尊い命を

なくされた皆さん、そして、行方不明の１名の方のまだ発見されない、また、さら

に、多くの皆さんが避難生活を余儀なくされています。そのことに対しては、被災

された皆さんへのお見舞いと一日も早い復旧、復興を願うところであります。 

 それを前置きにし、お答えいたしたいと思います。 

 まず、基本的に、今回の災害を機に、また、私どもとしてどうあるべきかという

ことについては、今議会終わり次第、特に私どもの地域で土砂災害はほとんど考え

られないと思いますけれども、しかし、いかなる災害が出るかわかりませんので、

既に、もう２カ月経過をしようとしていますので、そのことを踏まえながら、現地

がどういう状況で、特に、避難所の運営がどうされているか等々について課長会等

で議論して、場合によっては現地に入って、現地の状況も踏まえながら今後私ども

の防災、そして、避難所等の対策の参考にしたいなというふうに思っているところ

ですので、また、現段階での私どもの町としての取り組みについてお答えをいたし

たいと思います。 

 今回の大規模災害の内容等については、もう省略いたしますが、今回の災害の発

生に当たり、避難者が最多で１８万人にも上っております。そうした皆さんへの避

難所の確保、食料、水、日用品、医薬品などが不足し日常生活にも困難を来すよう

な状況にあります。 

 近年全国各地で発生している大雨、土砂災害、地震、津波等の自然災害への防災

体制の強化は、さらにそれぞれの地域の大きな重要な課題となっておりますので、

そのことを踏まえながら、住民が安心して暮らせるまちづくりを構築してまいりた

いというふうに思っております。 
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 ①ですが、今回の震災を受け、本町としても支援ができないか、県や市町村会と

連携しながら検討し、行政報告で申し上げたように、４月１９日に緊急に課長会を

開催し、職員の派遣を協議、希望する職員を募り、派遣する旨を協議して、その後、

同時に県町村会、あるいは県とも連絡をし合いながら、職員が翌日に８名手を挙げ

ました。 

 そして、８名を集め、現地でのいろんな、もろもろの注意をしながら、４名班の

編成で２班、ローテーションする予定でして、最終的に、私どもが相談した自治体

は、熊本県の嘉島町です。嘉島町と連絡をして、２日後、日曜日出発の予定で、段

取りをしているところ、嘉島町のほうから、ちょうど土日を挟みますので、地域の

ボランティアで十分、当分のところ対応できますので、また、さらにいろいろ避難

所も混乱していますので、今回については嘉島町から、配慮はありがたいですけれ

ども、そのような状況ですので、次の時期を見計らって、再度お願いすることもあ

るかもわかりませんので、今回の派遣については、見送りというような結果になっ

たところです。 

 なお、その後、県、あるいは県の町村会からいろいろな要請が入っています。特

に災害が発生した後、もう時間も経過していますので、今新聞等でも騒がれている

とおり、特に専門職、建築関係、それから医療関係、福祉関係の職員が非常に不足

をしているということも踏まえ、県から、あるいは町村会からも先般もあったわけ

ですけれども、その分については、特に今申し上げた専門の職種の、しかも長期的

な派遣の要請でありますので、本町の職員の現在の実態数の不足など、あるいは専

門職員数が少ないなど、地元での対応など勘案すると、地元での業務の遂行に支障

を来すということで、私どもの状況を説明して理解いただき、現在のところ派遣で

きる状態でない旨お伝えをしてあります。 

 今後、かなり長期的になるかと思いますので、今後については、派遣職員の家庭

状況や、特に子育て中の職員、あるいは親を介護している等々のいろんな家庭の状

況がありますので、そうした状況を勘案しながら、派遣できる分については派遣を

してまいりたいと、検討は進めたいというふうに思うところであります。 

 特に、仮に本町で大災害が発生し、多くの方々から多方面の支援を受けなければ

ならない事態の発生を想定したときに、本町の現状だけで派遣できないというのは

心苦しいわけですので、先ほど申し上げたとおり、状況いかんによって、改めてま

た災害支援については検討してまいりたいというふうに思います。 

 ②建築関係の耐震基準は昭和５６年に大きく改正され、新耐震基準が施行されて

おります。役場庁舎を含め公的施設についても昭和５６年以前に建築された建物に
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ついては旧耐震基準により建設しているため、大きな地震の揺れに対しては建物の

強度が足りないところがあります。 

 学校施設では、小中学校の校舎全て建てかえが完了しておりますが、屋内運動場

の中で知名中、知名小は建てかえが完了、現在、田皆中が建設中であり、あわせて、

住吉小の耐震化補強工事も行っております。 

 残りの上城小学校、それから、田皆小学校、下平川小学校については、耐震化が

まだ済んでおりません。それから、町営住宅の建てかえについては、現在、Ｃ団地

の建てかえも行っておりますので、順次耐震化の対策を講じなければならないとい

うふうに思います。 

 また、役場庁舎については築５０年が経過しており、早急な対応が求められてお

ります。このことについては、先般の県議会でも取り上げられているところであり

ますし、以前、その前に、県知事が語ろう会でも本町に入られたときに、知事との

懇談の中で、役場の庁舎の件について話題になったところであります。 

 それを踏まえながら、たまたま今回、町制７０周年用の記念事業をしますので、

先般の実行委員会でも申し上げてありますけれども、それを機に将来どのような形

で新庁舎の建設をするかということについては、早い時期に建設基本構想の検討委

員会を立ち上げたいということを申し上げてあります。 

 そのことを踏まえながら、新庁舎についての取り組みをしてまいりたいというふ

うに思いますし、他の公的施設の耐震化については、公共施設再利用検討委員会で

さらに煮詰めてまいりたいというふうに思っております。 

 ③各字公民館については、災害時において避難場所として指定しております。昨

年度から各字公民館の改修を行い、外壁や内装、雨戸の設置を行っています。地震

による避難所については、地震の揺れにも耐え得ることと避難者のプライバシーを

確保できる施設など、近年は避難所としての機能の充実も求められておりますので、

今般、各公民館の施設の改修もそのことを目的に改修をしたところであります。 

 また、海岸部に近い住民については、津波の心配がありますので、海岸部から離

れた避難所を指定する必要があります。知名周辺では第一段階の避難場所としてあ

しびの郷を指定しているところであります。 

 ④県においては平成２３年３月に発生した東日本大震災の被害状況を踏まえ、県

が想定すべき自然災害、地震、津波、地盤の液状化、斜面倒壊の想定を行い、あわ

せて桜島の海底噴火による津波の被害の想定も行っております。 

 想定地震については、鹿児島湾の直下、県西部直下、甑島列島東方沖、県北西部

直下、熊本南部、県北部直下、南海トラフ、種子島東方沖、トカラ列島太平洋沖、
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奄美群島太平洋沖の北部、奄美群島太平洋沖の南部、桜島の北方沖、桜島東方沖と

なっています。 

 沖永良部近海で発生し最も高い津波が予想されるのは奄美群島太平沖南部地震で、

地震発生から１１分で到達し、２２分で４．８メートルの最高津波が到達すると予

想されています。 

 浸水域については、沿岸部に近い一部となっています。浸水域がほぼないため、

建物被害や人的被害は予想されていませんが、沿岸部に近い集落について、津波に

対する知識と津波からの避難訓練等を定期的に行う必要があると考えております。 

 ⑤業務継続計画、今ご指摘のＢＣＰですが、災害時に行政みずからも被災し、通

常業務を行うことが困難な状況において、優先的に実施すべき業務を特定するとと

もに、業務の執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保など、あらかじめ定め

る計画であります。 

 計画を策定しておくと優先業務の執行体制や対応手順が明確となり、非常時優先

業務の執行に必要な人、物、情報の確保が図られることで、災害発生直後の混乱を

避け、早期に多くの業務を実施できるようになり、被災者である職員の安全衛生面

の配慮の向上も期待できるとなっております。 

 現在、本町としては策定しておりませんが、地域防災計画の修正とあわせて業務

継続計画の策定にも取り組む必要があると考えております。 

 大きな２番、平成２８、２９年期の生産計画としては、沖永良部全体で夏植え

４００ヘクタール、春植え１５０ヘクタール、株出し８７０ヘクタール、合計で

１，４２０ヘクタールとなっております。 

 ５月１３日現在の申告面積では、夏植え３６５．４ヘクタール、春植え

１７０．７ヘクタール、株出し９５９．５ヘクタール、全体で１，４９５．５６ヘ

クタールとなっており、計画費に比べ１０５％となっています。この収穫面積で、

過去１０年間の単収で算出しますと、生産量として７万７，８９４トンが見込まれ

ることになります。 

 今後、６月の事前確認、そして、８月の最終確認を行い、今期の収穫面積が確定

するものだと思います。 

 ②この事業については、平成２７年度に改定された島ごとのさとうきび増産プロ

ジェクト計画に定めた取り組みのうち、各地域において特に重要な取り組みを支援

するため、平成２７年度補正予算で措置された事業であり、新たな品種の導入、堆

肥による地力の増進、交信攪乱フェロモンチューブの活用、肥培管理対策などの取

り組みが可能となり、沖永良部においては、肥培管理作業の省力化のため、追肥用
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肥料ＢＢ４００の購入助成を実施しております。 

 春植え、株出しを対象に、沖永良部全体で２万８，８４８袋、９６１．６ヘクタ

ール分となり、本町の分としては、１万６，７８９袋、５５９．６ヘクタール分の

配布となります。 

 この事業は、平成２７年度補正のみとなっており、平成２８年度は予算措置され

ていませんが、さとうきび増産プロジェクト計画を計画どおりに遂行していくため

には、何らかの支援策が必要となっていることからして、新たな支援策の可能性も

あることとして、情報の収集を努めているところであります。 

 平成２５年度、２６年度で実施しましたさとうきび増産基金事業についても、災

害時のセーフティーネット対策で存続しておりますので、今期の生産で災害が発生

した場合、速やかに対応してまいりたいと思います。 

 ③です。ご質問の町単独で大型機械や農薬散布機などを中心とした農機具センタ

ーを設置できないかということでありますが、生産農家の農業機械に係る負担軽減

を図るため、現在、開発組合を中心とした管理作業を委託したい生産者と、地域で

大型機械やサトウキビ管理用機械、農薬散布機などを所有する農家とを結びつけた

受託体制が５月から運用を開始しております。 

 現在、受託農家は、沖永良部全体で１２戸、うち知名町が６戸の農家の皆さんの

協力をいただいております。受託できる作業も十分とは言えませんが、まだまだ地

域には大型機械などを保有している農家が多くあり、これらの農家を関係機関で個

別に訪問するなどして受託農家の数をふやし、受委託体制の充実を図ってまいりた

いというふうに思っております。 

 各支部へのサトウキビ調苗機の設置でありますが、現在、糖業振興会で調苗機き

りこを１台所有しております。生産農家への随時貸し出しを行っていますので、ご

利用いただければなと思うところです。 

 県単事業により、アタッチ式の調苗機を導入している組合がある支部もあります

ので、組合と貸し出しや調苗作業の受託について協議をしていただき、有効利用を

図っていただきたいと思います。また、新たに導入したい意向のある支部について

は、県単事業で導入が可能でありますので、要望がありましたら対応していきたい

というふうに思っています。 

 次に、バレイショについてです。 

 今期のバレイショについては、北海道産の残量も少ない上に、１月末に全国的に

発生した大寒波、積雪の影響により、競合産地の出荷量の減少に伴う全国的な品薄

を背景に、また、４月に入ってからも競合産地の天候不順による出荷量が少なく、
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出荷期間通じて高単価で推移したものと思われます。 

 品種別構成に関しては、あまみ農協知名事業本部では、全出荷量２，０２２トン

のうち、ゴールド（ホッカイコガネ）が５０．３、メークイン３７．２、デジマが

９．３、アローワが３．２のパーセントの構成となっています。 

 商系業者分については、品種構成の割合まで確認できませんが、ゴールド、ニシ

ユタカが大部分を占め、メークインやデジマ、アローワがその残りの部分の少量と

認識をしております。 

 今期の収穫についてですが、輸送野菜の中心品目として生産振興が図られ、かご

しまブランドの産地指定を受けるなど消費地から評価も高く、本町農業にとって重

要な品目として位置づけられております。 

 しかしながら、近年は景気や社会情勢に加え、他の競合産地と出荷期間が重なり、

価格変動が激しく、平成２３、２４年度は市場価格が低迷し、２６年、２７年産は

高騰するなど、価格変動が激しくなってきました。また、生産面でも、昨年度の冬

場の大干ばつ、ことし１月の寒波被害を受けるなど、生産量も安定しないほどの課

題を抱えています。 

 このような中、今後も持続可能な足腰の強い産地として確立するためには、中長

期的な視野の中で、粘り強く生産コストの低減や単収向上を図りながら、安心・安

全な生産の取り組みに加え、計画的な安定出荷による消費地からのさらなる信頼獲

得を考慮した取り組みが重要だと考えます。 

 行政としても関係機関と連携し、安定生産に向けた各種研修会の開催や土壌診断

の推進、認証制度への取り組み、補助事業を活用した機械化を推進するなど、産地

競争力の強化を図ってまいりたいと思います。また、輸送コスト支援事業による海

上輸送費の一部補助を行うことで、不利性軽減を図るとともに、野菜価格安定基金

への負担を継続し、今後もバレイショの生産振興に努めてまいりたいと思います。 

 次に、畜産。 

 本町の畜産については、高齢化の進展に伴う担い手の減少や、平成２２年度に宮

崎で発生しました口蹄疫の影響による子牛価格の低迷により、飼養農家戸数、飼育

頭数ともに減少傾向にあります。 

 しかし、その後、全国的に繁殖農家も減少し、現在では、競り市価格が右肩上が

りに上昇するなど、生産環境は好転しているものと思います。 

 これまでは、価格面やＴＰＰなど国際的な進展に対し将来への展望が描けない状

況でしたが、ようやくここに至って、飼養頭数の規模拡大など将来の経営計画が立

てられる状況になったものだと思います。 
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 本町における支援策としては、繁殖雌牛の導入に対し一定期間貸し付けた後、譲

渡する知名町家畜導入事業、島内外からの優良雌牛の導入に対し、貸し付けや奨励

金を交付する知名町畜産振興対策基金があります。 

 そのほか、地域の中核的な担い手を育成するため、飼料畑の整備とあわせて畜舎

整備ができる畜産基盤再編総合整備事業も支援策があります。 

 今後、これらの事業を活用し、農家戸数及び飼養頭数の拡大を図ってまいりたい

と思っております。 

 ②５月２３日に開催されました知名町畜産振興会総会において、繁殖雌牛

１，１００頭、子牛競り出荷頭数９００頭を目指そうとのスローガンが採択されま

した。 

 平成２７年度飼養頭数が１，００１頭、子牛競り出荷頭数８３０頭となっていま

す。生産環境が改善し、ＴＰＰへの影響もひとまず回避されたことから、将来への

経営計画を立て、さらなる畜産振興を図っていこうとのことだと畜産振興会でも理

解しております。 

 今後は、既存事業の活用に加え、畜産クラスター事業も進められてまいりますの

で、生産者の経営目標の達成に向け、事業導入やヘルパー制度の拡充など、支援対

策に取り組んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 大きな３です。 

 先ほどの一般質問でも話題になりましたが、マツクイムシ被害は、一時終息して

いましたが平成２３年度から再び被害発生が確認されたため、当初は被害木全量に

ついて、伐倒、薫蒸処理を松くい虫伐倒駆除事業により実施したところであります。 

 その後、被害木が激増し、全量駆除が難しい状況となったことから、現在の対策

としては、松くい虫伐倒駆除事業により、安全確保の面から主に道路周辺の被害木

の伐倒、薫蒸を行うのに加え、里山林総合対策事業により、被害木の伐倒除去を行

い、松から広葉樹への樹種の転換を図っております。 

 また、これらの事業のほか、育成天然林整備事業により過密林を適正な本数に整

理し、町有林を中心とした大山は複層林でありますので、林内に光を入れ、下層植

生の繁茂を促進し、森林の水源機能の向上及び土砂流出防止機能並びに森林の公的

機能の維持、増進を図っております。 

 今後の方針として、マツクイムシの被害拡大のスピードを抑制しながら、広葉樹

への樹種転換を図り、森林の水源涵養機能など多面的機能の維持、増進に引き続き

取り組んでまいりたいと思っております。 

 このことについては、以前から議会で申し上げていますとおり、我がまちの大山
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町有林を含め、大山一体の森林は複層林だと申し上げております。他に松、あるい

は杉といった単層林の森林ではないので、松が枯渇するのも非常に忍びないわけで

すけれども、複層林という機能を持っていますので、その松の下の広葉樹が今ごら

んのとおりの山で、緑が鬱蒼としております。むしろそちらのほうが水源管理とし

ての機能も大きくなると思いますので、今、申し上げた樹種の転換でもって大山の

緑を再生したいというふうに思っています。 

 以上です。 

○６番（山崎賢治君） 

 時間が大分経過いたしまして、一般質問をする時間がほとんどなくなってしまい

ました。急いで質問をしてまいります。 

 大きな１番の防災対策についてでありますけれども、本町の取り組みにつきまし

ては、先ほど町長の答弁にございました。新聞紙上においても義援金が１１９万円、

県を通じて被災地へ届ける予定であるということで、さらに職員の派遣も検討して、

準備中であったということで、非常に安心をいたしました。 

 そのほかに、支援物資などについても、多分民間のほうから行政や社協を通じて

申し出があったのではないかというふうに考えますけれども、この支援物資につい

ての申し出などはあったのでしょうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 支援物資等については、マスコミ等でご存じのとおり、近くの県、あるいは九州

管内の各団体から、また個人の皆さんから支援物資等がたくさん届いて、こちらま

で支援物資等の要請はございませんでした。 

 また、町村会のホームページ等々で確認いたしますと、非常に支援物資が集まっ

たということで、また、必要とするものと集まったものとが若干の違い等があって、

倉庫に保管されているというような状況もあるとの報告を見てあります。 

○６番（山崎賢治君） 

 わかりました。 

 次に、本庁舎が万が一津波の被害に遭った場合に、果たして各小中学校の体育館

が、あるいは町民体育館が地震対策として、避難先として本当に大丈夫なのかとい

う不安が今回の熊本地震を教訓にして考えられますけれども、行政としてはその点

どのように考えているのかお尋ねします。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 地震に伴う津波につきましては、県のシミュレーション等を見ますと、本町にお

いては、ほとんど人的、物的な被害はないだろうという県の調査のシミュレーショ
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ンは出ております。 

 うちの防災計画を今見直し中でござまして、指定緊急避難場所というのと指定避

難場所、緊急が入る避難場所と通常の指定避難場所というふうに２つの避難場所を

設けることとしております。 

 指定緊急避難場所ということで、津波、地震等を想定しまして、津波の高さが五、

六メーターに達するであろうという知名小校区ということで、指定緊急避難場所を

あしびの郷・ちな、知名生活館、知名町老人福祉センター、瀬利覚防災センター、

黒貫公民館、屋子母公民館、以上６カ所を指定緊急避難場所として設けるよう、今

後の防災計画の中で各委員のご意見を承りたいと思って準備をいたしております。 

○６番（山崎賢治君） 

 それから、東日本大震災以降、各小中学校の体育館など耐震化に取り組んでおり

ますけれども、それは、どの程度の規模の地震を想定して耐震化を進めているのか

お尋ねします。 

 議長、時間もありませんので、後ほど連絡を。 

○議長（今井吉男君） 

 じゃ、後ほど。 

○学校教育課参事（平山盛文君） 

 先ほどのご質問ですけれども、昭和５６年から新耐震基準、建築基準法の改正が

ありまして、多分そのときの基準で今現在もきていると思うんですけれども、正確

な数字、地震の強度とか、マグニチュードの大きさはちょっと今調べてみないとわ

からないので、後でご報告いたします。 

○６番（山崎賢治君） 

 それと、この項目の最後に、大規模災害に対するＢＣＰ、いわゆるビジネス・コ

ンティニュイティー・プラン、発音が正しいかどうかわかりませんが。先ほど町長

の答弁にもございました重要業務を中断しないような対策、６要素があります、重

大要素が。 

 その中で、３項目めに電気、水、食料等の確保という項目が新たに追加をされて

おります。特に、本町においては、離島というハンディキャップを背負っておりま

す。一番重要な項目になりますけれども。この対策について、これから策定される

ということでありますけれども、現在の行政の考えとして、どのように考えている

のかお尋ねいたします。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今ございました業務継続計画の主な重要点の６要素の中に、電気、水道、食料と
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避難場所、あるいはこちらのほうで行政の中核となって被災を受けた皆さんとの調

整等、役場の機能をいかに生かしていくかということの、業務継続の中ででありま

すが、電気については、当施設があれば裏のほうにございます非常用の電源を設け

てございます。 

 それから、水については、各水源地ともに発電機を持っていって配水も可能です。

ただし、パイプ等の破損があれば、これは厳しいものになるかと思いますが、それ

があります。 

 食料等については、以前もある生鮮飲料メーカーから飲み水等の提供をしたいと

いうこと等があったんですが、このように非常に暑い地域でございますので、保存

が非常に厳しいということでお断りした事例がございますが、役場のこの施設で業

務を継続するための食料等については、いまだ保存等はしておりません。持ってお

りません。 

 今後、先ほど申しました防災計画の中で、電気、水道等とあわせまして食料、役

場で実際に２４時間体制で支援に当たる職員のこのような対策をどのようにしてい

けばいいかということ等を、計画の中でいろいろ議論したいと考えております。 

○６番（山崎賢治君） 

 この災害というのは、突然起こりますので、町民の生命や財産を守るといった意

味からは、しっかりとした今後の防災対策に取り組みをしていただきたいというこ

とを要請しておきます。 

 次に、大きな２番の基幹作物の振興策についてであります。 

 その前に、農林課長へエールを送りたいと思います。新たに今度課長になられて、

初めての議会ですので、かなり緊張されていると思いますけれども、私も緊張して

います。しかし、この知名町の農林行政は、あなたの双肩にかかっておりますので、

しっかりと農家の味方として頑張っていただきたい、そのように思います。 

 サトウキビについてであります。目標については、先ほど町長の答弁にもござい

ました。この計画数字７万７，０００トンについては、対前年比が５．４％になり

ます。株出しについては４．５トンを計画していると。 

 ところが、ことしの収穫作業が５月まで大幅にずれたということで、天候も悪い、

そういった状況の中でいまだに管理作業をやっているのが現実なんです。このよう

な状況を踏まえた計画立案なのか、この数字は。その点どうなんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 ことしの計画につきましては、先ほど町長からありましたとおりですけれども、

今、サトウキビの生産振興計画については、これまでは平成２７年度を目標にして
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きた旧サトウキビ増産計画に基づいて進められてきたところです。 

 目標年度の２７年が終わりまして、今度は、平成３７年度を目標にした新増産計

画ということを各島ごとにつくられておりまして、沖永良部でも作成をしておりま

す。今後は、その生産計画に基づきまして進めていく予定となっております。 

 それで、その目標が収穫面積１，３８６町歩、それから単収で５，５７０キロ、

生産量で７万７，２００キロを安定的に今後１０年間確保していこうということで

計画をしているところです。 

 それで、この数字を基に、多少は前後はするかと思いますけれども、今のところ、

先ほどあった面積で計画をしているところです。 

 今期の製糖が雨天の影響で１カ月近くもずれてしまいました。これは、もう来季

に向けてのスタートがおくれてしまったということで、議員おっしゃるように、管

理作業のおくれも発生しているかと思いますけれども、なるべくまた管理作業を行

っていただいて、計画の達成に向けて進めてまいりたいと思っています。 

○６番（山崎賢治君） 

 それから、今期の一つの大きな問題点があります。今期の実績を見ますと、ハー

ベスター収穫作業約９５％、もうほとんどがそうなんですよ。ところが、トラッシ

ュ率、これが非常に悪化していますね。ご承知と思いますけれども、去年が

１１．４％、今期は１４．１％ということで、約３ポイント悪化しています。 

 これは、農家にとっても非常に大変なことなんです。広い圃場では３０％近くに

なっている。もうまるでごみを運んでいるのと同じなんです。これじゃ、年１回の

収穫、所得なんです、農家にとって、大変なことなんですけれども。 

 こういったことから、このトラッシュの測定方法、これの改善を図るべきではな

いかという生産農家の多くの意見が出ております。この測定方法というのは、大島

郡内統一のやり方なんでしょうか。その点どうなんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 トラッシュの測定方法については、品種取引のルールの中で各島々同じ基準でや

っているかと思います。 

 先ほど議員がおっしゃいましたように、トラッシュの問題については、同じ圃場

で２台搬入した場合に、トラッシュ率の数字が違うということについては、もう過

去からずっと引きずっている問題がございまして、この正確性を期すということに

ついては、まだ抜本的な解決方法がまだ見つかっていないところですけれども、今

後またそういういろんな島々の情報、やり方ですとか、そういったところを参考に

しながら正確性について、また詰めていきたいと思っています。 



― 52 ― 

○６番（山崎賢治君） 

 この部分については、やはり公平性を期してほしいというふうに思います。こう

いったことについては、やはり糖業振興会とかいろんな会合があろうかと思います

から、その場所場所で提言をしていただきたいというふうに思います。 

 それから、農機具関係についてでありますが、離農されている農家の倉庫に、ま

だ使えるんだけれども、保管しているという状況が結構見受けられます。そういっ

た農機具を町が中心になって一カ所に集約をして農機具センターらしいのを立ち上

げて、もちろんＪＡとタイアップしながらですけれども、こういったのを機械購入

の難しい生産者であるとか、それから新規就農者に対して安価で貸し出すような、

いわゆる仕組みづくりをするということによって、もうちょっとサトウキビに対す

る生産性が向上できるのではないかと、こういう感じを受けるんです。 

 現状、機械を買うのに農家の方大変なんです。もう資金繰りが。そういったこと

から考えますと、絶対将来これが必要だと思います。その点について、課長、どう

考えますか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 農業機械については、議員もおっしゃるように非常に高い価格はしております。

その中で、農家については、高い機械を使って営農を行っているわけですけれども、

使う時期ですとか、そういったのが限られている中で使用しているというような状

況であります。 

 その点で、なるべくそういった生産コストを下げるために、農業機械銀行ですと

か、農機具センターとか、そういったものも過去の議会では議論されているようで

すけれども、その運営ですとか管理の面で非常に問題がございまして、今のところ

はそのことは進んでいないところです。 

 その点については、本島では、沖永良部農業開発組合を中心とした農作業を委託

したい農家と、それから農作業を受託する農家を、これを結びつける農作業受託シ

ステムが今５月から運用を開始しましたので、この運用を見守りながら、またそう

いった農機具センター等の設置について優良な事例がありましたら、そこら辺の調

査は行っていきたいと思っています。 

○６番（山崎賢治君） 

 先般、議員団で先進地視察というのがありまして、宮崎県の綾町に行ってきたん

です。その綾町においては、もう既にその体制ができ上がっています。そういう成

功事例がございますので、ぜひ参考にしていただいて、この組織づくりというのは

つくっていただきたい、こういうことを要請しておきます。 
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 それから、サトウキビの収量を上げるためには、どうしても夏植え面積をふやす

ということが大原則だということは、生産農家よくわかっています。ところが、夏

場のあの炎天下でキビ苗づくりをするということは大変な、過酷な労働なんです。 

 したがって、各支部に調苗機を１台ずつ入れたら、活発な組織活動ができるし、

その労働者の労働力の低減にもつながるという感じを受けますので、この調苗機に

ついては、産地パワーアップ事業というのが今度できましたでしょう。あれを取り

込むということはできないんですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 調苗機については、価格が５０万円ほどであります。入札をしてみると、四十四、

五万円の機械ですので、あと、産地パワーアップ事業については、もうおおむね

４５万円以上の管理機械が対象ということになりますので、そこら辺の要件の問題

がございます。 

 これまで本町でも夏植え用の調苗作業の軽減を図るために、トラクターのアタッ

チで、サトウキビをカットする機械なんですけれども、その導入が進んでおります。

これについては、県単事業で実施しておりますので、また各支部でそういう調苗機

を入れて、夏植えをまた頑張っていきたいと、そういった条件が整えば、それにつ

いて対応していきたいと思っております。 

○６番（山崎賢治君） 

 よろしく対応のほどお願いをいたします。 

 次、バレイショの件でありますけれども、県の認証制度というのを考えますと、

発足当初から、やはりメークインをイの一番に上げた取り組みということでスター

トしたと聞いています。そういった意味では、最近は差別化ができていない、メー

クインとほかの品種についての。これを忘れてきているのではないかという感じを

受けます。 

 したがって、バレイショ、何でもいいやという行政の方向性であればそれはまた

別ですけれども、おいしくていい、やっぱり品種を市場のほうへ届けていこうと、

そういう狙いが根底にあるわけですから、やはり何らかのメークイン対どうのこう

のという部分は差別化をしていくべきじゃないかという感じがしますけれども、そ

の点、どう考えていますか、行政は。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 品種の構成については、生産者、それから農協、園芸振興会、それによるところ

が大きいと思います。 

 過去の編成において、当初はメークイン一本だったんですけれども、それがゴー
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ルドが加わり、デジマが加わり、また、アローワが加わっているという状況にきて

おります。その中で、振興会としては、やはりメークインは大事だということで、

メークインを確保しながら、ほかの品種も組み合わせて産地として、またほかの産

地と差別化を図ってくるというような考え方できていると思いますので、私たちも

それに基づいて進めていければいいかなと思っています。 

○６番（山崎賢治君） 

 ぜひ、やっぱりメークインはおいしいという評判を聞きますので、それをゴール

ドと一緒くたにしたら、認証制度の根底がちょっとおかしいんじゃないかという感

じがしますので、その辺はぜひさらなる取り組みを要請しておきます。 

 畜産についてでありますけれども、町の農業生産振興計画書、これを見ますと、

飼養戸数が実績ベースで毎年減少傾向にあります。これは、高齢化によることが要

因だというふうに行政としては分析されておりますけれども、それであれば、その

高齢者対策として、例えば餌やり装置の自動化ラインを構築していくとか、養鶏関

係では、もう既にコンベアラインで時間になれば餌がどんどん流れていっているわ

けですから、ああいうシステムをこの畜産業界でもできるんじゃないかと、そうい

った高齢者対策の環境づくりというのをやる必要があるのじゃないかと、そういう

感じするんですよ。その辺、どう考えますか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 畜産については、飼養農家戸数が減少しているのは、やっぱり高齢化でやめられ

る方がいらっしゃるというような状況から減少が続いているかと思います。 

 この高齢者対策として、既存の事業でいろんなヘルパー制度がございます。病気

になったりとか、それから旅行したいとか、そういった際に飼養管理を請け負うヘ

ルパー制度、それから競り市場への搬送の分、それから競りが終わってそれをまた

港へ搬送するところ、それからいろんな削蹄時のまた対応だとか、いろんなヘルパ

ー制度が今整っておりますので、そこら辺を活用するのと、それからまた、今後ク

ラスター事業もＴＰＰ対策で始まりましたので、今後の、また知名町の高齢化を見

据えて畜産振興をどう図っていけばいいのか、そこら辺を含めてまた考えていきた

いと考えております。 

○６番（山崎賢治君） 

 ぜひ、やっぱり合理化策を検討して、高齢化でも働ける職場づくりも考える必要

があるんではないかなという感じがしますので、よろしくお願いをいたします。 

 それから、先般の農業共済組合の大会におきまして、徳之島のある畜産農家の方

が、口蹄疫対策の講習会であるとか、あるいは削蹄の徹底などを提案しておりまし
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た。この２つの項目について、本町での取り組みはどうなっているのかお伺いしま

す。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 口蹄疫については、過去平成２２年に宮崎県で発生をしまして、かなり大問題に

なったところです。その後、国内の発生は見られないところですけれども、今のと

ころ、また近隣諸国、韓国ですとか、中国ではまだ発生が随時見られるようですの

で、まずは口蹄疫はまた再侵入しないように防疫対策を整えていく必要があるかな

と思っております。 

○６番（山崎賢治君） 

 ぜひこの２つの対策は、群島全体の問題点かなという感じを受けましたので、ぜ

ひその対策をお願いしたいと思います。 

 最後に、大きな３番、大山の緑化対策についてであります。 

 同僚議員からもいろいろ出ておりました。観光客の感想として、沖永良部の。何

であんな枯れた松の木がいっぱいあるのということで、非常に環境を破壊している

というイメージを受けています。 

 もう何年も前から、枯れ木、何とかならんのかという意見が議会でもあったんで

すけれども、あの枯れ木は何本あるのか調査されていますか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 毎年７月から１１月まで、月ごとに被害本数を、目視でですけれども、カウント

しているところです。 

○６番（山崎賢治君） 

 カウントして、その数字がはっきりしているのであれば、やはり町民に対してそ

れらの情報を提供するのも必要じゃないかというふうに考えます。その予定はあり

ませんか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 被害本数については把握をしておりまして、ちなみに去年、２７年１１月末現在

の被害本数は６４０本ということで、毎月被害本数を把握はしているところですけ

れども、この公表につきましては、今のところ実施をしておりません。必要があり

ましたら公表してまいりたいと思います。 

○６番（山崎賢治君） 

 あの枯れた松の木、あれを処分するのにどの程度の期間が必要だと考えています

か、行政としては。 

○町長（平安正盛君） 
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 松の被害木の話題になっているんですけれども、今、課長からも言ったように、

かなりの本数で、当初のマツクイムシの段階、それが収束して、そのうち松枯葉の

被害、そして、また、今回マツクイムシと、３回の波があったんですけれども、結

局、最初のマツクイのときには、空中防除できたから収束もしたんですけれども、

その後、空中散布もできないことになり、そして、松枯葉が出てきて、それ以来、

あの山深い森林の中で全て被害木を伐倒して薫蒸するというのは、非常に物理的に

無理だと思うんです。議員もそうだと思うんですけれども。 

 結局はそのままにならざるを得ない。じゃ、あれを調査して伐倒してというのは、

かなりの費用と時間がかかるので、もう見苦しいわけですけれども、枯れ木も山の

にぎわいとは言いたくないんですけれども、手をつけられない状態なので、今のま

まの状態が続いている。確かに見た目は悪いです。 

 それはもう見るに忍びない状況ですけれども、そのまま放置せざるを得ない状況

ですので、先ほど申し上げたように、大山は複層林ですから、もうそのまま置いて

おって、下から新たな木が生えてきていますので、それが成長していくのを待つし

かないと。むしろそちらのほうが水源涵養としての機能は高いわけですので、補助

事業もあります。樹種の転換。それで対応していくということをご理解ください。 

○６番（山崎賢治君） 

 最後にですけれども、現在の状況においては、日本のよき古き伝統文化である正

月用の門松が飾れなくなりますよね。町民はどこで松の枝を調達してくればいいの

か。副町長、どうしたらいいんでしょう。町民は。門松の松の木を。枝。 

○副町長（宗岡与名彦君） 

 区長会でもその話が出まして、もう全然とれないと。そういう話もありまして、

区長会としては、もう以前町のほうでポスターを配布して、それで何とかしのいだ

と、自然保護と現実のギャップを埋めるためにそのようなこともいいんではないか

と、区長会から提案がありました。 

 以上です。 

○６番（山崎賢治君） 

 何か伝統文化がなくなるという感じします。寂しいですけれども。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 これで山崎賢治君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩いたします。 

 午後３時５分から再開します。 
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休 憩 午後 ２時３８分 

─────────────── 

再 開 午後 ３時０５分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの山崎議員、奥山議員に対する答弁があります。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 先ほど、奥山議員からご質問のありました６０歳以下の独身の数が把握できてい

るかということでございました。 

 うちのほうで住基システム扱っているんですけれども、単身世帯というものは抽

出可能だということでありまして、単身世帯を抽出した全てが独身者というふうな

ことではないと。つまり転入された方で単身赴任者も含まれるということでござい

ましたので、正確な独身者の数というのは、把握、現在のところはできないという

ことでございます。 

○学校教育課参事（平山盛文君） 

 先ほどの山崎議員の新耐震基準についてですけれども、昭和５３年宮城県沖地震

を踏まえ、それに耐え得る新耐震基準を設けたのが昭和５６年で、基準としてはマ

グニチュード７．５以上クラスの大地震を想定して新基準が設定されています。旧

基準の約１．２５倍、そして震度で言いますと、震度５でほとんどの建物が損傷し

ない、震度６から７に達する程度は、損傷はしても倒壊はしないという基準で定め

られています。 

 以上です。 

○議長（今井吉男君） 

 一般質問を続けます。平 秀徳君の発言を許可します。 

○７番（平 秀徳君） 

 皆様こんにちは。議席７番、平 秀徳が一般質問を行います。 

 大きな１、国営地下ダム関連施設について。 

 ①国営地下ダム事業完了が平成３０年度となっているが、現在の進捗状況は。 

 ②中央管理所は、地下ダム周辺に建設するのが適切と考えていますが、敷地の確

保や関係機関との協議はなされているのか。 

 ③資料館については、国営事業では事業制度上できないことになっているが、両

町、関係機関との協議はなされているのか。 

 ④地下ダムから越流する水、水位水質観測公園施設の計画は。 
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 大きな２、下平川内城線について。 

 下平川町営住宅から上平川まで約５００メーターが平成２２年から２６年度に完

了。今後の上平川、久志検、赤嶺までの延伸計画は。 

 大きな３、基盤整備事業の換地清算事務について。 

 基盤整備事業の各地区における換地清算事務の進捗状況及び今後の計画について

伺います。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまの平議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、大きな１番目ですが、先ほど議員から平成３０年度完成という質問でした

が、冒頭の行政報告でも申し上げたとおり完成年度は３３年度というふうに変わっ

ておりますので、その旨ご了承ください。 

 国営地下ダム事業が、平成２７年度までの進捗率が予算ベースで約５６％であり

ます。地下ダム止水壁工事は全１２工区中５工区が施工済み、今年度は新たに発注

する１工区を含め４工区を施工することにしており、来年度以降残りの３工区を実

施する予定と聞いております。また、パイプラインについては、全体延長の約８割

が既に完了済みで、その他揚水機場等も完了済みであります。 

 事業完了工期については、過年度の公共事業予算の縮小等により、地下ダム止水

壁の着手がおくれたこと並びに止水壁のダム地区のラインが変更になった関係で、

先ほど申し上げたように３年間延長し、平成３３年度完了をめどとしております。 

 一方で、２６年度から一部の受益地区へ通水が開始されるところであり、今後、

順次末端の整備が、県営の事業が終わり次第、順次通水地区を拡大していく計画で

あると伺っております。 

 ②中央管理所については、国営事業所において今年度実施設計業務発注予定であ

ると聞いておりますが、先ほどお答えしたとおり、期間が３年間延長されたので、

若干流動的ではあります。 

 しかし、以前から申し上げているとおり、両町並びに沖永良部土地改良区など関

係機関と順次協議を進めているところで、先般も協議を行い、早い時期に管理棟も

含めた周辺の整備を進めていただくようにお願いをいたしているところであります。 

 ③資料館については、島内外関係者へのＰＲ、地下ダム建設の経緯を含めた資料

を展示する施設として必要だと認識しており、以前からも先ほどの管理事務所等も

含めた形で国側に要請をしているところであります。 

 ただ、資料館としての単独施設、または中央管理棟と一体となった資料ブース設
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置等も含めたものをどうするのかについては、今後協議を詰めていく必要があると

思っておりますし、④とも関連しますが、その水位水質観測施設とも一体とした施

設として、現在、国の、特に現地の水利事業所と順次協議を進めているところであ

ります。 

 そのことについて、④の問題については、以前からも国に要望しており、おおむ

ね設置場所、それから先ほどの管理棟との一体性を持たせた形でできるように国に

要請をしているところであります。 

 大きな２番です。これまで当地区から整備要望をいただき、町からも県への要望

書を平成２６年９月、２７年１０月にそれぞれ提出をしております。 

 県の道路改良等の公共事業については、効果的、効率的な事業実施を行うために、

個別の地区及び箇所を対象に、その必要性、重要性、緊急性、効率性、それから地

域の熟度の評価を行った上で優先順位の決定を行っております。人家密集地区で多

額の用地補償費を要する地区、箇所については、優先度の評価が非常に厳しい状況

であると聞いております。 

 今後も早期事業採択に向け、継続して要望を続けてまいりますが、去る６月９日

に大島支庁の建設部長が来庁された後に、意見交換をしたところでありますが、ご

指摘の路線の整備、その他、現在進めている正名地区の早期完成、さらに、その前

後のいろんな問題等もございますので、町内の県道に係る整備について強く建設部

長に要請したところでありますが、ただ、ここ近年、道路予算が非常に伸び悩んで

いるというような状況もありますので、今申し上げた必要性云々の評価の優先順位

で整備を進めてまいりたいという県側の返事でありました。 

 大きな３番です。平成２７年度までに徴収支払いとともに完了した地区は、屋子

母地区、第２屋子母地区、徳時団地、第２住吉地区の４地区であり、徴収事務に着

手した地区は、第２知名東部地区の第２換地区、これは徴収率が８６．９％、支払

い率にして７４．６％、それから田皆地区が徴収率９２．１％、支払い率が

６８．２％、雪取地区が徴収率９３％、支払い率が７６．８％、知名東部地区第

２換地区が徴収率で６８．２％、支払い率が０％の４地区であります。また、徴収

業務には至っていないものの、清算委員会を立ち上げ清算対象者調査を実施してい

る地区が、第１住吉・第２知名西部地区、矢護仁屋地区、第３知名東部地区の３地

区であります。 

 今年度の取り組みとしては、第１住吉・第２知名西部地区、矢護仁屋地区の徴収

者に納付書の発送、新規着手地区の知名西部地区、第４知名東部地区、須原地区、

山田地区の清算委員会の立ち上げ、清算対象者調査の実施を行う予定であります。 
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 事業完了後、かなりの年数を経過していることからして、清算事務を急ぐ必要も

あります。平成３２年度の最終地区納付書発送完了を目指しているところでありま

す。 

 以上です。 

○７番（平 秀徳君） 

 それでは、順を追って再質問いたします。 

 先ほど、町長の答弁では、国営地下ダムの事業の工期が平成３０年から３３年度

に延びたということと、その点につきましては、一部ダム地区の変更、あるいはま

た予算等において工期が延びたものというふうに考えております。 

 そういう中で、この延長になった地元住民あるいはまた地権者に、そういった通

達は行っているものか、いかがなものなのか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 これは、去る５月１６日に国営の事務所のほうからの説明がありまして、先ほど

来あるような事情で、工期が３０年度から３３年度へ３年間の延長というふうな説

明があったばかりであります。 

 もちろん地権者への説明が必要であれば、機会を捉えて工期の延長について、特

に地下ダム周辺の地権者の皆さんには説明をする必要があろうかと思いますので、

機会を捉えて説明したいと思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 やはりこの工事が延長になったということは、一番地元の住民、やはり地権者に

とっては、それだけ負担が長く延びるということです。今現在、地下ダム建設の工

事が始まったんですけれども、この地域住民のところに、ダム軸近辺の住民の生活

環境にどのような影響を及ぼしているのか、そしてまたいろんな地権者、そういう

のは早急に通達するべきではないんですか。 

 それと、先ほどもこのダム軸近辺の生活環境、どのような生活環境なのか、たま

には足を運んで聞いていますか。防音装置も、防音対策もやっています。そのよう

な中で、ダム軸に近い住民というのは、騒音、そして振動、中には住居から避難し

ている方もおられるんです。昼間の騒音、あれは何とかしてやっていかんと。いか

がなものでしょうか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 すみません。最初の冒頭のご質問について、特に地下ダム周辺、余多、屋者地区

の、また古里、あたりの区長さんには、地下ダム水利事業所のほうから事業の延長

について説明をしてあると聞いております。 



― 61 ― 

 また、今の工事に関係する騒音や振動、それからトラックの往来に係る付近の農

家への影響、こういったものについても直接水利事業所のほうに地区の皆さんから

声は届けられていると。一応、水利事業所さんのほうも、極力日曜日の工事の休業、

休止、それから就業時間の徹底ということを業者のほうには指導していると聞いて

おりますので、再度そのような声が届いているということであれば、耕地課のほう

からも事業所のほうへ確認をして、要請していきたいと思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 騒音によって、これから夏場になるんです。家のサッシや、あれをやると、これ

を閉め切ってしまうんです。閉め切るということは、中のほうでクーラーをつけな

ければ生活できないような状況にあるんです。そういったのを把握していますか。

さっきも言ったんだけれども。そこで生活できなくて、今、避難生活をしている方

もおられる。そういった対策というのも考えるべきなんじゃないですか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 家を避難されているという話は今初めて聞きました。もしかしたら、耕地課のほ

うでは、そういう苦情とかという話は聞いていなかったものですから、一応、そう

いう事実があれば、また確認して事業所のほうにも伝えていきたいと思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 早速、やはりたまには現場のほうに出向いて、地域住民の環境、そしてまた地権

者のどのような状況で農業生産をやっているのか、生活しているのか把握していた

だきたい。そしてまた多少、騒音防止、そういったものへの対応というのもやって

いただかないと。この地下ダムというのは、何と言っても地域住民の理解と協力が

なければできませんので、幾ら沖永良部の国営地下ダムだからといって、地域の住

民、地権者の協力なくしては何もできませんので、そういった対応というのも早急

に対応を要請いたします。 

 そして、中央管理所、その中にはもちろん土地改良区の事務所も中に入りますよ

ね。そして、また資料館、研修室、その管理所の中には、いろんな事務所やら施設

が入りますので、そういったものを考慮して建物の大きさ、そしてまた、敷地の確

保、その敷地の確保というのは、今の段階からやっていかないと、今回平成３３年

まで工期が延びたということで３年延長になりましたけれども、計画では３０年完

成です。３０年完成だということで、かなり早い時期に敷地の確保というのはやる

べきではないんですか。 

 完成してからつくるものじゃないですよね、あれは。完成までにちゃんと敷地を

確保して、その管理棟の中に、どのようなこの土地改良区なり資料館が入るような
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スペースというものを持っていくべきではないかと思うんです。もう、完成間近に

なってそれ考えて、ちょっとおそいんではないですか。予算の関係で、３年延びた

のが幸いかなと思いっておりますけれども、早急にそういった敷地の予定地という

のは、今どうなんですか。 

○町長（平安正盛君） 

 工事の進め方としていろいろあると思うんですけれども、もともと３０年度完成

ですので、それに向けて全ての地下ダムにかかわる工事を全ての完了と、それの事

前に今いろいろ指摘されている管理事務所等々含めて、既にもう図面もできている

し、場所等についても事前の打診をしているわけですので、決しておくれているわ

けではない。 

 ただ、現実的に３年間延びたわけですので、その３年間延びた理由はやはり、先

ほど来申し上げているように、ダム軸本体の事業ですので、そこが最初、まずは優

先しないといけないと。それと、あと、管理棟等々の施設に移らないと、予算のつ

け方としてそうならざるを得ないので、先ほどの最初の答弁で、場合によっては若

干先送りになるかもわからんという意味で申し上げたわけです。 

 作業そのものは、今言われているように、議員が言われているように、当然、完

了までにもう全て終わって土地改良区に引き渡して、そこで管理してもらわないと

いかんわけですので。そこらの手順というのはしっかり押さえて作業を進めており

ますので、安心していただきたいと思います。今、それに向けて最終の詰めを、水

利事業所とやっているということですので、完成前に全ての施設の完成を実現した

いというふうに思っています。 

○７番（平 秀徳君） 

 やはり完成前ではなくて、以前からそういうのはやっていかないと、すぐにする

というのは、厳しいような気がいたします。 

 次にいきますけれども、観測公園についてもしかりなんです。ある程度、どの位

置が適地なのか、そういったものも、そろそろ考えてよろしいんではないでしょう

か。いかがなものでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 先ほど申し上げたのは、全てこのことを、今３０年度の完成をめどに作業してい

るわけです。ただ、工事が３年間延びただけで、今ご指摘の部分については作業を

進めておりますので心配ないと思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 やはり地元、余多住民といたしましても、何とかこの中央管理所、もちろん資料
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館も含めて、そしてまた地下ダムから越流する水の観測できるような公園化の施設、

もろもろこのダム軸本体の近くに、余多近辺につくってほしいという強い要望が出

ていますけれども、そういった声はどうですか。要望はないですか。 

○町長（平安正盛君） 

 先ほど来申し上げているんですけれども、そういうことを全部含めて今進めてい

ますと。特に水位観測所については、ダム軸の天端と地表との問題があるもので、

それが一番どの部分がふさわしいかという場所の選定も終わっていますし、そこら

も全部作業を進めています。 

 ただ具体的に予算もまだついていませんので、そこはまだ申し上げることができ

ないわけですので、もう全て内々の作業は進めて、いろいろ事務所とも協議を進め

ているし、あわせて土地改良区ともその後の管理の問題についても協議をしている

し、また、費用の負担も、地元の負担もありますので、そこを今詰めているところ

です。 

○７番（平 秀徳君） 

 わかりました。やはりぜひ余多近辺にこの中央管理棟ができるように、そしてま

た資料館は、両町それぞれ協議し、つくっていかなければならない施設だというふ

うに思っておりますので、これもあわせて、また協議していただければというふう

に思っております。地元からの強い要望ですので、ぜひダム関連施設はこの余多近

辺に建設していただきたいというふうに思っております。 

 それでは、次にまいります。 

 県道下平川内城線については、平成１４年から１９年度までが、ガジマル辻から

下平川町営住宅まで改良され、さらに平成２２年から２６年度まで下平川町営住宅

から上平川まで約５００メーター整備されました。 

 しかしながら、この道路は、伊延港に天候不良の際の大型客船、さらに貨物船が

常時接岸されています。その伊延港にセメントのプラントもあります。越山に生コ

ン会社、ごみ処理場、内城に家畜市場、そういったもろもろの施設、そのような関

係で大型車の通行というのがかなり多いんです。朝早く、夕方遅く、常に子供の通

学、登下校にそういった大きな車が通るんです。この道路の交通量の調査というの

はされていないんですか。いかがなもんでしょうか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 申しわけございません。私のほうでは、今、県のほうでそのような調査をされて

いるかどうかちょっと確認をとっておりません。 

○７番（平 秀徳君） 
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 県のほうでは、こういった交通の調査というのはやっていないんですか。昨年、

そういった交通量の調査のような、そういうのがあったような気がするんだけれど

も。 

 常にあの道路というものは、大型車を含めていろんな港への運送に関して交通量

が激しいんです。大きな生コン車です。そしてまた運送会社の車なんです。これは

やはり子供たちの安心・安全を守っていくのが、私たち町民だと思うんです。 

 もう２６年度で一応上平川までできました。それからまだ、上平川から久志検、

赤嶺まであります。いかがなもんでしょうか。ぜひもうそろそろまた次の延伸に計

画がされてもおかしくないじゃないんですかね。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 ただいまの県道に関しましては、先ほど議員もおっしゃった平成２６年度に上平

川の入り口まで完成をしております。先ほど町長も申し上げましたように、町のほ

うから県のほうへ、おととしの９月、昨年の１０月、２回、町のほうからも、地区

からの要望もありまして、あわせて町から県のほうへ要望を上げております。 

 現在、こちらの県の沖永良部事務所のほうといたしましても、県の本課のほうに

要望を上げて予算要求を努力して行っているというふうな返事をもらっております。

またあわせて、先ほど町長もおっしゃいました、先週、大島支庁の建設部長もいら

っしゃいまして、町長とあわせて私も、ぜひ早期着工に入れますようにお願いいた

しますというふうに要望したところであります。 

 今のところ、県のほうも、予算要求を行っておりまして、何とか来年の２９年度

つけられないかというふうな鋭意努力をしているというふうに聞いてはおります。 

 以上です。 

○７番（平 秀徳君） 

 下平川町営住宅から、今、上平川まで５００メートルの区間だけでも、計画し、

設計はされたんだけれども、やはり登記の関係でかなりおくれたんです。２年間工

事がおくれました。本当は２２年から２４年の計画だったんだけれども、やはり登

記の関係で２年おくれました。 

 やはりそういう関係もあり、なるべくだったら、計画、設計のほうを早目にして

いただいて、そうすれば、私も地域の皆さんたちに、こういうことで計画していま

すので何とか協力してくださいとお願いできるんです。着工する前のそういった計

画、設計を前もってお願いできればと思っております。ぜひ私は、今、県道で田皆

から正名のカーブ補整をやっていますよね。それは、そこはそこでやるべきだと思

っています。ぜひ次はこの上平川から久志検まで。 
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 それとあわせて、久平橋はご存じですか、久平橋。久志検から上平川の、その上

平川から久志検にかかっている余多川の久平橋。あの橋の由来というのはご存じな

いんですか。あの橋は、カナダ帆船のリジーＣトゥループ号、その乗組員が遭難し、

そして、地域住民に手厚い看護を受けてカナダまで送り届けられた。その謝礼金と

していただいて、その久平橋というのが、久平橋というのかな、できたような、こ

ういう由来があります。 

 そういったその由来も含めて再現できればなと思っています。再現できなければ

できないで、その由来の看板とか写真あたりが、やはりそのあたりに展示できれば

と思っております。以前の操 担勁村長の時代だというふうに聞いております。 

 今、あの地域には、知名東部地区の第１完工区、第２、第３の完工記念碑が建っ

ております。私は将来的にカナダと歴史を結ぶこの心のかけ橋だと思っております。

将来の子供たちのためにもそういった由来をつくって歴史をつくってください。カ

ナダというのは雄大で、自然の美しいところです。やはり子供たちのそういったホ

ームステイとか、そういうのもこれから考えていってもよろしいんではないでしょ

うか。もう一回、建設課長、答弁もらおうか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 いろいろまたお話というか、また、ご指摘いただきありがとうございます。 

 まず、先ほど回答ができませんでした交通量につきましては、昨年、平成２７年

に交通センサスの調査をしているみたいであります。ただ、こちらのほうにはまだ

結果が来ていないということで、前回の、５年前、平成２２年に調べた交通センサ

スのデータはあるというふうに伺っております。 

 それから、先ほどいろいろ道路の活用の内容をお話しいただきましたけれども、

今まで要望してまいりましたのは、幼児、児童生徒の交通の安全を確保したいとい

部分での要望でしたので、あわせて沖高の生徒たちの通学路もあわせてあるという

要望で、主に要望しておりましたけれども、今後はそういう伊延港も含めて、大型

車の通行量もあるという部分も、また今後の要望の中に加えてお話をしていきたい

というふうに思っております。 

 それから、あわせて県のほうにも、先ほど登記関係でおくれた部分もあるという

ことでしたので、ぜひ計画設計においては、その部分も含めて早期に取りかかれな

いかというふうな部分も一つの理由になるかと思いますので、そのようなお話をし

ていきたいと思います。 

 あわせて、先ほどの橋の部分につきましても、由来を調べまして県のほうにもそ

のような内容を説明して、今後橋の件についてもぜひ検討していただきたいという
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ふうな部分もお話をしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○７番（平 秀徳君） 

 県道各所においては、早期改良ができるように強く要請をいたします。 

 次に入ります。 

 先ほどの町長の答弁において、換地清算事務についての進捗状況と今後の計画に

ついてお話がありましたが、やはりこの町内、基盤整備地区というのは広い範囲で

進められております。その中には、完全に完了しているのが第２屋子母地区、あと

屋子母地区、徳時団地、それと第２住吉、それ以外ほとんど手つかずの状態になっ

ておりました。中には、昭和５６年、工事始まっているんです。もう２０年以上も

たっているところがあるんです。だから、そういったのを今ごろになって清算する

というのもいかがなものかなと思うんです。 

 今現在、この専従職員というのは２名ですか。新しいところは清算事務というの

はかなり早急にできるんです。これ以前のは本当に難しいんです。私たちのこの東

部地区第２換地区、平成２４年に換地清算委員会を発足し、いまだ清算ができない

ような状況にあるんです。年数がたてばたつほど難しくなるんです。今のこの２名

体制ではあと何年かかるんですか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 今、議員のご指摘のとおり、これは以前からもご指摘を受けてまいりましたけれ

ども、平成２３年度から２名体制で清算事務に取りかかっております。 

 ちょっと調べましたところ、町内の基盤整備地区と申しますか、県営、団体営を

含めて見ますと３６カ所あったようです。今現在その清算事務の未完了地区が

１６地区あります。 

 先ほど町長の答弁にもありましたように、４地区、屋子母地区、第２屋子母地区、

徳時団地、第２住吉地区が完了しております。２７年度、昨年度までに徴収事務に

着手して納付書発送が終わっているところが４地区。２７年度までに調査までかか

っているところが７地区、そのうち４地区は納付書発送済み。そうしますと、残り

があと５地区ということになります。これについては、まだこれから調査に入る段

階であります。 

 これを今、耕地課のほうで年度計画を立てておるところですが、平成３２年度に

最終地区であります、現在終わっている地区では西原地区、第１・第２西原地区、

ここを３２年度に納付書発送を終える予定に取り組んでおりますので、人数を、体

制的なところをご指摘いただきましたけれども、限られた人数で、何とか２名体制
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を維持してこの清算事務については進めていきたいと思いますが、確かに年数がた

てばたつだけ難しくなることは確かにあると思いますけれども、何とか３２年度納

付書発送を終えるまで計画を進めていきたいと思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 課長、それはだめです。２名体制では。やはりふやして早急にしないと、いろん

な懸念事項が発生しているんです。 

 今、知名東部地区の第２換地区では清算除外地というところも出ているんです。

売買によってその清算意見の中止に納得いかないという方、あるいはまた荒地にな

っているところ、死亡、そういってまた追跡不能、もう１点は、隣接する他人の土

地と一緒に耕作されている、そういったものが出ているんですよ。その他人の土地

を隣の方が一緒に耕作している、その耕作している人はわかっていてやっているん

ですか。恐らくわからなくてやっているところもあるんですよ。両端にただくいが

あるだけで、どこが境界かもわからないような状況にあるところもあるんです。そ

ういったものも含めると、これはやはり何とか人員をふやして早急に取り組むべき

なんではないですか。 

 将来的には裁判問題とか、隣同士の、昔の人ではないけれども、境界でもってい

ろんなトラブルが発生する、そこはやはりちゃんと今の時期にやっておかないと。

今でも出ているんです。水が上から流れてくるとか、本当はこの排水口というのは

１カ所しかないんです。それが、上から水が流れてくるからこの排水は何とかして

とか。そういったのは立ち会ってある程度畦をつくった経緯もあるんではないです

か。つい最近の話だけれども。やっぱりそういうのが出てくるのは、恐らくこれか

ら出てくるなと心配しているんです。 

 それともう１点は、換地計画書の数値が正しく清算できないことを、土改連から

指導があったでしょう。一旦、この多い方は、この清算金を納入した、したんだけ

れども、やはりこの数値に誤りがあったということで、誤りの文書を送付したんで

しょうかね、いかがなもんでしょう。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 知名東部地区第２換地区におきまして、昨年度、以前に発送しました納付書にお

ける金額が、清算金額に誤りがあったということは確かに事実でございます。それ

を受けて、土改連のほうへ調査を依頼したところ、精査しまして、昨年秋口、最終

的な精査後の数値が固まったところで清算委員会を一応持ちまして、清算委員長、

また耕地課長名でおわびと説明の文書を同封した上で、既にもう納められた方につ

いては、減少になった方についてはお返しのお手紙ですけれども、さらにふえた方
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というのは、当初の納付書で納めたものをまた追加でということで、非常にあって

はならないことだったんですが、一応清算委員会の皆さんの協力も得まして、島内

にいらっしゃる受益者については、直接お会いして説明をして、納得してもらおう、

理解していただこうということで、清算委員会の皆さんの協力をいただいて、持ち

回りといいましょうか、個別訪問していただきました。 

 島外につきましては、郵送によって説明をつけたおわび状を入れて、新たな納付

書を発送という形をとりました。二、三問い合わせはありましたけれども、お叱り

も一、二件ございました。丁寧に説明をしてご理解いただいたところであります。 

○７番（平 秀徳君） 

 この町内、あるいは島内にいる方には直接出向いて説明されたということですね。

それは結構です。やはり長い間放置されているこの清算事務というのをね。 

 でもこの納付されている方、されていない方もまだかなりいますよね、金額的に

かなり高い方もおられます。中には、１００万円超える方もおられます。この清算

単価というのは地域によっても違うとは思うんです。現在であれば、うちは平米

１，０００円ですか、今現在だったらそんなに土地の値段しないですよね。この各

地区のこの清算単価というのは大体どれくらいで清算されているのか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 全ての地区について確認をしておりませんが、知名東部地区については平米

１，０００円。それから、以前ありました、正名のほうの地区については、小田線

よりも海岸沿いと上とをどうしようかというような検討もあったりしました。若干

差をつけるべきかどうか、それは清算委員会の中で、皆さんで協議していただいて

決定していただいております。 

○７番（平 秀徳君） 

 それは何といっても、この換地清算委員会の中で単価は決めるものと思っており

ますけれども、やはり年数がたてばたつほど清算が難しくなってくるんです。私は

この問題は、四代の課長の前に、名前は申し上げませんけれども、その前に一般質

問をいたしました。それから後はまた同僚議員が清算事務に対しての一般質問があ

りました。それで何とか、一部ではあるけれども、清算事務にこぎつけたんではな

いかなというふうに思っております。 

 やはりこのような状況ですから、職員をふやして早急に対応すべきではないです

かね。町長、いかがなもんでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 この問題に取り組んでもう長くなるわけですが、今ご指摘のように、いろいろ指



― 69 ― 

摘されている部分、また今進めている作業の中でもいろんな問題が発生していると

いうのも報告を聞いているところですが、課長が答弁したとおり、時間はかかって

いますけれども、平成３２年度をめどに清算業務を進めていということ、また、た

だ職員全体の総数のやはり定数管理もあるわけですので、それだけに、その清算の

業務の事情というのも十分理解はしているんですけれども、だからといって、では

役場全体の定数管理の中で調整を、バランスをとらないといけないですので、現段

階の今の２名の専任体制で当分は推移を見ていきたいというふうに思います。 

 場合によって、また清算業務の状況いかんによってはまた考えなければならない

時期もあるかと思いますが、現段階では今の２名の専従体制でいきたいというふう

に思っています。 

○７番（平 秀徳君） 

 何回言っても水かけ論になるような傾向でありますけれども、やはり何といって

もこれは清算除外地、あるいは面積の多い方からもらわないと、これ清算できない

ですよね。中にはまたこの清算除外地というのも出てきます。 

 そういったものをもろもろ含めると、その業務というのは急を要する業務だと思

っています。耕地課長も大変でしょうけれども、精いっぱい頑張り、そしてまたこ

の清算事務が町内全域スムーズになされるように、もし頑張って、頑張れないとき

には、そこで増員もいたし方ないんではないですか。そこまでやらんとこれはでき

ない、この仕事は。 

 まずその職員の増員を前向きに考えて、早急にこの清算事務がスムーズに全町内

の、特に長い年数のかかっているところは、早急にこの清算事務の対応を強く要請

して私の一般質問を終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 これで平 秀徳君の一般質問を終わります。 

 本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 あす１５日は、午前１０時から会議を開きます。お疲れさまでした。 

散 会 午後 ３時５９分 
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平成２８年第２回知名町議会定例会議事日程 

平成２８年６月１５日（水曜日）午前10時00分開議 

 

 

１．議事日程（第２号） 

 ○開議の宣告 

 ○日程第１ 一般質問 

       ①松元 道芳君 

       ②西田 治利君 

       ③森山  進君 

       ④名間 武忠君 

       ⑤今井 宏毅君 

 ○散会の宣告 

 

１．本日の会議に付した事件 

 ○議事日程のとおり 
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１．出席議員（12名） 

議席番号    氏   名  議席番号    氏   名 

  １番  田 中   富 行 君    ２番  今 井   宏 毅 君 

  ３番  名 間   武 忠 君    ５番  森 山     進 君 

  ６番  山 崎   賢 治 君    ７番  平     秀 徳 君 

  ８番  松 元   道 芳 君    ９番  東     善一郎 君 

 １０番  西 田   治 利 君   １１番  奥 山   直 武 君 

 １２番  福 井   源乃介 君   １３番  今 井   吉 男 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

議 会 事 務 局 長 迫 田 昭 三 君 議 会 事 務 局 次 長 福 永 勝 人 君

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

職  名  氏  名   職  名  氏  名  

町 長
 
平 安  正 盛 君  

会 計 管 理 者

兼 会 計 課 長

 
安 田  輝 秋 君 

副 町 長  宗 岡  与名彦 君  税 務 課 長  甲 斐  敬 造 君 

教 育 長  豊 島  実 文 君  町 民 課 長  大 山  幹 雄 君 

総 務 課 長  榮    信一郎 君  保健福祉課長  安 田  廣一郎 君 

総務課長補佐  村 山  裕一郎 君  老人ホーム園長  新 納  哲 仁 君 

企画振興課長  榮    照 和 君  水 道 課 長  山 田    悟 君 

農 林 課 長

 

上 村  隆一郎 君  

教育委員会事務局長

兼学校教育課長

兼 学 校 給 食

センター所長

 

瀬 島  徳 幸 君 

農業委員会事務局長  川 野  兼 一 君  学校教育課参事  平 山  盛 文 君 

建 設 課 長

 

高 風  勝一郎 君  

教 育 委 員 会

事 務 局 次 長

兼生涯学習課長

兼中央公民館長

兼 図 書 館 長

 

大 郷  一 雄 君 

耕 地 課 長  窪 田  政 英 君      
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△開 会 午前１０時００分 

 

○議長（今井吉男君） 

 議場におられる皆さん、ご起立ください。 

 おはようございます。お座りください。 

 

△日程第１ 一般質問 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 松元道芳君の発言を許可します。 

○８番（松元道芳君） 

 議場の皆様、おはようございます。 

 私が所属する町老連の幹部の皆様、きょうは傍聴に来てくださいまして、誠にあ

りがとうございます。 

 それでは、議席８番、松本道芳が次の５項目について質問いたします。 

 １番、えらぶゆりの島空港のジェット化と沖縄定期航空路の開設についてでござ

います。 

 島民の多くは、航路による沖永良部沖縄間を生活路線として利用している。また、

本土在住の本島出身者も格安航空で那覇空港経由で帰途につく交通手段が多くなっ

ている。このように、沖永良部沖縄間が航路のみとなっているので、島民や帰省客、

出張員のアクセスに大きな不便を来している。現在運航している奄美沖縄１日１便

を沖永良部経由にしたら、バニラエアの乗客も来島し、貨物も積載でき、さらに便

利になると思われる。えらぶゆりの島空港のジェット化と沖縄定期航空路の開設に

ついてお伺いいたします。 

 大きな２番、ピロリ菌除菌に対する町の助成についてでございます。 

 国内のピロリ菌感染者は約３，５００万人と言われている。保険適用後の１年で

は約１３０万件、３００万人の除菌が行われ、胃がんの早期発見・治療に結びつい

ています。国民の命を守る取り組みが大きく前進しています。本町として助成でき

ないか伺います。 

 大きな３番、ふるさと納税についてでございます。 

 納税者の金額に見合った返礼品を考えてはどうか。成功例は幾らでもあるので、

町内の特産品を活用すれば一石二鳥だと思うが、どうでしょうか。 
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 大きな４番、大山総合グラウンドの近隣への野球場整備についてでございます。 

 現在の総合グラウンドに加え、あと１面グラウンドができたら次の利点があると

思うが、整備できないかどうかお伺いします。①スポーツ大会等の運営の効率がよ

くなる、②島外からの団体の合宿がふえる、③宿泊、食事、特産品に活気が出る、

④人的交流が広がる、その他たくさんございますが。 

 大きな５番、町内の観光案内板の増設についてでございます。 

 観光名所は数多くあるが、現地に行くまでの案内板が少ないため、観光客等は道

に迷って、目的地に着くまでに時間がかかっているとよく聞かされています。

２０１８年、国定公園にも指定されるので、早急に整備できないか伺います。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 おはようございます。傍聴の皆さん、ありがとうございます。また、これを機会

に町政にいろいろご協力、ご理解いただければ大変助かります。よろしくお願いし

ます。 

 それじゃ、ただいまの松元議員のご質問にお答えいたします。 

 なお、大きな４番については、教育委員会所管事項ですので、教育長をもって答

弁をいたします。 

 まず、１番目ですが、ジェット機就航が可能な空港にするためには幾つか条件が

あります。国の基準があり、年間空港の利用者が１１万人以上でなければならず、

かつジェット機就航となれば、ジェット機の離発着に必要な滑走路が２，０００メ

ーター以上を必要とします。もちろん今後の飛行機の開発等にもよるわけですが、

現在の状況では２，０００メーターを必要とするというのが国の基準であります。 

 こうした条件からすれば、沖永良部空港は、年間の利用者が現在平均３万人前後

であり、また、滑走路が現在１，３５０メートルですので、あと６５０メーター延

長する必要があり、空港周辺の地形からすると、６５０メーターの確保は非常に難

しいものだと判断しております。 

 以上のことからして、沖永良部空港のジェット機就航については、非常に厳しい、

ハードルの高い状況だと思っております。 

 ２つ目に、沖永良部沖縄間の路線開設についてですが、このことについては、も

う既に今までも申し上げているとおりであり、何ら状況は変わっていないというこ

とがまず前提にありますが、去る５月３０日に和泊町で開催されました沖永良部空

港利用促進協議会に松元議員も出席されておりますので、私並びに和泊町長から報

告したとおりでお聞きになっていると思いますが、現段階では、そこでも説明した
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とおり何らの進展もなく厳しい状況だというふうに認識をしております。 

 とはいえ、このままではいけませんので、両町でタイアップをしながら、さまざ

まな方法で、機会あるごとに航空会社並びに関係機関に強い要望を続けてまいりた

いというふうに思っております。 

 次に、２番目ですが、本町では、がんが国民の生命及び健康にとって重大な問題

となっている現状から、がん予防重点健康教育並びにがん検診実施のための指針に

基づいて、１つ目に胃がん検診、２つ目に子宮頸がん検診、３番目に肺がん検診、

４番目に乳がん検診、５番目に大腸がん検診の５種類のがん検診を実施していると

ころであります。 

 この指針によりますと、胃がん検診の検査項目は、問診に加え胃部のエックス線

検査または内視鏡検査のいずれかとするとあり、本町では集団検診での実施である

ため、胃部のエックス線検査を行っております。 

 現在、ご指摘のピロリ菌除菌については、胃がんリスク検査として全額個人負担

で希望者に提供しております。現段階では、ピロリ菌検査は任意検査として位置づ

けられているため、市町村が行う対策型の検診と混同されないようになっており、

今後は食生活の改善、禁煙等の胃がんのリスク軽減対策の一つとして助成できない

かについては、各ほかの自治体の動向も見きわめながら検討したいというふうに思

っております。 

 ３番目です。 

 平成２０年度から導入されましたふるさと納税は、生まれ故郷はもちろん、これ

から応援したい地域へも力になれる制度として創設され、本町においては、行政報

告でも申し上げましたが、平成２７年度末で累計３，０００万円を超える寄附をい

ただいており、全国各地の知名町出身者あるいは知名町ファンの皆さんから貴重な

財源をいただいております。ふるさと納税は自主財源の乏しい本町におきましては、

貴重な財源としてこれまでまちづくりに必要な事業等に活用させていただいている

ところです。 

 また、ふるさと納税におきましては、全国ほとんどの自治体で寄附のお礼として

地域の特産品等を納税者に贈呈しており、地域の特色ある取り組みがなされており

ます。 

 本町におきましては、１万円以上の寄附をしていただいた方に対し、一律

３，０００円相当の特産品、これはもちろん輸送費は別ですけれども、品物として

３，０００円相当の特産品の詰め合わせやバレイショ、花、ダイビング、ケイビン

グ等の優待券などを返礼し、特に、夏、冬の生活改善グループが行っているふるさ
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と便等の活用も図ったりして、返戻品としてそれぞれの納税者の皆さんに送付して

いるところであります。このことにつきましては、現在の取り組みとあわせて、地

域資源を生かした返礼品や新たな特産品の開発を行い、より充実した返礼品になる

よう検討を進めてまいります。 

 また、このことについては、後ほど名間議員からもありますが、現在、確かにふ

るさと納税の返礼品について、かなり過熱気味というんですか、異常な状況である

と思っているし、私自身もそのことについてはいかがなものかなというふうに考え

るものでありますが、去る４月に、総務大臣から当該寄附金が経済的利益の無償の

供与であることを踏まえ、寄附の募集に際し、返礼品の価格や返礼品の価格の割合

の表示など、返礼品の送付が対価の提供と誤解を招きかねないような表示により寄

附の募集をすることなどの行為は慎んでいただきたいとの通知が出ております。 

 必ずしもその総務大臣の通知に従うというわけではありませんが、確かに今全国

的な動きを見ますと、非常にやはりそれぞれの自治体も改めて見直す必要もあるの

かなと思いますが、一方では、やはり納税をしていただいた皆さんへの私どもの気

持ちとして、ふるさとの味あるいは香りが味わえるような返礼品については、今後

ともしていきたいというふうに、かように思っております。 

 ４番目については、教育長から答弁いたします。 

 ５番目ですが、観光案内板の設置につきましては、これまで奄振事業の観光施設

整備事業や市町村道国庫補助事業の社会資本整備事業における効果促進事業におい

て、案内板の設置を適宜行ってまいりました。合計で町内に６４カ所に設置をいた

しております。実際に観光客から目的地まで案内板が少なくわかりづらいという指

摘も受けております。今後、町内における看板設置箇所等を確認し、おきのえらぶ

島観光協会とも連携を図りながら、デザインも含めて検討させていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○教育長（豊島実文君） 

 おはようございます。 

 ４番、大山総合グラウンドの近隣への野球場整備についてお答えいたします。 

 現在の大山総合グラウンドは、野球、ソフトボールを初め、陸上競技、サッカー

など、町民が多目的にスポーツを楽しめる施設として、総工費２億７，５００万円

をかけて昭和５９年に現在の地に設置されました。以来、町民に広く利用されてお

りますが、現段階では利用上の不都合は特段生じていないのではないかと思ってい

ます。 
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 議員ご指摘の①から④については、確かに期待されるとおりでありますが、その

費用対効果や現在の町財政の状況等を考慮いたしますと、新たなグラウンドの施設

整備計画には無理があるのではないかと思います。 

○８番（松元道芳君） 

 それでは、再度質問させていただきます。 

 これから、やはり次世代の子供たちのためにも、この沖永良部空港をジェット化

にすべきだと思います。ハードルは高いと思いますけれども、やはり現在はこれで

もいいかもしれません。あと１０年、２０年後に果たして今の沖永良部空港でいい

のかどうかですよね。 

 今最近、梅雨どきにはかなり欠航が多いです、沖永良部空港も。それはなぜかと

いうと、霧のためだけではないのです。まず、滑走路が短いということが原因です。

滑走路が１，５００メーター、２，０００メーターあれば、ほとんど着陸できると

いうことです。それに、照明も多くなりますので。まず安全が確保されていないと

いうことで欠航が多いようですが、いかがですか。 

○町長（平安正盛君） 

 議員のおっしゃることはもっともです。そこらは私どももそれは理解しています

が、じゃ、現実に今の沖永良部空港の周辺の状況からしてそれが可能なのか。ある

いは、やはり何といっても単独でできるわけではないですので、県営の空港ですの

で、国・県の財政状況ともやっぱり勘案すれば、先ほどお答えしたとおりハードル

が高いということです。 

○８番（松元道芳君） 

 確かにハードルは高いと思いますが、これにやっぱりチャレンジすべきではない

でしょうか。 

 まず、今、地方創生の時代ですので、国に陳情すると。そしてまた、ありがたい

ことに、この沖永良部島は航空自衛隊が駐屯しています。これまでに基地周辺整備

事業で、知名町は町体育館、プール、グラウンド、いろんな面で恩恵を受けていま

す。今回、自衛隊と協力してこの沖永良部空港も１，５００メーターの滑走路にす

れば、ジェット機は飛ぶと思うんです。 

 先ほど、航空会社の話では２，０００メーターが滑走路のジェット機のための安

全と言いますけれども、大体ジェット機は１，５００メーターあれば離発着できる

ということです。ちなみに、沖永良部空港は１，３５０メーター、あと１５０メー

ターですが、これをもう町単独では恐らく無理でしょうから、それはどこでも一緒

ですけれども、この地方創生の時代に国の力を借りて、そして自衛隊と一緒になっ
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てこの空港のジェット化に努めれば、何とか道は開けませんかね。 

○町長（平安正盛君） 

 確かに、先ほどお答えしたとおり、ジェット化も必要だと思っておりますが、む

しろ現段階で、次の質問も入ると思いますが、今の空港をどう活用して利用促進を

して路線をつくると。新規路線をつくって利用客をふやして、そして最終的に、先

ほど申し上げた１１万人になったときに、じゃ、次の段階というのが普通の手順と

いうか、流れだと思うんで、要は、今の空港を利用して新たに沖縄の路線の開発等

を含めてやって、最終的にそこに行くと。その間に、先ほどお答えしたとおり新た

な飛行機も開発されるだろうから、その段階ではもちろん今のままでいけないと思

いますので、むしろ今の利用の促進を図って、やって、利用客をふやすという方法

が今の段階ではベターじゃないかなというふうに思っています。 

○８番（松元道芳君） 

 それはもっともだと思います。 

 ところが、２つ目に出してあります沖縄沖永良部の航空路の路線の開設ですが、

以前は第一航空が飛んでいました。あの時代では利用客が少ないということで運航

が中止になりましたけれども、あの時と今は全然違うんです。今、バニラエアがバ

ニラエアは奄美ですけれども、ＬＣＣがかなり全国から沖縄に飛んでいます。その

客をいかにこの永良部に来てもらうかだと思います。これをすることによって永良

部の観光客もふえる、宿泊、お土産、いろんなことがよくなると思います。 

 実は５月１９日、奄美群島町村議会議員大会が喜界島でありましたけれども、そ

の中でも和泊町、知名町、与論町の定期航空路線の開設について議長会で出ており

ますが、それを今回、この文書をいただきまして、実は両町長、それから各団体の

長の名前をお願いして、観光協会で作成しました。 

 まず、請願書。奄美ティダ委員会委員長、遠山清彦殿。 

 各種団体ですけれども、両町長、両商工会長、沖永良部漁業協同組合、ＪＡあま

み和泊事業本部、ＪＡあまみ知名事業本部、南栄糖業株式会社、一般社団法人おき

のえらぶ島観光協会、各４社の運送店、そして沖永良部建友会、和泊町知名町連合

婦人会、そして後ろにいらっしゃる両町の老人クラブの方々の会長のお名前、そし

て両町の青年団の団長のお名前で、連名でこの間、７日に地元の遠山清彦公明党衆

議院議員が来ましたので、これをお願いしたところです。 

 いわく、やはり航空会社にしても採算面が一番大事なので、なかなかこれできな

いだろうと。両町長とも鹿児島のＪＡＬ、それから沖縄のＲＡＣに陳情は行かれて

おります。私も空港の一応役員になっておりますので、それは拝見しましたけれど
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も。 

 やはり町長に不足はないんですけれども、県会議員それから国会議員、町長も先

頭切って応援していますので、やっぱりその辺をどうこうしていったほうがいいん

じゃないかと思っておりましたが、町長、いかがですか。 

○町長（平安正盛君） 

 そのことについて、今、議員がおっしゃっているように、私ども行くたびに国・

県についてそれは陳情しておりますので。先ほど議員がお示しの文書についても報

告いただいております。 

 要は、先ほどジェット化云々も、それも置いといて、今の例えば奄美空港、沖縄

の特にＬＣＣが就航していますので、じゃ、そのＬＣＣの波及効果をどこまで持っ

てくるかというのが大きな課題で、先ほど申し上げたように現在の空港で路線を開

設するなり、あるいは利用促進を図る対策を講ずるべきじゃないかなということを

思っています。 

 その一つが永良部沖縄の路線の開設と奄美永良部の、現在ご承知のとおり、いわ

ゆる三角航路になっていますので、その三角航路をダイレクトで便を開設できない

か等々のことを今要請をしております。しかし、残念ながらどうしても利用客、航

空会社にとってはやはり採算ベースをまず優先しますので、その採算ベースをクリ

アする、やっぱり地元としての対策は今むしろ必要じゃないかなと。 

 陳情するのは、それは大いに結構ですけれども、むしろ地元でその利用対策をも

っとやる。特に観光協会の皆さんにご尽力いただきたいと思います。 

○８番（松元道芳君） 

 現在、沖縄与論はＲＡＣが飛んでいますよね、琉球エアーコミューター。この時

間帯を見ると、沖縄発１３時、与論着１３時４０分、そして沖縄に戻るのが１４時

４０分と。沖縄与論間は４０分で飛んでいます。たまたまこの間与論回りの沖永良

部着きだったんですが、若い方がたくさんおられました、与論から沖縄行きの。こ

れはやっぱり永良部にもぜひ誘致すべきではないかとその場で思いましたけれども、

やはりこれは永良部のためにどうしても開設すべき航空路と思いますが、何とかな

らないかと思いますけれども。 
 この間、７日に、遠山議員が和泊の会館で１時間ほど講演がありました。その後

に各種団体の首長さん初め皆さんに２階に集まってもらって要望を聞いて帰りまし

た。やはり皆さん口々にお願いするのは、やっぱり沖縄沖永良部の航空路の開設で

ありました。そこでいわく、遠山さんは何を述べたかといいますと、これはやはり

太田元国土交通大臣、この人を鹿児島と沖縄に連れていって何とかやってみようと
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いうことで返事はもらいました。ちょっと今いろいろ参議院選もありましていつに

なるかわかりませんけれども、それだけやっぱり愛郷心がありまして、何とかでき

ないかということで親身になって考えておりました。 
 それが実現できれば、沖縄沖永良部間の飛行機があれば、もっともっとお客さん

がふえると思うんです。永良部のマンゴーとかいろんな特産品がありますので、そ

れも空路で運べると思いますので、より鮮度の高い特産品が本土に輸送されると思

います。 
 ぜひともこの航路は必要だと思いますが、副町長、どうですか。 

○副町長（宗岡与名彦君） 

 お答えします。 

 先ほど遠山代議士がいらっしゃったときも皆さんの前で陳情しましたけれども、

あれからなかなか前に話が進まないので、代議士さんにももうちょっと我々の要望

を聞いて、もっと沖縄の琉球エアーコミューターさんにも話を届けてくださいとお

願いしたところなんですが、どうも先ほどの町長の答弁にもあったとおり、沖縄県

と航空会社との何か兼ね合いがありまして、補助事業で導入したということでなか

なか前に話が進まないんです。そのあたりは再度我々も研究して、何とか沖縄県と

代議士の皆さんの力を受けて要望していきたいと思っておるところです。 

 以上です。 

○８番（松元道芳君） 

 宗岡副町長も同席していましたので、やはりこの沖永良部の悲願でもあると思い

ます。これが開設することによりまして観光客はどっとふえます。そして、今ダイ

ビング、ケイビング、この永良部島はスポットになっておりますので、客は間違い

なくふえると思います。あとＬＣＣがありますので、沖縄までは全国から安い航空

運賃で来ますよね。２，０００円から１万５，０００円ぐらいいろいろ幅はありま

すけれども、この効果はかなり大きいと思います。 

 先ほども私が述べたように、第一航空が廃止になったのは、利用客が少なかった

んですね。あのときはＬＣＣがなかった。そのせいで利用客が少ない。鹿児島回り

のほうが時間的にも日程的にも早かったということで、利用されておりませんでし

た。あのときと現在とは違いますので、再度この永良部のためにも、ぜひともまち

としても力を入れていっていただきたいと思います。 

 沖縄の航空会社、鹿児島、地元の国会議員、そして県会議員がご案内しますので、

ひとつそのときは一緒に一丸となってこの永良部の思いを伝えて、必ずや沖縄永良

部の航空路を開設するように要請して終わります。 
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 それでは、２番目にまいります。ピロリ菌除菌に対する町の助成についてであり

ます。 

 これは、前は、保健福祉課長おられますけれども、これまで保険が適用されてお

りませんでした。調べによりますと、２０１１年死亡、胃がんが一番多かったです。

そして２番目が大腸がん、３番めが肺がんです。それで、保険が適用された後の

２０１４年、これが全く逆転します。肺がんが１番になっていまして、２番目が大

腸がん、そして胃がんになっております。やはりこれはピロリ菌の除菌の結果じゃ

ないかと思いますけれども、課長、どうですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 確かに議員おっしゃるとおりに、２０１３年２月２１日からピロリ菌除菌がある

条件のもとで保険適用となっております。その条件といいますのが、内視鏡検査に

よって慢性胃炎であると確定診断された者については保険適用となっております。 

 今のところ、私どもが把握した中でピロリ菌の除菌による胃がんの低下、減少と

いうところは、まだ私どもはそういう要因についてはつかんでおりません。 

○８番（松元道芳君） 

 全国的には結果が出ておりますが、本町では厚生連でも入っていますよね、ピロ

リ菌の検査は。今何名ぐらい受けていますか。２７年度でよろしいです。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 町長の答弁がございましたとおり、がん検診として市町村が行う対策型のがん検

診としてピロリ菌検査は今のところ行っておりません。これは国のほうの指針に基

づいて行っておりますので。 

 胃がんに対するリスク対策として、これは食事、塩辛いものを多く摂取すると胃

がんになりやすいとか、あと喫煙、これも喫煙を常習している方は胃がんになりや

すいと、そういうリスク対策ということで、今厚生連検査の中で厚生連病院のほう

が任意に３，２４０円でピロリ菌がいるかどうかの検査を行っています。ですから、

私どもは何人受けたか、これはちょっと胃がん検診の範疇ではなかったものですか

ら、何人受けたかは確認されておりません。 

○８番（松元道芳君） 

 後でいいですが確認お願いできますか。ちなみに、隣町で去年の２７年度、

１６１名が受診されております。この辺把握して、後でよろしいですが、しっかり

した数字を教えてください。 

 聞くところによりますと、これ厚生連の申込用紙です。きょう持ってきましたけ

れども、この中に、お勧めしたい方、ピロリ菌の感染を調べたい方、これがあるん
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ですけれども、これを受診された方はまだいないということですか、本町では。去

年いないですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ピロリ菌のリスク検査を受診された方はいらっしゃるとは思いますが、このがん

検診という目的からの数値的な把握はしておりません。 

○８番（松元道芳君） 

 これ、もうちゃんとピロリ菌は胃がんになる可能性があるということで本も出て

います。証明もされていますが、これをもうちょっと重く見てほしいですね。やは

りがんを早期発見、早期治療すると、もちろん本人の医療費は変わりませんけれど

も、苦しみますけれども、町としても保険料が安くなりますよね、その分。全部手

出しは町ですので、その辺加味した場合に、やはりもしピロリ菌の検査を受ける場

合には進んで助成すべきだと思いますが。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 これは国保のお話なんですが、平成２７年１月から６月にかけて国保の被保険者

が除菌を行った数をレセプトから確認したところ、２６名いらっしゃいました。こ

れは、人間ドック等でピロリ菌がいるよと除菌を勧められた方やら、胃潰瘍、十二

指腸潰瘍、それから慢性胃炎等の症状を持って病院に行かれた方が内視鏡検査等で

ピロリ菌の存在を確認して除菌を行ったとか、いろいろタイプはあるんですが、

２６名ほど除菌した方が半年でおられます。 

 ピロリ菌除菌が今がん検診の中に取り入れられていない一つの原因が、ピロリ菌

を除菌したからといってがんにならないという、１００％ならないということはな

いそうです。といいますのも、ピロリ菌がいるので胃の粘膜やらが侵されて胃が弱

くなっている、それから胃が収縮すると、そのことによって細胞が傷つけられてが

んが発生するというところは、学術的にも、議員おっしゃるとおり認められていま

すが、既にピロリ菌が存在していて胃が荒れている方は、ピロリ菌を除菌したとし

てもがんにかかるリスクは持っていらっしゃると、ということで私どもはがん検診

を勧めております。 

○８番（松元道芳君） 

 それは一例だと思います。ほとんどがリスクが低くなると思います。もう証明さ

れていますので。やはり、先ほども私が述べたように死亡数ですよね。このピロリ

菌の除菌がなされてから変わったんです。これはもう言わなくてもこのピロリ菌除

菌の結果だと思うんです。以前は胃、大腸がん、肺がん、その後の保険適用から肺

がん、大腸がん、胃がんですよね。これもう課長、証明されているんじゃないです
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か、全国的にも。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 それは確かにそうだと思います。 

 先ほども町長から答弁がありましたとおり、町としては、胃がんのがん検診とし

てではなく胃がんのリスク対策として、ほかのまち等の事例も参考にしながら助成

ができないか検討させていただきたいと、こういうことでございます。 

○８番（松元道芳君） 

 ぜひ進めて、できたら助成金を少しでも手助けしてください。このことによって

やはり、先ほども言いましたけれども早期発見、早期治療ですので。それだけ本人

も負担が軽くなる、そして、町としても保険福祉課の医療費が下がりますので、ぜ

ひこれは実行していただきたいと思います。 

 次に入ります。 

 ３番目、ふるさと納税についてでございます。 

 町長の答弁を聞きましたけれども、企画振興課長、担当ですのでぜひ。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 今、企画課長ということですけれども、答弁は町長と同じでございます。また具

体的な質問をしていただければお答えいたします。 

○８番（松元道芳君） 

 何かいい案ないかと思ってちょっと質問したんですけれども。一緒ということで

すので、もうしようがないですね。 

 私ども議員は、５月に所管事務調査で宮崎県に行ってまいりました。高千穂、椎

葉村、綾町に行ってまいりました。本当に議会の研修のついでに行っています。や

はり少しでも旅費を削減しようと思って、七、八年前からそうしております。 

 今回、特に綾町というところが目にとまりました。この綾町というまち、皆さん

ご存じだと思いますがちょっとだけ紹介しましょう。実は、綾町はふるさと納税の

前に人口の減らないまちなんですよね。人口を見ると、平成２２年７，２２４名、

そして２７年９月１日、７，２８７名、そして昭和５５年、後に戻りますが

７，２６１名、全く減らない綾町なんです。 

 なぜこの町は潤っているのか。やはりそれは一つはふるさと納税にあると思いま

す。ここにふるさと納税の冊子があります。これに１万円以上納税した方、そして

２万円以上納税した方、全部載っています。選べるんですね、どれにするか。まず

見てみますと、１万円を納税しますと何がもらえるか、Ａコースで１つ選択、特産

品、宮崎牛ステーキ、焼肉用、綾ぶどう豚、完熟マンゴー、日向夏の種なし、種あ
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り、そういうもので、スイートスプリングとか綾産米、綾ワイン、焼き菓子、日向

ドリンク、ケーキセット、このようにたくさんの返礼品があります。これはこれで

いいとしまして、やはり知名町も特産品がたくさんありますので、金額に見合った

返礼品をしたらどうかと思いますけれども、いかがですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 知名町では平成２０年度からふるさと納税が始まりまして、現在３，０００円相

当の返礼品としてお返ししております。 

 町長答弁でありましたように、全国で過熱気味でありまして、総務大臣からちょ

っと換金性のある、要するに商品券を送ったりしてそれがインターネットで転売さ

れたりして、そういうふうなふるさと納税の趣旨を害するような商品は極力控えて

くださいと、そして競争心をあおるような募集はしないでくださいという通知が来

ております。しかし、常識の範囲内でやはり募集をしないと、知名町のほうも財源

的に苦しいときもありますので、やはり自主財源の確保という意味ではこのふるさ

と納税は大いに活用しなきゃいけないと思っています。 

 昨年度から商工会のほうで特産品等も開発されております。例えば宗屋のさとう

きび酢ですとか、原田酒造のコーヒーリキュールとか、よっちゃんの島桑焼きドー

ナツとか、美屋ストアーのイセエビみそ漬けとか、そういうのが開発されています

ので、返礼品として、鮮度とかいろんなのに耐えられるのか等を勘案しながら、今

回商品の開発は行っていきたいと思っています。それで返礼品をふやし、知名町フ

ァンをふやして、ふるさと納税を全国から集められるような仕組みを考えていきた

いと思います。 

 以上です。 

○８番（松元道芳君） 

 自主財源をふやすためにはどうしたらいいかです。現状のままではやはりふえな

いと思います。 

 知名町の場合、昨年度２６年度１００万円増の４４０万円、これはふるさと納税

でありますが、この綾町を見てみると、平成２０年度３１３万９，０００円、とこ

ろが、昨年２７年度は幾らになっていると思いますか。約４００倍です、１３億

７，９３１万４８３円。４００倍にふえているんです。このことによってどうなる

か。これはやっぱりまちの経済がよくなると思うんですよ。 

 知名町の力入れている桑茶、農林課長、今、桑茶はどんなですか。在庫はどれく

らいありますか、桑茶の在庫。 

○農林課長（上村隆一郎君） 
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 桑茶につきましては、今、販売促進ということで販売拡大に努めているところで

すけれども、注文を見込みまして、ある程度随時商品をつくっている状況です。 

○８番（松元道芳君） 

 この知名町の特産品を紹介するためにも、これは返礼品として一番いいと思うん

です。やはり物が動かなければまちがよくならない。今回の農産物の豊作はすごく

この永良部にとって朗報でありまして、皆さん、去年、おととしより皆顔色がいい

です。誰を見ても喜んでいます。笑っていますよね。こんなにやはり経済がよくな

ると顔色まで変わりますので、ぜひとも知名町の桑を特に利用して返礼品にしたら

いいと思うんですが、やはり物が動かなければ金は動かない。物が売れたことによ

って特産品の製造者はもっと潤いが出ると、それはまた町の税金としても返ってき

ますので、ぜひとも活性化に努めていっていただきたいと思います。 

 綾町は大体、返礼品は納税額の７割かしら、７割はちょっと大き過ぎているので、

せめて半分ぐらいはぜひとも前向きに検討していっていただきたいと思います。今

のままでは、やはり知名町の場合は４４０万円、かなりの差がありますので、人口

も綾町は７，２００人です。知名町は６，３００人、１，０００人しか違わないの

に、このふるさと納税の金額が余りにも違い過ぎるということで、私はちょっとび

っくりしました。何とかまちのためにもこのふるさと納税を有効に活用して、返礼

品をもっとふやしていっていただきたいと思っています。これはもう要請で終わり

ますけれども。 

 それでは、次にまいります。 

 ４番目、大山総合グラウンドの近隣への野球場整備について再度お伺いします、

教育長。 

 このグラウンドができたことによって相乗効果はあると思いますが、いかがです

か。 

○教育長（豊島実文君） 

 確かに野球場ができれば便利であり、利用者もふえるというようなことが考えら

れますけれども、本町も少子高齢化が進んでいる中で、これからも少子高齢化は進

んでいくものと思われます。そういう中で、新しい施設をつくるというよりかも現

在ある施設を活用するということも大切ではないかと、こう思います。例えば、各

学校にはナイター施設がありますので、そういうのも活用するという考えも大切で

はないかと、こう思っております。 

○８番（松元道芳君） 

 それでは生涯学習課長、今、町内に合宿に来ている団体とか、ありますか。 
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○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 松元議員の質問にお答えします。 

 現在、確実な数字はつかんでおりませんが、島外から来て大会をするとか、お互

いに交流試合をするというようなものはありますが、合宿で来られているというの

は余り聞いたことがありません。 

○８番（松元道芳君） 

 聞いていませんよね。 

 これも綾町の例ですけれども、スポーツランド綾、スポーツ施設の整備を行って

おります。陸上競技場、平成３年、旭化成陸上部が合宿しております。そして、錦

原サッカー場は野球場の整備、平成５年から平成７年、てるはドーム、これバレー

コート８面できます。そして人工芝サッカーもあります。このスポーツランドを利

用するために年間３５１団体が綾町を訪れています。 

 延べ２，７００人の実績、これ、合宿に来て泊まっているわけですよね。あとＪ

リーグ、ガンバ大阪、川崎フロンターレ、ヴァンフォーレ甲府かな、こういう団体

が来ていますが、この知名町では聞いたことないですね、こういう合宿に来たのが、

はい。何とか考えないですか、いい考えは。課長。 

○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 お答えします。 

 本当に今、知名町がなかなか、大型店舗などが入ってきて、本町の商業に対して

松元議員が取り組んでいる姿に私も敬意を表したいと思います。 

 その改善策として野球場をというような話でありますが、現在の知名町の財政を

考えますと、現在では当グラウンドの年間使用料の収入というのは、大体１０万円

程度です。その面から考えても、大変維持管理も重く財政にのしかかっておりまし

て、大変な状況であります。一方、住民サービスの面で考えますと、今のところ、

町内の利用に関しては十分に満たしていると考えております。 

 まちおこしの一環としてということで松元議員はお考えだと思いますが、この件

について、今本当にこの状況の中で多額のお金をかけて新しい野球場をということ

に住民のコンセンサスを得ることができるのかと、まだ不安なところでございます。

しかし、また知名町が再生し、もっとよくなって、そしていいゆとりのある時代が

来たら、後進の方にこのことをぜひ実現に向けて、お願いしたいと思っております。 

 以上です。 

○８番（松元道芳君） 

 ぜひ前向きに進めていっていただきたいと思います。 
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 やはりグラウンドができることによりまして、町内外のいろんな競技がスムーズ

にいきます。そして盛り上がるんです。やっぱり外からお客さんとかスポーツ青年

団が来てくれないとこの永良部にお金が落ちない、そういう経済効果もありますの

で、ぜひ前向きに捉えて進めていっていただきたいと思います。 

 それでは、５番目にまいります。 

 町内の観光案内板の増設についてでありますが、これは私が観光客から聞いた話

です。まず、日本一の昇竜洞に行こうと思ったときに、小米から新城線に向かって

走りました。昇竜洞の看板がどこにあるかわからないということで、大山まで上っ

てからまたおりたそうです。その辺は課長、どうでしょうか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 適宜、看板はあるんですけれども、やはり沖永良部に初めて訪れる観光客とか、

そういう方はやっぱりなかなか地理に詳しくないので、やはり詳しい看板があった

ほうが確かに親切だと思います。 

 私たちも観光案内所のほかに、いろんな町の施設の案内板がわからないと。例え

ば総合グラウンドに、どこかの奄美郡とかが大会に来たときに探しづらかったねと

か、そういう観光案内板を含めてそういうことがありまして、必要な箇所には最低

限設置はしていきたいとは考えていますけれども、観光案内板につきましては、両

町でやったほうが効率的だと思いますので、観光協会と協議しながら進めていきた

いと思います。 

○８番（松元道芳君） 

 私もきのうその線を上ってみました。小米から大山に行く途中、ハチマキ線があ

りますよね、その左側に確かに矢印がありました。でも隠れて見えない。これはや

っぱり観光客わからんなと思いました。それは和泊企画課、知名は企画振興課、観

光協会とタイアップしてやっていきたいと思っておりますけれども、今私が考える

のは、あれを主な、昇竜洞とか田皆岬、観光の文字だけじゃなくてイラストを入れ

たらいいと思うんです、イラスト。そうすると、絵を描いていると見るんです。た

だ字だけではほとんどの方は見ない。車はみんなカーナビがついたらいいんですけ

れども、まだまだカーナビがついていないのが現状ですので、その辺どうですか、

私の提案ですけれども。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 観光案内板を設置するに当たりましては、今、議員ご指摘のありましたようにデ

ザインも考慮して、ただ文字だけでやるのではなくデザインも考慮し、今後国立公

園、世界自然遺産もありますので、最低限度の外国表記ですか、英語版もしたほう
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がと思っておりますけれども、財政、そして観光協会と調整して、いい案内板がで

きたらと思います。 

○８番（松元道芳君） 

 それでは、知恵を絞って一緒にやっていきましょう。 

 それでは、終わりに、今期第２回定例議会で最後になりますが、平安町長初め教

育長、副町長、総務課長、所管課長、職員の皆様方には深いご理解をいただき、知

名町のキャラクター、ちなボーを初め、多くの実績を残させていただきました。こ

の議場で心から御礼申し上げ、今後は本生で地域社会のためにいろんな形で恩返し

をしてまいる所存でございます。 

 それでは最後に、知名町の限りない発展をご期待申し上げ、私からのお礼とさせ

ていただきます。４期１６年間、大変お世話になりありがとうございました。 

○議長（今井吉男君） 

 保健福祉課長から先ほどの松元議員に対する答弁がありますので。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ピロリ菌の検査を受けた方、平成２７年度２１５名です。 

○議長（今井吉男君） 

 これで松元道芳君の一般質問を終わります。 

 次に、西田治利君の発言を許可します。 

○１０番（西田治利君） 

 おはようございます。多くの皆さんの傍聴、誠にありがとうございます。 

 議席番号１０番、西田治利が大きな課題３点について質問をいたします。 

 大きな１番、歴史博物館構想について。 

 現在、中央公民館に歴史資料室として保存、展示されていますが、多くの物品が

積み上げられたままで、その役割が果たされておらず、資料室の狭さもあり、訪れ

る人もほとんどいない状況です。そこで、将来あくであろう保育所、幼稚園の教室

を再整備して、名称も歴史博物館として活用し、多くの来場者を迎えられるように

提案いたしますが、町長の所見を伺います。 

 大きな２番、高齢者福祉について。 

 高齢者福祉調査表などによれば、６５歳以上高齢化率は３２．６％で、地域によ

っては５０％を超している集落もあり、運営の難しさや認知症への見守り体制はど

うあればよいのか。ひとり暮らし世帯への地域の支援などさまざまな方策がなされ

ていますが、一方では、下流老人とか貧困の差などと目にしたくない文字もあり、

急速に進む高齢化へ施策の充実はなされているのか。町として取り組みの成果を伺
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います。 

 大きな３番、町主体の年間行事について。 

 行事によっては見直し、改正してもよい種目もあるのではないか。例えば、旅行

者や島外者も参加させて、再度島を訪れてもらう手段などがあると思うが、町とし

ての考えを伺います。 

 以上です。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまの西田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１番目ですが、教育委員会所管事項にもなりますが、総合的な判断で私の

ほうからお答えをいたしたいと思います。 

 本町は歴史的文化財や伝統芸能を数多く有し、これらは地域住民の地元に対する

愛着心や誇り、自信を支える大きな根幹をなすものであります。その活用を活性化

するとともに、未来へ伝承するための保存についても取り組まなければならないと

考えているところであります。 

 また、平成２６年３月に奄美市在住で本町出身の、さきに亡くなられましたが、

弓削政己氏からのご厚意により、約１万点に及ぶ郷土研究あるいは民俗関係の多く

の所蔵する文献史料等を本町に全て寄贈するという申し出があり、現在まで多くの

その文献史料が到着をしているところであります。 

 さきの７０周年の記念事業の中で、建設年度は具体的にまだ検討しておりません

が、今申し上げた弓削政己氏の数多き貴重な文献を単に置くだけじゃいけないわけ

ですので、それを広く活用しなきゃならんし、またその文献の中には国際的にも貴

重な資料があるわけですが、それを保管し、あるいは一般に公開する、開花する施

設を整備しなきゃいけないというような、名称はともかく弓削氏の思いをつなぐ施

設を７０周年の事業の中で基本構想として検討してまいりたいと。 

 その中で、今、議員ご指摘の歴史博物館等も含めた構想をすべきだなと。単に弓

削先生だけの資料の施設じゃなくて、今を含めた形の歴史博物館的なものができな

いのか、それを、今申し上げた７０周年の記念事業の一環として検討委員会を立ち

上げるように、今準備を進めているところであります。 

 議員ご指摘のように中央公民館の一室に展示をしてございますが、空調関係の問

題もあるし、またスペース的な問題もあるので、いずれにしても、議員のご指摘の

ような形でその展示をし、地域の住民あるいは子供たちに過去を知る生きた教材等

として活用するのが最も重要なことだというふうには思っておりますので、その今

申し上げた一連の流れの中でご指摘の歴史館的な構想を進めていきたいというふう
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に思いますし、関連ですが、役場の新庁舎についても、さきの熊本地震等から考え

ますと、新庁舎の建設構想も検討しないといけないわけですので、それらいろいろ

総合的な判断の中で、今ご指摘の件についても検討させていただきたいというふう

に思っているところです。 

 大きな２番です。 

 本町の高齢化率が平成２１年度に３０％を超えてから、平成２７年度にはご指摘

の３２．６％となっております。このままの状況で推移しますと、平成４２年度に

４０％を超えるんではないかなという、地方創生の人口ビジョンで推計をしている

ところであります。 

 これまでに知名町高齢者福祉計画第１期から第５期の介護保険事業計画において、

高齢者の福祉対策を実施してきたところであります。国においても、急速に進む少

子高齢化社会に対応する施策を政策の重要課題と位置づけ、高齢者が尊厳を保ちな

がら暮らし続けることができる社会づくりのため、さまざまな施策を展開しており、

健康寿命の延伸を目指しているところであります。 
 このような状況のもとで、本町では平成２７年３月に知名町高齢者保健福祉計

画・第６期介護保険事業計画を策定し、いつまでも住みなれた地域で暮らし続けら

れるまちづくりを目指して、現在、その第６期の介護保険事業計画の中で実施して

いるところであります。 
 この中で、高齢者を地域で支え合うための支援として、ボランティア、ＮＰＯ、

民間企業、社会福祉法人等の多様な事業主体による重層的な生活支援サービスの提

供が図られるよう、地域資源等を活用したサービス体系の構築を現在推進している

ところであります。 
 また、認知症施策の推進のための相談窓口の充実、医療機関や保健所、サービス

事業所との連携体制の強化も図ってまいります。さらに、認知症についての理解の

促進を図るための認知症サポーターの養成や、認知症による生活機能障害の程度と

その程度に応じた支援の内容を記した知名町認知症ケアパスの周知による認知症の

人とその家族の負担の軽減と不安の解消に努めてまいりたいと思います。 
 一方、人口減少、少子高齢化を初めとする介護、子育てなどのさまざまな課題解

決のために、従来の公的サービスのみの対応では非常に困難を来していることから、

本町の福祉のあるべき姿について、現状を踏まえ、行政と町民みずからが知恵を出

し合い福祉の向上を目指し、それぞれが福祉活動の担い手として参画できるように

知名町地域福祉計画・知名町地域福祉活動計画を策定し、行政、町民、事業者の各

主体が連携、協働して取り組むべき方策を示したいと考えております。 



― 91 ― 

 高齢者を取り巻くさまざまな課題を解決するためには、高齢者福祉施策の計画・

実践・評価・改善のＰＤＣＡサイクルを回し続けることが肝要だと認識しておりま

す。今後ともこのことを踏まえながら切れ目のない施策の推進を図ってまいりたい

と、かように考えております。 
 大きな３番目です。 

 本町においては、年間を通じ、数多くのイベントを開催しております。旅行者や

島外の皆さんが参加しているイベントについては、主にふるさと夏まつりや海開き

などではないかなと考えられます。他のイベントについても参加要件の制限はあり

ませんので、町内外の多くの皆さんが各種イベントに参加することができるように、

まちの活性化にもつながりますので、情報の発信を積極的に行い、そうしたご指摘

の件についても交流の拡大を図れるよう取り組んでまいりたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○１０番（西田治利君） 

 それでは、改めまして順を追って再質問をさせていただきます。 

 質問１についてですけれども、この歴史博物館構想について、町長の思いは今伺

いましたけれども、先ほどからもありますけれども、去る５月に私どもは宮崎県の

椎葉村に所管事務調査で訪れましたが、民俗芸能博物館を見せてもらいました。立

派な施設で、ツアーガイドつきで神話の里らしく、すばらしかったです。料金、大

人４３０円支払っての入館でしたが、価値はあったものと思っております。 

 我が町にもさまざまな分野で誇れる施設が多くあることを痛切に感じています。

どう受けとめますか。これの主管課長は生涯学習ですかね。どう思っておられます

か。 

○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 西田議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 この件について、平成１３年１月１日、本町は教育・文化の町宣言をいたしまし

た。以来、生涯学習課といたしましてもこの宣言を尊重し、継続して文化財の保護、

活用に、そして地域伝統芸能の復活と継承、発展、新しい文化の創造を推進してい

るところです。 

 議員ご提案の歴史博物館構想でありますが、これとまた併用して大正琴とか手芸

などの文化サークル活動も取り入れたり、やっこや三味線などの伝承芸能等の活動

の拠点としても利用できるような歴史博物館構想なども考えられると、構想はして

おります。 
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 しかし、いずれにしてもかなりの費用を要する事業となりますので、町長の答弁

にもありましたとおり、７０周年事業計画や第５次知名町総合振興計画、あるいは

新庁舎の建設計画の中で真剣に、慎重に取り組んでいく必要があるのではないかと

考えております。 

 また、それまでの保管のあり方については、町長の答弁にもありましたが、現施

設の空調問題や管理体制について、担当職員を通じて専門家の意見などを参考にし

ながら十分に配慮してまいりたいと今は考えているところです。 

○１０番（西田治利君） 

 今、答弁をいろいろ聞いておりますけれども、平成２６年９月議会で町史の第

２号の編さんを一般質問で出したことがあります。提案をしてありますが、町長の

答弁では、先ほどもありましたが、７０周年記念事業に合わせて立ち上げますとい

うことの答弁だったと思います。 

 町史は文書で時代を検証し、歴史を編さんされますが、博物館は物を展示してそ

の時代の生活環境などを物語りますので、町史編さんとこの博物館構想は同時並行

して実施すべきと考えますが、いかがですか。町長、どうですか。 

○町長（平安正盛君） 

 今、議員のご指摘のとおり、今回町制７０周年記念の実行委員会の立ち上げの段

階に、私のほうから今回の記念事業の全てを進めるに当たっての基本方針を示した

ところです。全部申し上げるわけにいきませんが、その中に大きな課題として、今

１つ目が新庁舎をどうするかと、庁舎の建てかえをどうするかというのが１つ目。

それから２つ目に、今ご指摘の町史編さんをどうするかと、検討する。それから

３つ目に今の歴史博物館含めた弓削政己氏の史料の施設をどうするかと、その３つ

を大きなテーマとして掲げました。 

 この今申し上げた３つについては、いつするということではなくて、この７０周

年を機に検討をスタートさせようということで、それぞれ既に実行委員会そのもの

を立ち上げていますけれども、今申し上げた新庁舎、それから博物館、それから町

史編さん等については、早い時期に、それぞれの分野が違いますので、関係者で集

まっていただきまして検討委員会、いわゆる構想を練る検討委員会を立ち上げて進

めて、最終的に、例えばその段階で、もちろん規模の問題もあるし、事業費の、要

するに財源の問題等もございますので、そこらも含めてそれがある程度めどがつい

た時点で、じゃ、何年度に幾らの財源というような手順を踏んで検討を進めていき

たいというふうに思っています。 

○１０番（西田治利君） 



― 93 ― 

 ぜひ実現へ向けて早い時期にお願いをしたいというふうに思っております。 

 そのほかに、中央公民館のホール２階、かご類やら箱類やらがもう多く積み重ね

られておりますけれども、７月に参議院選挙や県知事選挙、そして８月には町議の

選挙など続きますけれども、あそこは開票時において開票速報を見る方たちが大勢

押しかけてこられると予想されますが、あそこどうされますか。 

○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 お答えしたいと思います。 

 ただいま埋蔵文化関係の資料あるいは調査のためのいろんなものがたくさん置か

れている状況にあります。埋蔵文化財の保管場所が、適切な場所が確保できずにそ

のまま公民館施設の２階を利用させてもらっている状況です。 

 担当職員に対しましては、常に整理整頓を心がけるように注意はしておるのです

が、何しろ出したり並べたりで、研究の段階で散らばるというような状況でありま

す。今後、また職員に強く申しまして整理整頓を心がけ、選挙等でもし使う場合に

備えて、早目に対応して整理をさせたいと考えております。 

○１０番（西田治利君） 

 ぜひ片づけるようにお願いをしておきます。 

 それから、今、考古学の先生方や歴史研究の専門の方々による発掘や活動はされ

ておりませんか。どうなっているでしょうか。何か目新しい発見やニュースなどが

あったら教えてください。 

○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 お答えします。 

 現在、目新しいということでは発掘はされておりませんが、今、住吉貝塚等の遺

品等について調査を進めており、間もなくそういったものが完了を迎える時期に来

ておるという状況です。 

○１０番（西田治利君） 

 お願いをしておきます。 

 新しく博物館が建て直ってくるまではそれぞれ時間がかかるだろうと思いますの

で、あそこに今、横張りになっている、資料室という小さな看板だけ張りつけてあ

るみたいですけれども、もう少しやはり目立つような看板も立てていいんじゃない

かというふうに思われます。見てからひとつ解決してください。 

 次に行きたいと思います。 

 大きな質問２、高齢者福祉についてですけれども、先ほど来ありますように、高

齢者福祉調査表によると、高齢化率５０％を超える集落やそれに近い集落もありま
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す。集落運営に支障は来していませんでしょうか。また、将来においては、集落合

併の必要性なども考えられますが、いかがですか。総務課長、どうですか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 全国の過疎地域においては、今、議員からご指摘のあっただんだん集落の人口が

少なくなって、また世帯数も減ってきて、どう維持していくのかというのが大きな

課題となっております。 

 本町においても、小さな集落といいましょうか、人口、世帯が減っている集落も

ございますが、今のところそれぞれの集落で集落の自治活動ができております。喫

緊の課題ではございませんが、将来的にはそのような課題があろうかと思いますの

で、そのような対策は早目にとっていけるような、また役場の体制はとっていきた

いと思います。 

○１０番（西田治利君） 

 早目の施策等が必要になってくるんじゃないかというふうに思われます。 

 それから、この高齢者等福祉調査表によると、認知症の数値が、特に我が瀬利覚

字なんですけれども、飛び抜けて１３名もおられるということなんですが、これは

やはりどのような調査、審査、あるいは判定などが行われているのか、少し教えて

ください。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 この高齢者福祉調査表の老人人口以下のところ、寝たきり老人、認知症、６５歳

以上のひとり暮らしの世帯等については、民生委員のご協力をいただいて調査して

おります。認知症につきましては、この数字はかなり低く出ていると私どもは認識

しております。民生委員の方が日ごろからおつき合いしている中で、この方は認知

症の疑いがあると民生委員の方が認めていらっしゃる方を上げてきてもらっている

と認識しております。 

 ちなみに、介護保険の関係で自立度合いというのがあるんですが、それで調べた

結果なんですが、大体知名町には２８０名程度いらっしゃるんじゃないかと。高齢

者の数が２，０００名程度ですので、６５歳以上が。そうしますと７人に１人、全

国の平均と同じような数値になるのではないかと、そう認識しております。 

 あくまでも高齢者福祉調査表については、民生委員の方に依頼した数字がここに

載っているということでご理解いただきたいと思います。 

○１０番（西田治利君） 

 その認知症たる方たちの行動というんでしょうか、まず一番目立つのはどういっ

た行動によって認知症と認められるのか、我々一般健常者にとって、あ、この方は
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認知症なのだなと見分けるためにはどういった行動が重立って見られるのか、そこ

ら辺はどうですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 認知症、２つの視点からの見方があるようですが、１つはもう誰が見てもわかる

ような物忘れがあるとかそういうところだそうです。あとは、日常生活の自立度と

いうのがあるそうですけれども、ちょっと私も難しくてなかなかこれをご説明する

のは結構難しいです。 

○１０番（西田治利君） 

 わかりました。余り多く質問すると、何とか自分に当たってきそうな感じがする 

ので。 

 それから、ついでと言ったらあれですけれども、老人福祉センターがせんだって

指定管理者制度に移り変わりましたよね、社協のほうへ。そのときの資料によると、

その利用料ですけれども、半日で幾ら、１日で幾らと区切られているようですけれ

ども、あれはやっぱりあのような形がいいのか。時間制で、老連の例えば理事会な

どがあるときは、朝９時から始まれば１時間程度で済んでいるそうですけれども、

それでも半日の料金なのかということ。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 老人福祉センターは社協に委託しておりますが、すみません、ちょっと中身につ

いて資料がございませんので、後もってご説明させていただきます。 

○１０番（西田治利君） 

 それまでにもう一つ、平成２６年９月議会において、手話通訳養成を一般質問と

して出してありますけれども、その後の現状については、手話通訳の問題はどうな

っているでしょうか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 手話通訳もしくは要約筆記については、聴覚障害者のコミュニケーションを図る

ために登録制度にして町が登録して必要に応じて派遣しなさいということが定めら

れております。 

 議員から質問が２６年９月定例議会でありまして、その後、そういう要請とか登

録制度に持っていくということをお答えしてありますが、現在１８人程度聴覚の障

害を持っていらっしゃる方がいるんですが、その中で手話を理解できる方が２名程

度ということなものですから、私どもが手話を話せる側とあと今度は受ける側、両

方をあわせて今後育成していかなきゃいけないなということで、いろいろ厳しいと

ころもありまして、まだ具体的な構想は至っておりませんが、でもこれは一人でも
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そういう方がいらっしゃれば当然行うべきサービスでございますので、社協ともい

ろいろ協力して何とか手話をできる方、要約筆記をできる方を育成していきたいと

考えております。 

○１０番（西田治利君） 

 せんだっての新聞紙上のニュースを見れば、手話通訳養成は法制化されるように

国へ要望があるということを聞いておりますので、ぜひ前に進めていただきたいと

いうふうに思います。 

 これも先日の新聞紙上に、日本の高齢者は諸外国に比べて友達づき合いが少ない

など、内閣府の意識調査によれば、「親しい友人がいない」や「病気のときに助け

合う割合が少ない」、「老後の備えを５０代まで何もしていない」が多く、現在の

貯蓄や資産では足りないと答えた人が多く、内閣府は壮年期から老後を見据えた準

備が重要とあります。 

 本町においての高齢者への意識調査やアンケートなど、行ったことはありません

ですか。高齢者の現況はどのように捉えておられますか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ただいま議員おっしゃったとおりで、高齢者を取り巻く環境が厳しいと、そうい

うことでございまして、ことし、高齢者と地域の関係について、地域の中に入って

いって、座談会とか開いてその地域の問題点を酌み取りまして、最終的に知名町福

祉計画、それから福祉計画に基づいた社協を中心とした福祉活動の計画をつくって

まいりたいということで予算計上してありますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○１０番（西田治利君） 

 ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、電動車の件をちょっと聞いてみたいと思います。 

 高齢者や身体障害者の移動手段として活用されている電動車が多く走行していま

すが、ときには信号無視や違反走行があり、危険を感じることがあります。行政と

して台数などは把握されているでしょうか。そして、地域ごとにでも集まってもら

って、走行中の注意や指導などを、またはチラシの配布など安全走行を促す必要が

あるのではないかと考えられますが、いかがですか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 電動車の台数の把握については、こちらで把握いたしておりませんが、今、議員

からご指摘のあった安全運転といいましょうか、道路を通行、通っているときにル

ールの徹底がなされていないというようなこと等もありましたので、この件につい
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て、また警察、また福祉関係の部署と連携をとりながらやっていきたいと考えま

す。 

○１０番（西田治利君） 

 ぜひ検討されて実現してもらうようにお願いをしたいと思います。 

 それから、次に、高齢者福祉計画書、課長、持っておられますか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（西田治利君） 

 それの４１ページに、地域見守りネットワーク支援事業については、民生委員の

みに頼らず、地域に組織があるのかどうか、どのような活動がなされておるのか、

ひとつ教えてください。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 詳細な数字はわかりませんが、地域見守りネットワークの活動の主体は、老人ク

ラブ、民生委員、それから婦人会などなどがあるようです。 

○１０番（西田治利君） 

 この中に、じゃ、含まれているのが福祉部という皆さんでしょうかね。前は福祉

ネットワーク推進協議会というのがあって、年に数回地域ごとに集まって情報を交

換していたということは聞いておりますけれども、現在はそのような組織はあるん

でしょうね。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 地域の福祉部につきましては、社協が強力に進めておりまして、今、何集落かそ

の組織化ができているということを聞いております。 

 見守りネットワークにつきましては、先ほど言いました老人クラブやら、あと組

長さん等が用事のついでに行って確認をするという、そういうのでございますので。

それを取りまとめて地域福祉部でいろいろ協議をしていただいて、またいろんな施

策につなげるという、そういうところが大事ではないかと思います。地域福祉部に

ついて、各集落に設置していただけるよう、私どももお願いしたいところでござい

ます。 

○１０番（西田治利君） 

 ぜひ進めていただきたいと思います。特にひとり暮らし老人がふえている現状の

ようでありますので、こういった組織が大事じゃないかなというふうに思われます。 

 その次のページも、生活支援コーディネーターの配置についても地域に配置され

活動されているんでしょうか。ちょっと説明をお願いします。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 
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 生活支援コーディネーターにつきまして、今年度、その養成講座を職員に受けて

いただいて、コーディネーターを配置する予定としております。 

○１０番（西田治利君） 

 ありがとうございます。 

 次に行きたいと思います。 

 大きな３番、町主体の年間行事について。 

 一つには、毎年行われている大山周辺での植樹祭ですけれども、沖泊での浜の清

掃作業とで行事を１日で終わらせておりますけれども、当日は大山周辺にせっかく

集まってきて植樹を３０分ほどで済ませているのに、またすぐ沖泊へ移動するのは

何となく意に合わないんですけれども、この２つの行事を別々に考えて、切り離し

てそれぞれの特徴を生かしたイベントを加えた行事などに変えてみてはと考えます

が、そういうことが、島外、町外、旅行者も取り込み、連携をとれば元気さにもつ

ながってくるんじゃないかなというふうにも思われますが、いかがですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 ただいまの議員ご指摘の件につきましては、２８年度は終了いたしましたので、

２９年度の行事を計画する際に検討させていただきたいと思います。 

○１０番（西田治利君） 

 その大山周辺のことについては、きのうからきょうにかけて皆さんから意見もあ

りますけれども、先立って高千穂町を訪れた際に地域おこし協力隊の講話を聞かせ

てもらいましたけれども、島外、町外からお客を取り込む行事をすることがやはり

まちの活性化、人口増にもつながるんだというふうに、言葉は悪いですけれども、

この人たちが言うには、よそ者を取り込むイベントをたくさんつくることだという

ふうに言っておりました。 

 ですので、我々知名町においても、ホテルとのタイアップも考えながら、パンフ

レットなども作成してそこに置いておけば、時間の出せる旅行者、観光客等につい

ては一緒に参加できるんじゃないかというふうにも思うわけです。どうですか、企

画課長。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 地域おこし協力隊につきましては、今、企画課のほうで募集を行っておりますが、

ちょっとした問い合わせはあるんですけれども、まだ本格的な募集には至っており

ません。 

 それから、外からの観光客を取り込むことにつきましては、今、観光協会のほう

で海のカーニバルとか、またマハダグムイとかを行いまして、行事に参加して沖永
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良部をよく知ってもらう行事は行っております。 

○１０番（西田治利君） 

 現在、地域おこし協力隊というのは田皆に１人配置されているということですか

ね。あと町としては増員の計画はあるということで理解してよろしいでしょうか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 地域おこし協力隊は現在募集を行っておりまして、まだどこの字にも配置はされ

ておりません。はい。ことしのうちに１名募集、配置の予定であります。 

○１０番（西田治利君） 

 わかりました。できれば１名のみならず、二、三名でも導入して、活発な活動を

期待したいというふうに思います。 

 最後ですけれども、これは議題とはちょっとずれるかもしれませんけれども、ひ

まわり苑の現状、閉園になったとかいう話は聞いておりますけれども、現状の、後

にリサイクル生ごみセンターもメンテナンスを入れた後に、その後、事業を開始す

るのはしばらく中止だという情報を聞いておりますけれども、それはどういう状態

でしょうか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ひまわり苑はＮＰＯ法人イータバが運営しておりましたが、運営が厳しいという

ことで３月に閉園になっております。そこの通っていた園生７名につきましては、

現在、和泊町の社会福祉協議会のさねんと、あと１人モーリオのほうに通っており

ます。 

〔「生ごみ、リサイクル」と呼ぶ者あり〕 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 食品リサイクルセンターについては、現在まだ稼働中でございます。当初の計画

で、ひまわり苑の園生たちがそれを手伝うということでしたが、作業内容がかなり

厳しいということで、しばらく後はもうお手伝いをしておりませんでした。食品リ

サイクルセンターについては、現在沖縄のＧＡＩＡが雇っている職員が運営管理を

行っております。 

○１０番（西田治利君） 

 近々において、そこにメンテナンスを入れて、後はその事業を再開できるかどう

かは不確定だという話を聞いたんですけれども、どうですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 開始から何年かたっておりますので、機器のメンテナンスを入れるということで、

現在生ごみを出している事業所に通知しております。その間、メンテナンスの期間
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はちょっと回収ができませんということで今お願いしています。 

 従業員の方もちょっと健康的にすぐれないということも聞いておりますので、そ

のあたりで維持管理をできる方が今後いなくなれば、また休止ということも考えら

れなくはありませんが、現在のところは続けるという方針で、メンテナンス後は続

けるという方針でおります。 

○１０番（西田治利君） 

 いろいろ質問させていただきました。私も２期８年間皆様にお世話になりました。

これが最後となります。どうもありがとうございました。 

○議長（今井吉男君） 

 西田議員の答弁がまだ残っています。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 西田議員の社協の使用料の考え方ですが、現在のところ、半日と１日となってお

りますので、今後社協と協議しまして、あそこの社協の事業の中で、１時間とかそ

ういう時間単位でそれが課せる状態であれば、またそのような料金の設定もしてみ

たいと考えております。 

○議長（今井吉男君） 

 これで西田治利君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 次の会議は午後１時から再開します。 

休 憩 午前１１時４３分 

─────────────── 

再 開 午後 １時００分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 森山 進君の発言を許可します。 

○５番（森山 進君） 

 皆さん、こんにちは。 

 議席５番、森山 進が次の４点ついて一般質問を行います。 

 初めに、サトウキビ振興について伺います。 

 本町の基幹作物でありますサトウキビの今期生産量は夏植え、春植え、株出しな

ど収穫面積の拡大、また大きな気象災害もなく８万６，０００トンと、前年度に比

べて大幅にアップいたしました。 

 また、今年度より開発組合による大型機械保有農家が作業を受託し、薬剤散布や
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培土の管理など管理作業のおくれに対応し、農作業受委託制度もスタートし、今後

もますます安定した面積、原料の確保、また土づくりや適期管理で単収向上を目指

し、努めていくことと思います。しかし、生産者の中では病害虫の駆除や雑草対策

を講じない畑では、単収やトラッシュなどかなりの個人差があります。 

 現在、ハーベスターによる収穫率は９５％であり、トン当たりの料金は一律であ

ります。このような現状の中、今後ハーベスター料金の見直しも必要と思われるが

どのような考えか伺います。 

 また、今期は１２月上旬から５月までと製糖期間が長引き、当初の予定より大幅

にずれ込み、春植えのおくれ、株出しの管理などさまざまな作業に影響が出ました。

今回の製糖については、雨天などの影響もかなりありますが、対応策を考えていか

なければならないと思います。どのような考えか伺います。 

 次に、農業用水についてですが、畑かん事業の導入は農業に欠かせない水の確保

であり、現在導入された地区においては、高生産が見込まれ、安定的な農業経営が

行われております。 

 地下ダム事業計画の当初の計画において、知名から徳時への事業計画は含まれて

おらず、この地区においてもバレイショやサトウキビ、花卉など農業用水を必要と

する生産農家も大勢おります。今後、知名字へ農業用水の確保はできないものか。

また、国営地下ダム計画の見直しができないものか伺います。 

 次に、沖縄基地問題についてですが、戦後７０年過ぎても沖縄の基地問題は解決

せず、日米間のしわ寄せが全て沖縄に集中し、このような現状の中、同じ琉球圏内

の私たちも各市町村全体で考えるべきことも多くあると思いますが、町長はどのよ

うな考えか伺います。 

 最後に、公共施設の整備についてであります。 

 １番目に、各字の旧集会場施設の利用についてであります。旧集会場施設につい

ては、各字からの要望があると思いますので早急に対応をお願いいたします。 

 ２番目、町民体育館前の駐車整備についてであります。いろんなイベントがある

ときに、あの駐車場は水がたまります。早急な対応をお願いします。 

 ３番目のウジジ浜トゥループ号由来の看板についてであります。当時はこの看板

があったと思います。台風でなくなったと思いますので、早急な対応をお願いしま

す。 

 ４番目、大山線中央線に点滅灯が必要と思われる。これも現在、反射板というの

がついていますけれども、ほとんどこの反射板が車などで、今ついていない状態と

一緒になっています。特に４月、６月の霧の多いときには夜間大変じゃないかなと
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思いますので早急の整備をお願いします。 

 最後に、大山総合グラウンド西側トイレの改修についてであります。毎年、町民

体育大会のときに、女性のほうからいつも注文があります。あのトイレは早急な改

修が必要と思われます。 

 これで第１回目の質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 それではただいまの森山議員のご質問にお答えいたします。 

 なお、大きな４番の②、⑤については教育委員会所管事項ですので、教育長をも

って答弁いたします。 

 まず、１番ですが、現在のハーベスター料金については、平成２６年４月開催の

ハーベスター利用組合臨時総会の中で料金改定案について協議が行われ、トン当た

り４，７６９円だった料金を５，０００円と改定する意見が取りまとめられたとこ

ろであります。その後、対策本部の運営委員会や理事会、支部長会、糖業振興会、

役員会などで了承され、平成２６、２７年期産からトン当たり５，０００円に改定

されております。 

 また、５，０００円の価格改定以外にも生産者の管理作業の徹底されている圃場

と、でない不徹底な圃場があることから、圃場ごとに単収によりランクづけを行い、

収穫料金に差をつけたほうがいいのではないのかと。また、ハーベスター収穫に適

した植えつけがなされていない圃場にはペナルティー料金を課したらどうかなどな

どの意見も出されており、今日まで協議されているようであります。 

 これらの意見については、それ以降のハーベスター役員会や総会でもたびたび話

題となっており、協議いたしておりますが、関係機関から植えつけ方法や適切な管

理について生産者へ周知徹底を図っていくことが先決ではないかという意見が多か

ったように見受けられ、この改定については時期尚早であり、生産者へ周知徹底を

図った上で、改めて検討を重ねることとしております。 

 各支部、関係機関で協力しながら、問題のある生産者への個別指導を行い、改善

を図っていきたいと考えております。 

 ２番目ですが、今期２７、２８年期の操業計画は、１１月１日の生産見込みで

８万５，９５８トンをもとに、日量処理量８００トンの計画で、先ほど議員からも

ご指摘のように、年内の１２月４日から搬入、製糖を開始し、当初は４月５日に圧

搾を終了する計画でありました。しかし、製糖に入ってから降雨が多く、ハーベス

ターが圃場に入れず、原料収穫が思うように進まず、操業をやむなく停止をせざる

を得ない日にちや、処理量を落として操業を続けなければならない日々が多々あっ
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たことから、製糖期間が予定より大幅に延びたこととなりました。 

 また、当初は製品歩どまりの向上の観点からヤード残量をおおむね２００トン前

後としていたため、雨天時の原料切れを招いたようでありますので、そういうこと

を避けるためにハーベスター組合の要請により、２月以降は雨天時の原料を確保す

るため、ヤード残を多くする対策がとられた経緯もございました。その後は原料切

れにつながらなかったようであります。それにしても、結果は５月４日というよう

な結果になったわけです。 

 製糖終了がおくれると、ご指摘のように来期の生産にも大きく影響することから、

今期のように生産量が多く天候不順になった場合の操業方法について、改善対策を

検討する必要があるということを、先般のキビの生産対策本部の会合でも、私ども

から会社側にその旨申し入れをし、今回、操業途中から行ったように、できるだけ

雨天の対策としてヤード残を残すというような方法が、まずはとれて、功を奏して

いるわけですので、来期２８、２９年期についても、まずはそういった方法をとり

たいということも会社側から申し上げております。 

 いずれにしましても、工場の日量処理量８００トンを安定的に操業できるよう原

料確保対策や会社側の操業方法の改善に、私どもとしても要請をし、南栄糖業にそ

の旨、協力をいただくように相談をしているところであります。 

 大きな２番です。 

 知名字周辺には既存水源もなく、また、ボーリング等による新規水源についても、

これまで幾度となく挑戦をしているところですが、見込めない状況にあり、中山間

事業による山田ダムからの導水も見込めないとの結論になったところであります。

このため、平成２２年度に掘りました井戸の増堀り、シャーゴからの導水等ができ

ないか、改めて県などとも相談をしていきたいと考えています。 

 ②です。 

 国営事業所において、大山吐水槽から瀬利覚方面に知名東部支線水路、通水能力

としては受益が７４ヘクタールが対象となるわけですが、配管工事が完成し、県営

畑地帯整備事業、畑地帯担い手支援型の瀬利覚地区、受益面積が７４ヘクタールに

畑かん用水として供給される計画となり、国営管の通水能力以上の受益地区設定に

ついては難しく、受益地の編入が困難な状況であります。 

 いずれにしましても、ダムの規模、あるいはパイプライン等については、水の収

支計算に基づいた設計となっておりますので、そのことについてはご理解をいただ

きたいと思います。 

 大きな３番です。 
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 現在、沖縄が置かれている基地の問題については、皆さん方も承知でありますの

で時間の都合もあります。若干省きまして、現在の状況の形でお答えをいたしたい

と思います。 

 ご承知のとおり、国土全体に占める沖縄県の面積は０．６％でありますが、その

中に、在日米軍基地全体の７４％が沖縄に集中している現状であります。こうした

現状には歴史的な外交、防衛上の経緯がありますが、そのことについては時間の都

合もありますので省略いたし、近年の問題について絞りたいと思います。 

 平成８年４月に米軍普天間基地移設に関する日米合意がなされ、移設先の候補地

の選定作業に入り、検討の結果、翌年１月には現在の辺野古地区に内定し、移設に

向けた協議や工事の工法について検討が進められてきたわけですが、平成２１年の

衆議院総選挙前に、当時の政党が日米合意に基づく移設先の整備計画が１４年間も

放置される状況から、最低でも県外というある方の発言でちゃぶ台をひっくり返す

ような事態となり、総選挙で民主党が大勝利をおさめたわけでありますが、なかな

かその後も決定できず、一時は腹案として徳之島への移設が報道され、地元を含め

奄美全体で大きな反対運動を起こした経緯がございます。私もその関係にかかわっ

てきた者として非常に反響が大きかったのかなと思っております。 

 こうした経緯の中で、結局は民主党政権下で辺野古に戻り、その後の自民党政権

下でも辺野古周辺の移設計画が進められましたが、沖縄の現在の政治状況も変わり

今日に至っております。 

 私、個人的には、沖縄全体の基地の問題もありますが、普天間基地の危険及び負

担の軽減を図るという当初の方針に鑑み、国の外交防衛という大きな課題の協議か

らして辺野古への移設はやむを得ないものだと思うとともに、基地整備が進展しな

い限り現在の普天間基地の危険性や負担がいつまでも続くものだと思われます。辺

野古周辺への移設作業を進め、普天間基地の危険負担の軽減を図るとともに、辺野

古周辺での基地整備を進め、その間に辺野古基地への長期的な固定化をすることな

く、国内外への次の段階としての移設先を検討すべきだと思っております。 

 その意味で、現在の沖縄の負担軽減に向けては日本全体で考えるべきであり、議

員もご指摘のように、今申し上げた、やはり日本国として考えるべきであると思い

ます。沖縄県民にその負担を押しつけるべきではなく、国際的な外交、防衛環境も

変化するであろうから、国としてもその方向性を検討して欲しいと、私個人的に思

っております。 

 ４です。 

 まず①ですが、竿津公民館の整備で町内の公民館整備は一巡し、現在第２巡目と
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して田皆が先般、落成をして供用を開始したところでありますが、旧公民館施設が

残っているのが知名、屋子母、徳時、田皆、赤嶺、竿津の６字であります。うち知

名は民間に貸し付けているようですし、現存している屋子母、徳時、田皆、赤嶺、

竿津については、コンクリトの剝離や、あるいは木造の老朽化等、非常に危険なた

め、あるいは防犯、防災、火災上の問題もありますが、一部にはそれぞれの字で倉

庫にも使われております。 

 いずれにしましても、今現存している旧施設の建設に至る経緯等もございます。

そこらを各それぞれの字の区長と協議しながら、どのような形でするかについては、

字の区長と協議をしてまいりたいというふうに思っております。 

 ③です。 

 看板については、カナダの帆船トゥループ号遭難から１１０年に当たる

２０００年９月にウジジ浜公園を整備した際に設置しておりましたが、その後数年

間の台風災害でたびたび破損して以降、撤去いたしたところであります。 

 ウジジ浜公園は近年、観光としても訪れる人が多く見受けられますので、看板の

設置については、以前の形にするかどうかはともかく看板の設置をしたいというふ

うに考えております。 

 それから④です。 

 ご指摘の路線は、知名新城線と思われます。現在の梅雨の時期になりますと、大

山周辺では霧の発生で視界が非常に悪いこともあります。そのようなことから道路

路肩部にパイプの上の部分が車のライトで光るデリネーターという製品を主に外カ

ーブの箇所に設置してあります。 

 また、昨年６月とことし４月には、パイプやカードレールの支柱に反射テープを

巻きつけたものを道路路肩部に設置し、道路部分が把握できるよう交通安全対策を

行っております。 

 今後、また対策については、議員からご指摘いただいて可能なのについては対応

いたしたいとは思います。 

 以上です。 

○教育長（豊島実文君） 

 ４番の②についてお答えいたします。 

 議員ご指摘の町民体育館前のスペースは、中央付近に雨水がたまり、雨の日の通

行や、あるいは屋外イベント会場として利用するときなどに少々ご不便をおかけし

ているものと思っております。 

 ところで、町民体育館本来の駐車場は、体育館下の地下駐車場であります。体育
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館入り口付近は、多数の人が利用し、出入りする場所であり、また緊急車両などの

通行に妨げにならないように、広くあけておく必要があり、体育館前には関係者以

外は駐車をしないよう呼びかけているところであります。 

 今後の利用方法といたしましても、特に一般車両の駐車は地下駐車場をご利用し

ていただき、体育館入り口付近のスペースへの駐車はご遠慮願いたいと考えており

ます。また、建設当初からこの場所はイベント会場として計画したものではありま

せんので、利用される場合は安全面の配慮に十分心がけていただきたいと思います。 

 そして、雨水が溜まることについては早急に対処したいと考えております。 

 次、⑤についてお答えいたします。 

 大山総合グラウンドには、現在管理棟側に男女それぞれ多数の方が利用できるよ

う水洗式のトイレが設置されており、ほとんどのイベントではこのトイレで間に合

っておりますが、議員ご指摘の大山総合グラウンド西側トイレについては、町民体

育大会のときに利用しており、町民体育大会前には婦人会の皆様に掃除をしていた

だくなど、衛生面に配慮しつつ仮設トイレと併用して利用していただいているとこ

ろであります。 

 今後も利用を続ける場合は、衛生面や利便性などを考慮したときに、改修工事が

必要と思われますので、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○５番（森山 進君） 

 順を追って再質問をさせてもらいます。 

 この料金の見直しが必要と思われるということで、一昨年のときも出してありま

す。実際先ほど町長の答弁があったように、当時は４，７６９円は輸送のロスとい

うことで、それが輸送組合のほうに行っておったわけですけれども、見直しをやろ

うということになっていたんですけれども、こっちは下げる見直しをしたいなと思

ったのが逆にこの輸送ロスの分が、一時は生産者のほうに行っていたわけですよね。

これもハーベスター組合のほうから結構言われて、この２３１円は農家のほうに行

っておったお金なんです。これが去年、一昨年にハーベスターの皆さんも大変とい

うことで、この２３１円が次はハーベスターのほうに行ったわけです。 

 実際、考えようによっては本当にこのキビ畑が、一生懸命する皆さんと、てけて

けと言ったらおかしいんですけれども、余り手を加えない皆さんの差は絶対つける

べきと思うんです。そうしないと、本当に１トン５，０００円、管理も手入れもし

ないところも５，０００円、一生懸命管理していいキビつくる皆さんも

５，０００円、絶対これおかしい。 
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 やったら一生懸命する人が余りいなくなるんです。やっぱり一生懸命する人のは、

このように、例えば先ほどの２３１円でも安いんですとなれば、高いほうからやれ

ば何でと言うけれども、結局自分が管理するようになるんですよ。そうしないと絶

対いけないと思う。同じキビ１トンは１トンになるわけですけれども、実際、例え

ばトラッシュでも悪いところは絶対トラッシュが上がるんですよね。間違ったら

２０％超えるよ。いいキビつくる皆さんは本当６％、７％で終わるわけです。これ

を考えたらハーベスターの皆さんも、この下げた分以上に入ってくるわけなんです。

それだったら輸送の皆さんもいいわけなんです。会社もいいわけです、トラッシュ

が低ければ。 

 その辺、課長、やっぱり将来そういう考えを持っていったほうがいいかなと思う

んですけれども、課長はどうお考えですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 ハーベスター料金の改定については、町長からの答弁にもありましたとおり、そ

の当時、非常に生産量も低くて単収も低くて、ハーベスターの方々も経費がかなり

かかるような状況で、ちょっと値上げをせざるを得ないという状況の中で価格を改

定したところです。 

 議員がおっしゃるように、それ以外にも価格差をつけて、管理を徹底している圃

場と、それから徹底していない圃場の価格差を設けるべきじゃないかと。それによ

ってまた頑張っている方々の所得の向上ですとか、また徹底されていない方々につ

いても、またもっといい方向に持っていくような形でということであったところで

すけれども。 

 ただサトウキビはかなりたくさんの方が栽培をされております。そういった方々

がやはり単収向上に向けて頑張るような環境もつくりながら、また価格を上げてし

まいますと、キビ離れにもつながってまいりますので、そこら辺も考慮しながら段

階的によくしていければいいかなというふうに思っております。 

○５番（森山 進君） 

 課長、あのね、私はこの悪い皆さんのキビの価格を上げろと言っているわけじゃ

ないんですよ。いい物つくる皆さんは、キビは５，０００円ですよね、１トン、一

律。いい皆さんは結局、この２３１円、当時のね、あの分は下げてくださいよとい

うことなんです。いい物つくる人は。このハーベスター料金を、結局悪いのは上げ

ようかという話はやっていません。いい物つくる人たちには、いい物なりのある程

度のあれがあってもいいんじゃないかと思うわけですよ。一生懸命する人としない

人の差はつけるべきですよ。そう思います。 
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 自主的に頑張る皆さんに対してある程度やるべきかなと思いますので、将来的に

またこういう話があったときに、ハーベスター組合、輸送組合、みんなで話し合い、

生産者も入れて、生産者は生産者で責任をとってもらわんといかんわけですよ。管

理は徹底させねば。自分でつくったものですから。それに対して悪い物は悪いとこ

とにしないと、農家は絶対伸びない、甘やかしたら絶対にいけないと思います。そ

の辺を強く言いたいなと思っています。話し合いを徹底してください。 

 この製糖期間です。昨年１２月４日から明けて５月４日、答弁のほうでも雨天が

多くて、私もそれはわかっています。雨が多かったなというのはわかりますけれど

も、だが、８万６，０００トン、このような１カ月もずれ込む、それなりに対応は

すべきなんですよね。 

 そうしないと、ずっと私が思うのは、製糖会社は６万トンで十分じゃないかなと

思ったりするわけです。幾ら天気が悪かったから、ことしは５月まで延びましたよ。

これ、来年もまた８万トン近くなるわけです、面積考えたら。また雨降れば。答弁

のほうでは、結局ヤードの残量、２００トンあったのを６００トンに上げるとかそ

ういう話もあるんですけれども、だが雨降れば実質的に３日、４日続きますから、

１日で終わりというのはなかなかないわけですので、ことしみたいな雨いうたら。 

 その辺、何かもっといい方法がないかなと思ったりするわけです。例えば、晴れ

た日に、本来であれば大体８５０トン、ハーベスター１週間に１回休ませるように

あるわけですけれども、もう一気にやるときはやったほうがいいかなと思ったりす

るわけです。それと、製糖のほうもこの圧搾量８５０トン、トラッシュ込みで、が

精いっぱいみたいだと。やっぱりそこも１，０００トンぐらいに上げるような、能

力を上げるような形をとったほうがいいと思います。 

 もう製糖会社が、南栄糖業が、結構、累積の赤字から大分減ったかなと思ってい

ますので、ある程度はそういう形をとらないと、せっかく８万５，０００トン、

９万トンできたときに、絶対でないと思うよ。また同じような形になる。 

 その辺、課長、やっぱり悪いところあれば変えるべきと思わないですか、南栄糖

業は。 

○町長（平安正盛君） 

 今期の南栄糖業の日々の操業状況を見ますと、先ほどお答えしたとおり、今回の

サトウキビの理事会でヤード残をそれなりに残すという対策の結果、３月中旬以降

おおむね８００トンでずっと処理しています。この間、雨でしたけれどもやはりヤ

ード残がありますので、それで対応して何とかしのいできたのかなと。 

 ただこの操業を見ますと、１月下旬から２月上旬がもう半分なんです。だから、
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ことしの状況を踏まえれば、会社側もこのことを当然分析しているでしょうから、

今言うようにヤード残をそれなりに、ことし以上に確保するかはともかく、やって

いければ。もちろん量があれば、やっぱり会社側として失敗しているのは、ヤード

残が多いとやっぱり劣化が激しくなりますので、劣化の分歩どまりは悪くなるので、

それがイコール経営にも影響してくるので、そこからの心配もあるんだろうけれど

も、今言うように、やっぱり後作の問題、事後の管理の問題等を考えれば、地域の

経済を支えるのは、やっぱりサトウキビですので、そこは南栄糖業しっかり申し出

をして、ヤード残を、とりあえずはもう今の機械をどうのこうのするわけにはいき

ませんので、今回の対策でヤード残を残す対策をまた引き続き、２８期、２９期に

ついても検討していただきたいということは、この前の理事会でも申し出をしてい

ます。 

 それ以外に、さらに見込み量が伸びたときに、じゃ、どうするかということにな

りますけれども、今期、試行的にやってありますので、それをしっかり踏まえて来

期に向けていただきたいと、それは強く要請をしております。 

○５番（森山 進君） 

 もうちょっとだけ、実質的にことしの５月４日まで、手刈りについては、大体

４月２８日、５月初日だったか、それで終わりということで連絡が来たんですけれ

ども、実際におくれる場所はもう４月の二十日以降なんですよ、ハーベスターが入

ってくるのが。ハーベスターの皆さんもなるべく各地区、知名の場合には瀬利覚の

方がやっていますけれども、満遍なくやるようにやってはいるけれども、どうして

も順番よくしないとロスが出るということで、１カ所終わらせてくるというとこは、

もう４月の二十日以降になるわけです。農家というのは、このサトウキビで大体

３月いっぱいの払いものがある、４月の前半で払わんといかん、肥料代払わんとい

かんというのが出てきておるわけですよ。それが４月の二十日になりますと、払え

ないわけですよ、農家も。もうほとんど皆さんがこのキビを頼っているわけですよ

ね。 

 ことし１カ月も延びたせいで、私も知名の支部長しているわけですけれども、い

つハーベスター来ますか、最初のときは３月の二十日には来ますよと話ししたのが、

結局１カ月半以上おくれまして４月の半ば以降、そういう形になってくるわけです

よ。こういうふうにしょっちゅうとまっていけば。 

 だから、徹底してその辺は４月のやっぱり前半で製糖は終わると、そういう形を

やっぱり強く要望して、これは会社の責任だと思いますよ。そういう形をとらない

と絶対だめと思いますよ。そうしないと絶対また同じようなことが起きる。
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８００トンしかできなければ、１，０００トンに上げたらいいんですよ。機械をか

えたらいいんですよ。できないことない。この赤字は終わっとると思うよ。その辺

は強く要望いたします。 

 次、耕地課長、農業用水、これもしょっちゅう言っています。 

 先ほど、町長の答弁のほうで、シャーゴのほうから持っていく、また前回ボーリ

ングした分をもう一度掘って出してくるということですけれども、実質的にことし

２８年度にこれができるのか、その辺お尋ねいたします。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 この水の手当てについては、以前から議員のほうからご質問いただいているとこ

ろでありまして、町長の答弁にもありましたように、山田ダムは厳しいということ

で、ほかに水源がないということで、課としても今いろいろ検討しているところで

はあります。 

 今、町長の答弁にありました水源としてシャーゴの水が使えないのかということ

も含めて今検討中で、せんだって６月３日に県のほうと知名町の事業検討会という

のを持ちました。検討会の前、午前中に担当土改連もお越しいただいて、この水の

手当てについて１時間半、協議をしたところでありまして、若干新しく赴任された

担当のほうからも幾つか提案がありましたけれども、これはいかんせんまだ先々週

の話でありまして、その事業が取り込めるかどうかは、これから県または土改連と

協議を進めていきたいと、そのように考えております。 

 この水の手当てについては、耕地課としても決してそのまま諦めているわけでは

ございませんので、ご理解いただければと思います。 

○５番（森山 進君） 

 この水の手当ては、本当徹底しておたくで、課長、去年からなったわけですので、

知名にも水が必要な農家もいますわけですので、絶対その辺はやってください。 

 それと、地下ダムの計画見直し、私、ちょうど町長のほうが昨日、同僚の議員に

対しての答弁のほうで、地下ダムが３年も延びたことで、３０年が３３年になった

ということを、きのうお話をされたわけですけれども、私は知名のために変更して

３年も延びたんかなとそういう気持ち持っておったんですけれども、実際そのよう

なことじゃないようですので。 

 知名にも若い農家がたくさんいます。将来的にはハウスも入れたいという皆さん

もいます。だが、どうしても今の農地開発、知名もされていますので、ハチマキ線

の近くにありますけれども、前回のときもある程度期待を持ったのが、ああ、また

水は来ないのか、知名には来ないのかなと、しょっちゅう思うわけです。 
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 この地下ダムは当時、知名、屋子母、大徳、その４地区が手を挙げなくてこの国

営地下ダムはだめになったのか。だが、この地区には別に水を送らなくてもいいん

かなという気持ちでこの地区にはこういう計画がなされなかったものか、その辺問

いたいなと思っておったんですけれども、なかなかいろいろあったみたいですので、

だが、せめて農地開発された部分にもこの国営の地下ダムが来れるような、持って

いけるような、何か策はないですか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 議員のおっしゃる地下ダムの計画変更といいますのは、町長の答弁にもありまし

たように、私も確認をしましたところ、いろんな事情がありまして、現在の計画を

当初の受益地を新たに編入するという形での計画の変更は非常に厳しいという回答

をいただいております。 

○５番（森山 進君） 

 何事も事業というのは、例えば道路をつくっておっても、最初の計画したところ、

やっぱりおかしくないか、この地区はこのようにしたほうがいいんじゃないかとな

ったときは、意外に変更してつくっておるわけです。 

 だがこの国営地下ダムについては、もう絶対だめ、最初の計画どおりということ

になっておるわけですけれども、考えてみたら、何であの地下ダムの水、大山から

行った水を何で隣町にまで分けてやらんとだめなのかと思うわけです。何で知名町

にこれだけ水が必要なところがあるんじゃないかと思うわけですよね。 

 この辺はやっぱり県の担当と話しして、やっぱりこの地区もどうしても水が必要

ですよということで、課長、あれは本管通らなければ、もう一生行かないんですよ、

あの地区は。瀬利覚でとまるわけでしょう。住吉でとまるわけでしょう。絶対行か

ないよ。今、国営地下ダムやっているときにしかできないわけですよ。その辺をや

っぱり強く言わないといけない。 

 この地区にも農家がおるわけですので、当時のいきさつは余りわからないけれど

も、ただこれからまた若い皆さんが農業しようと帰ってきても、結局水はないです

よとなったときに、大変かなと思うわけです。何とかしてこの配管でも、何とかそ

れさえ持っていけば、何年後には絶対水は引けるという気持ちになるわけです。だ

からこれが本当、３３年に完全に地下ダムは終わりましたよとなったときに、ああ

知名に絶対水は来ないなと思います、あそこでとまってしまったら。 

 その辺、大変いいと思いますけれども、農家の皆さんも期待していますので、何

とかしてこの配管というんですか、本管ですか、それでも引けるような状態にでき

るような方法をとってほしいなと思います。 
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 水を出してみないとわからないと、ほとんど両町で７００町歩の水しかないとい

うことで言っていますけれども、実際はそういうことはないと思う。だから配管さ

えしてもらえば何とかなるかなと思っていますので、その辺、町長、強く要望して

ほしいなと思っています。どうですか。 

○町長（平安正盛君） 

 先ほどお答えしたように、今回の地下ダム、これはダムとかいろんなことも、や

はりどれだけ必要があるか、じゃ、それを満たすためのどれぐらいの規模の計画を

しなきゃいかんか。いわゆる水の収支計算があるわけですので、それに基づいてや

ったのが現実ですけれども、その以前に、こういう事業でありますということを地

区の皆さんにいろいろ説明をして、その希望した地区を集計して、それに使う水の

量でダムの規模を決定したわけですので、それが水の収支計算ですけれども。 

 その中で、じゃ、今後どうするかというのは、確かに今、議員がおっしゃるよう

に、以前から申し上げておるとおり今計画中ですので、さらに３年間延びたわけで

すけれども、その間についても、当然、一部通水のエリアもどんどん広がっていく

わけですので、その今の吐水槽、あるいはファームポンドの年間の水がどれだけ回

転するかということも、これはもう議員が先ほど言われたように、実際やってみな

いとわからないので、そういった中で、じゃ、どう次、対応すべきかということは

考えられるわけです。それは今、議員がまさにおっしゃっていることなんで、その

ことを含めて。 

 ただ、私どもとしては、今、計画の進行中ですので、今後の状況を見ないといけ

ないということを申し上げておるんで、いずれにしても農業に水は欠かすことでき

ないですので、その国営の水をどうするかとではなくて、今ご指摘の地区に対する

水の手当てというのは、やっぱり大きな課題として私ども検討しないといけないで

すので、そこらはいろんな選択肢があると思いますので、そこについてはご理解い

ただいて、もちろん私どもとしても強力に要請する部分については、その都度、要

請していきたいというふうに思いますのでご理解ください。 

○５番（森山 進君） 

 特にこの地下ダム、先ほど町長が言うのもわかりはしますけれども、この４つの

集落も水は絶対必要ですので、やっぱりその３３年までの間にその辺また要望して、

できるものであればつないで欲しいなと思っています。要望しておきます。 

 この３番目に入ります。 

 基地問題については、先ほど町長のほうからいろいろ話がありました。基地をど

うしよう、ああしようということじゃなくて、本当に戦後７０年になっても沖縄に
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基地がずっとある、だが、いろんなところでの話は、基地は日本で全部分担しよう

とか、話は出る。だがこの間のテレビでも、全国の知事会ですか、そういう中では

絶対、それであれば我が県にという知事はいないわけですよね。全部で分かち合お

うとは言うんです。だが、自分のところに持ってきたくないわけですよね。 

 沖縄といえばすぐ近くにある、また永良部から見える島ですけれども、本当に沖

縄は大変かなと思ったりもするけれども、そしたらこの基地については、お互い永

良部に持ってくる、持ってこない別にして、やっぱり群内でこういう町村会でも話

し合うべきかなと思ったりするわけです。反対のときは全員で反対でしかしません

ので、だが私、もともと米軍が４７年、沖縄が復帰した同時に自衛隊と入れかわっ

たちょうど高校１年か２年のときかなと思っていますけれども、余り、もし来ても

別に気にしないかなと思ったりするわけですよ。だが今の状態で沖縄があのままで

もいいかなと思ったりもしますし、やっぱりある程度のものが永良部にもできてい

いかなと思ったりするわけです。 

 ちょうど午前中、同僚議員のほうがジェット化が、空港、滑走路、２，０００メ

ーター以上、これ、田皆につくれるんじゃないかと思ったりするわけです。オスプ

レイを、ほんなら何機かは沖縄に持っていこうか、そうすれば、やっぱりそれだけ

の滑走路が必要であれば、田皆にも滑走路を、当時、昔はつくろうという話もあっ

たんですけれども、なかなかそれがなくて、これがちょうど今いい機会かなと思っ

たりもするんですよね。町長、その辺の考えは、この辺で答弁といってもなかなか

難しいと思いますけれども。 

○町長（平安正盛君） 

 沖縄の問題をするたびに、今、議員がおっしゃるように、知事も含め、市町村も

含め、総論は賛成なんです。総論は賛成ですけれども、各論になると、じゃ、我が

まち、我がところと手を挙げるのが非常に少なくて、むしろ国から今回いろんな基

地が上がっているんですけれども、相談に行けば、もうノーだと。ノーあるいは一

部条件をつけたりしているような状況で、いわゆる総論各論ですみ分けられている

んですけれども、じゃ、そのままでいいのかというのは、先ほどお答えしたように、

じゃ、普天間は今のままでいいのということになるんで、それは確かに日本全体で

負担をし合わないといけないと思います。 

 今回、奄美市と瀬戸内町に自衛隊がおおむね両方で５５０名駐屯するような作業

が進められておりますけれども、我がまちには航空自衛隊の基地もあります。今ま

た沖縄の基地やレーダー監視業務が非常に重要性を増しているような設備をしまし

たので、そこらの関連で、じゃ、どうするかというのは、ただ、私どもの場合には
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航空自衛隊ですので、なかなか規模の拡張とかそういうのは難しいと、いろんな沖

縄の部隊のお客さんが入ったとき、立ち話程度に話をするんだけれども、今の状態

ではもうまず拡大は無理ですよね、機能拡大は。じゃ、ほかの部隊ということにも

なりますけれども、このことについては、やはり私一人で言うんじゃなくて、やは

り住民のコンセス、あるいはその住民のいろんな現下の外交防衛上の環境を十分見

た上でやらないといけないというふうに思います。 

 ただ、今の地域の活性化、あるいは人口の増とかいろんな面で基地の誘致が云々

議論されています。そのことを私も理解していますし、そのことが、やはり地域の

方々がどういうふうに受けとめているかというふうに思っています。地域のいかん

でそれなりの対応をして、協議をするようなところがあれば協議をしていきたいな

と思いますけれども、現実にはそのような状況にはないというふうに思っています。 

○５番（森山 進君） 

 わかりました。 

 基地の問題を出したので、ちょっと大山の基地のこともちょっと話ししたいなと

思います。今、基地の敷地料、３月の予算書を見ましたら９７４万３，０００円計

画されています。 

 そこでもう新しいレーダーができて、何か日本全国地のレーダーであるそうです

けれども、ああいうレーダーについては危険手当とか、ああいうのはつかないんで

すか。予算書を見ても、ほかに探しても何も載っていない、ただ敷地料の９７４万

円、それしかないわけですけれども、ほかに基地関係のあれがない。 

 実際、これも総務課長、実際にああいうレーダーをつくれば、もし何かあったら

というのはおかしいんですけれども、もし何かあったときには一番危険じゃないか

なと思うわけですよ。やっぱりそれだけの敷地料以外にある程度は防衛省に言うべ

きかなと思っています。あれだけの基地をつくったら、レーダーをつくれば、絶対

もしものときは一番にやられますよ。危険手当、それと滑走路を２，０００メータ

ーつくるとか、そういうのもやっぱり要望していっていいと思います。出る出ない

は別にして、そうすべきじゃないかなと思います、総務課長。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今、森山議員から９００万円、約１，０００万円については向こうの土地の関係

で、民間の方にお支払いするのが町に入ってきて、それをお支払いというような形

になっておりますが、町の土地に対するのが約１，０００万円だということで、あ

と国有資産、国有提供施設等所在市町村助成交付金ということで、皆さんの新年度

の予算書には１３、１５ページに計上してございますが、レーダー基地のある基地
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に国のほうが交付金ということで交付しております。鹿児島県でいいますと甑島、

それから鹿屋市、永良部、笠利町、奄美市、そういうところに幾らか助成されまし

て、うちでことしの予算の見積もりで７８９万３，０００円、これは固定資産税に

かわるものということ等で、レーダーサイトのある市町村に交付されている金額で

あります。 

 これもこの１０年ぐらい、基地のある議会の議員連盟の皆さんが国に相当要望い

たしまして、それが防衛省のほうで予算に計上されたということ等でこの交付金を

国のほうからいただいております。 

○５番（森山 進君） 

 申しわけないです、予算書を見ていなくて。 

 実質的に７８９万円、それであれば、あと倍はもらえるかなと思って、もう一回

これは要望したほうがいいかなと思っています。 

 では、４番に移ります。 

 時間がありませんので、先ほど集会場施設については、これ、ちょうど昨日、冒

頭で総務課のほうから今後も継続利用する施設については、緊急性、重要性を勘案

し、必要な改修工事などを実施しますということでやっていますので、これ本当、

各区長と話し合って、向こうを潰して結局、消防の格納庫つくりたいという集落も

ありますので、早急にこういう旧集会所については各区長さんと、話し合うべきか

なと思っています。 

 先ほど、２番の体育館の駐車場、駐車場じゃないということで言われました。イ

ベントをするときにどうしてもこれ、水たまりができて大変ですので、あそこはや

っぱり直したほうがいい。町の体育館ですからね、体育館の真ん前です。やっぱり

雨が降ったときに水が溜まって、結構向こうはイベントしたりするんですよね。こ

の間の収穫祭でもそうであり、農協のバレイショ祭りでもそうであり、絶対やる場

所ですので、やっぱり向こうはある程度勾配をつけて、どこか１カ所に水が流れる

ようにしたほうがいいと思います。教育長、その辺お願いいたします。やるように。 

 もう順番でいきます。 

 ウジジ浜のトゥループ号は町長のほうで、この看板については場所は別にして、

トイレかあの辺でやっぱりこういうのは立てたほうがいいかなと思っています、観

光客にも。それと、午前中の同僚議員のほうからあったように、あの看板、例えば

ウジジ浜であれば、今の知名町全体を描いて現在地はここですよというのもいいか

なと思っていますので、その辺もお願いいたします。 

 それと大山線の道路です。 
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 私、ちょうど霧がかかったときに言われまして、夜通ってみたら、本当通れるも

のじゃない、怖い。ちょうど真ん中に２車線置きにかな、あの黄色い反射板という

か、ついているわけよ、両サイドから見えるように。だが、あれが欠けているとこ

ろが多い、もしできれば建設課長、あれ、太陽光でやる、ちょうど瀬利覚とかあの

辺に道路、赤い点滅する、夜になったらつくやつがあるでしょう。あれ、真ん中に

中央線に置けるものであれば、あれもいいかなと思ったりするわけです。太陽光で

つく電気。 

 もう時間がありません。順番、行きます。お願いします。 

 それと、西側のトイレ、あそこは普通女性の方がトイレするところじゃない、あ

そこは改修しないと。まあ教育長は本部席に座って本部のトイレ行きますけれども、

実際向こうのトイレは、あれはトイレ行けたもんじゃないです。特にしょっちゅう

言われる、向こうだけは。何とかあのトイレ改修して、女性が本当に入れるような

形をしたほうがいいかなと思っています。 

 それと１つ、２つ、職員についてちょっと褒めたいなと思っています。 

 １つは、町の放送、防災無線、あれで１人かな、誰か知らないけれども、いつも

終わった後に、町民の皆さんきょうも一日頑張ってください、一言加えておるんで

すよ。あれを聞いてからうちの嫁が、畑行くたびに、「あなたきょうも頑張ってく

ださいと」一言言うようになったんです。本当に放送というのは、不思議なもので

そういう気持ちを持つんです。あの一言でやっぱり違う、この職員には言ってくだ

さい、副町長。 

 それと、どの課とは言いません。ちょうどこの間、ある人が、職員から言われた

んでしょうね。下の職員のほうから、結局新しい課に行ったら、補佐に言ってもい

ろいろ説明して、課長に言っても、何でも言って、本当にこの課に行ってよかった

と言ったんです。 

 それと、若い職員というんですか、中間クラスの職員です、上司の悪口を言うや

つもおる。だから職員がこのように言う課もあるわけです。現在、皆さん、おる課

長はそういうことはないと思いますけれども、本当に部下から好かれる課長、上司

というのは部下を育てないといけないわけですよね。もう今は、本当にこの間こう

いう話を聞いて、ああ知名町も捨てたもんじゃない、すばらしい課長が多いんだな

と思いました。 

 これからも皆さんの頑張りを期待し、私の一般質問を終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 これで森山 進君の一般質問を終わります。 
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 次に、名間武忠君の発言を許可します。 

○３番（名間武忠君） 

 こんにちは。議席３番、名間武忠が次の３点についてお尋ねいたします。 

 １、ふるさと納税について。 

 ふるさと納税は、自治体にとって創設以来魅力的な自主財源となっており、平成

２７年度、県内４３市町村の状況を見ると最高２７億円を含め１億円以上が１１自

治体、他に１，０００万円以上が１７自治体など、多くの市町村で大幅な伸びを示

している。本町は対前年度比約１００万円増の４４０万円と、他自治体に比べ低い

金額となっている。ふるさと納税は自治体の貴重な財源として各種施策に活用され

ており、さらに寄附者との交流、返礼品にかかわる地元業者の育成など、多くの効

果が報じられている。今後より積極的にふるさと納税に取り組むことが必要と考え

られる。次の点についてお尋ねします。 

 ①沖洲会や本町との縁者に積極的にＰＲする必要はないのか。また、手続等に丁

寧な説明の必要性を感ずるが。 

 ②返礼品は寄附金の増額、寄附者の人数に大きく影響している。本町の返礼品の

内容についてお尋ねします。 

 ③フローラルホテルの宿泊券、町内商品券を返礼品に追加できないのか。また、

新たな町特産品を検討する必要性を感ずるが。 

 ④地元業者と連携し、返礼品をふやし、寄附者の希望に沿うような選択の方法は

とれないのか。 

 ⑤ふるさと納税について寄附金、寄附者の増を図るため、どのような方策を考え

ているのか、お尋ねします。 

 以上ですが、午前の同僚議員への答弁の確認等を含め、再度新たな点についてお

尋ねをいたします。 

 ２、住宅整備について。 

 ①若者定住住宅の整備について。 

 これまで若者定住住宅は４地区１０戸が建設されているが、若者の入居希望は多

く、若者の定住促進、結婚の環境づくりに必要な施設であり、早期の建設はできな

いのか。また、今後の整備計画についてもお尋ねします。 

 ②教員住宅の整備について。 

 教職員の異動期には毎年のように住居確保に苦労されているようです。沖永良部

を希望する教職員は多いと聞かされており、教育と文化の町にふさわしい、教職員

を受け入れる住環境づくりは重要と考えられる。一方、教職員は、校区内居住によ
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り児童生徒との触れ合いや地域との交流が可能であり、地域教育にも期待される。 

 現在、教員住宅は第５次総合振興計画において最終の３１年度に計画されている

が、繰り上げて早い年度での事業実施はできないのか。また、教職員の居住につい

て校区内、町内、町外の状況をお尋ねします。 

 ３、台風対策について。 

 台風発生の時期を迎え、地球温暖化等自然現象で発生増やより強い台風の襲来も

予想される。事前の対策は重要であり、次の点についてお尋ねします。 

 ①避難施設は、各集落公民館等が整備されているが、避難方法、特に高齢者、弱

者の避難については、地域と十分な連携が必要であり、事前の協議、訓練を行う考

えはないのか。 

 ②防災無線の聞き取りづらい箇所、自家発電の設置状況等を点検、確認をする必

要はないのか。 

 ③危険空き家、崩れそうな石垣、倒木危険な大型樹木等の把握、確認、対策は必

要ないのか。なお、先日の瀬利覚の家屋火災を含めてお尋ねをいたします。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまの名間議員のご質問にお答えをいたします。 

 中で２番目の②教員住宅については教育長から答弁をいたします。 

 まず、大きな１番、ふるさと納税の関係ですが、お手元に今この資料を配付した

と思いますが、これが現在行われている返礼品の品数で、選択制にしております。 

 なお、一昨年まではジャガイモ、ないしは花類ということでしたが、昨年度から

今ここにリストが上がっているそれぞれの返礼品として、希望をとってやっている

ところであります。 

 なお、これまでお二方の議員からのご質問がありましたので、おおむね概要等に

ついては回答してありますので、省かせていただきたいと思いますが、まずは①で

すが、ＰＲの方法ですけれども、これまで、私も含めそれぞれ沖洲会関係やあるい

は関係団体といろいろ交流する場がありますが、常にパンフレットを持って、時に

は振り込み用紙を添えて、沖洲会にその旨ＰＲをしているところです。 

 おかげさまで、そうした皆さんから、特に去年あたりからその件数がふえている

のかなというふうに思いますし、手続等についても、これまでは２月の確定申告を

しなければならない煩わしさがあったわけですけれども、去年からワンストップで

自治体間で連携をとって、免税措置をとっている制度ができましたので、それが結

果的に功を奏して、今年度、２７年度大幅に各自治体ともにふるさと納税がふえた

のかなというふうに思いますし、あわせて先ほど来申し上げているとおり、返礼品
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のちょっと過熱気味なところで、私から言うのも失礼かなと思いますけれども、ふ

るさとを思うがゆえに寄附する、納税する形じゃなくて、返礼品欲しさがゆえに集

中しているような気配もありますし、現実にいろんな雑誌類やネットを見ますと、

もうかなり高級な品物が出回っています。いろいろ聞きますと、やはり最終的なそ

の返礼品を欲しさがゆえにやっているのか、これは納税したわけですので気持ちは

あるかと思いますが、余りここで言うと失礼になるかもわかりませんが、そういっ

た傾向もなきにしもあらずというような思いがありますので、結果的に総務大臣か

らの自粛要請の依頼があってきたのなど、特に最近はまた商品券、あるいはネット

でやっているような形ですので、じゃ、それが地域に還元されているのかというこ

ともありますので、いかにいただきました財源をそれをお返しをするか、あるいは

地域に還元するかというのを考えますと、今私どもがやっているような形が今本町

としてはベストなのかなと思いますし、どうしても離島だということで輸送がかか

る、時間もかかる、金もかかる、しかも物が日持ちのいいものでないとできない状

態ですので、品物からしてもちょっとどうかなと思いますけれども、いかんせん地

域の特産品としてＰＲも兼ねてやっている以上は、今のままなのかなと思います。 

 しかし、今後またいろんな商品、地場産で好評なものについては、今後拡大をし

て選択の幅をふやしたいなというふうには思っているわけです。 

 平成２０年度からスタートしたわけですけれども、現在まで、先ほど申し上げた

ように、昨年度４４３万円を加えまして３，０００万円余をいただいているところ

で、いろいろ分析をしますと、おおむね５，０００円以上で、大口が５０万円以上

もあるわけです。ここに分析をしてあるし、また個人的な寄附の総額も、一例申し

上げると５万円未満が９１件延べ、あとは３０万円から４０万円が１１件とか、あ

るいは２００万円から３００万円が４件、３００万円以上が１件といったような、

出ているわけなんで、なおかつ、これ制度スタートして８年になるわけですけれど

も、８年連続していただいている方が５名、７年連続または７回が４名、６年連続

あるいは６回目が３名、５年連続また５回目が５人、４回目が１５人、３回目が

１７名、２回目が１６名、１回の方が１２０名、延べ１８５人の皆さんで、もちろ

んこれは繰り返していまして、延べ件数にしますと３７４件になるわけですので、

そうした皆さんもいらっしゃいますので、その皆さんとやっぱり連携をしながら、

さらに知名町ファンの皆さんをふやしていく方策を検討してまいりたいというふう

に思うし、ちょっと私どものＰＲも悪いのかなと思っておりますので、担当にその

旨、先般指示をしたところで、ちょっとしゃれたカタログでもつくっていけるかな

というふうに思います。 
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 いずれにしましても総務大臣が自粛を出すぐらいの過熱気味ですので、そこらを

十分捉えながら私どもとしてやっぱりしていきたいなと思います。 

 先ほど議員が言ったように十何億円、二十何億円をいただいてる自治体の商品を

見ますと、かなり高価な物のようであります。そこにできないまでも私どもとして

やっていきたいなというふうに思っているところであります。 

 それじゃ、次に、住宅の整備で、若者の定住の件ですが、これまで住宅の住環境

について整備をしてきたところですが、若者定住住宅については、起債などの予算

で平成８年度から平成９年度にかけ特定地域における若者定住促進等緊急プロジェ

クトで、いわゆる地域総合整備債、地総債で建設された住宅であります。 

 町では現在、知名Ｃ団地の建てかえ工事が行われており、平成３２年度の完成を

目指して努力しているところです。今年度の国からの交付金は建設事業費の２３％

の配分というように厳しい状況にあり、また年々配分率も下がってきているようで

あります。毎年の予算措置が今後厳しい状況が続くと思いますので、現在着工中の

Ｃ団地も、今後、ちょっと年数が延びるのかなと思いますし、またＣ団地で終わる

わけじゃありませんので、その後田水団地等々、住宅の整備も順次計画が上がって

おりますので、今ご指摘の若者定住という限定した住宅建設については非常に厳し

いものがあるかと思っております。 

 それから、３番目の①です。 

 本町においては、災害時に自力で避難ができず、周りの人々の支援を必要とする

方を対象に災害時要援護者台帳を作成しております。この台帳は事前に地域の区長

や民生委員、児童委員に提供し、災害時の安否確認や避難支援などに活用しており

ます。また、必要と思われる要援護者については戸別支援計画を作成し災害時の支

援に備えております。 

 避難訓練につきましては、毎年９月１日の防災の日に知名町総合防災訓練を実施

しております。平成２７年度は知名、小米字を対象に行い、住民、警察、消防、自

衛隊、隊友会などを合わせて約３００人の皆さんが参加し、大地震と津波に備え、

避難誘導から負傷者の搬送、応急措置まで各自の役割分担に基づいて訓練をし、再

認識をしているところであります。 

 今後とも９月１日の防災の日に知名町総合防災訓練を実施し、安心・安全なまち

づくりに努めてまいりたいと思います。 

 ②です。 

 防災行政無線については、平成２５年度から２６年度にかけて設備の更新及びデ

ジタル化工事を実施してきました。その際、集落に設置してある屋外拡声局を更新
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前の２１局から１０局追加し、計３１局を整備いたしたところです。更新前に比べ

ますと放送が聞きづらい箇所が減ってきております。今後、各字からの要望等があ

りましたらスピーカーの向きの修正、スピーカーの種類の変更等で対応いたしたい

と思います。 

 なお、防災ラジオについては、住宅の場所、構造により、聞き取りづらいケース

がありますので、総務課へ届けていただくように区長を通じてお願いをしていると

ころであります。その段階で適宜対応をしているということです。 

 各字公民館に設置してあります自家発電機については、月１回の発電機のエンジ

ンの始動点検などを行うよう区長に依頼をしているところであります。 

 ③空き家等については各字区長依頼し、調査を行っておりますが、崩れそうな石

垣や危険な大型樹木等の把握は確認はしておりません。 

 空き家等については都市部を含め、全国的な課題となっており法律も制定されて

おります。本町では知名町空き家等の適正管理に関する条例を制定し、空き家等の

適正な管理を推進することとしておりますが、管理不全による助言、指導及び勧告

は現在の段階までは一件の案件もありません。周辺の家屋等に被害を及ぼしかねな

い危険空き家も一部存在することから、庁内に空き家対策プロジェクトチームを立

ち上げ、空き家の利活用、空き家に関する法令の研究、空き家の状態の把握方法の

など検討をしております。 

 また、他の自治体の空き家管理の先進的な事例も参考にしながら、危険空き家の

適正管理に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○教育長（豊島実文君） 

 ２番の②についてお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、教職員が校区内に居住することは教育効果を上げる上でも

大切なことであると思います。本年度の本町の県費負担教職員数は小中合わせて

８１名であり、そのうち教職員住宅に居住している教職員は２６名で、自宅通勤者

が５名いますので、数字的には５０戸の教職員住宅が不足ということになります。 

 校区内居住者をふやすためにも早急な教職員住宅の建設が望まれますが、子供た

ちの教育環境を考えますと、まずは上城小学を初め老朽化した小学校体育館の改修

工事を急ぐ必要があり、その方向で国への要望を上げているところです。 

 なお、平成２７年度、国の震災復興特別会計による予算措置が終了したことから、

全国で大幅な財源不足が生ずることは必至であり、これまでのように同一市町村が

複数の補助事業を実施することは、まず不可能な状況になることが考えられます。
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このようなことから、教職員住宅建設を繰り上げて実施することは、財源の確保上、

非常に難しいのではないかと考えます。 

 次に、校区内居住者の状況ですが、校区内居住者は小中合わせて５３名で、校区

内には居住していないが知名町に居住している教職員は１１名、和泊町に居住して

いる教職員は１７名であります。 

 以上です。 

○３番（名間武忠君） 

 １番のふるさと納税についてですが、以前資料をいただきました先ほど町長の答

弁の中にありました２０年から２７年度、８年間の状況が数値で載っておりますが、

であるのと、あれは各沖洲会等を含めたものに努力されているというようなお話で

したけれども、この数字を見る限り、平成２０年の６８件から平成２７年の５１件

となると、減になっていると、金額にしても一番大きかった平成２４年の６１７万

円が大きくて、２７年は４４３万円というようなことを見ますと、今、町長の話さ

れた努力をされているということについてまで、ちょっとうなずきづらいなという

感じがするわけなんです。 

 それとあと１点、先ほど申し上げました県内の状況は、本町は先ほどの５１件の

４４３万円という数字ですけれども、他の事例を見ますと、億を超えるのが先ほど

申し上げたような数字になっておるわけなんです。そうしますと、残念ながら知名

町は下から６番目程度に２７年度はなるというようなことからすると、一般財源の

確保と強く当初予算でも町長の方針でありましたが、これこそ一般財源の確保しや

すい、あるいは努力いかんによっては確保が可能だろうということに思われます。 

 ちなみに１０億円とか１５億円となると、知名町の町税の総額は年々まちまちな

ところがありますが、おおむね４億５，０００万円から５億円なんです。そうしま

すと、これの２倍、３倍、あるいは４倍のふるさと納税を確保している市町がある

ということから考えると、私はまだこの町長の総務省の通達の範囲を超えないと、

だから通達の指示に従ってしているんだという町長の基本的な姿勢だということで

すけれども、ただ町長の思いは私も理解はいたします。 

 ただ行政サービスというのは金がないとできないということにつながることから

考えると、町長の基本的な考えを大事にしながら町民あるいは町、地域のために一

定の財源確保をするのは町長使命、役目だと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 誤解をしていただきたくないんですけれども、私は総務省の大臣の通達に従うと

は申しておりません。そうした趣旨はわかりますと。しかし貴重な財源ですので、
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そのことについては大いにＰＲしてやりますと。ただ返礼品の物によっていろいろ

市町村の競争が激しくなっているというふうに答えたつもりです。決して従うとい

うことは一言も言っていないと思っています。 

 やはり確かに群内の十何億、何億単位の、やっぱり最終的な返礼品だと思ってい

ます。それぞれ億単位上げているのは品物、じゃ、そうした返礼に見合う私どもの

特産品が物があるかということです。外から物を買って、それをお返しするという

のもおかしいわけですので、やはり地域にある特産品を活用していく、ただ同じ量

をどんと、今１０万円いただきましたので１万円相当の返礼の物を１０倍分をぼん

と同じ人にあげてもいいのかと。 

 要は単品、単品の、極端に言えば高級な牛肉類がどんどん送られて、表現悪いん

ですけれども、先ほど申し上げたように、返礼品欲しさでいろんな皆さんが集中し

ているわけです、全国各地から。そうしたことはやはりいかがなものかなと。同時

に皆さんに配付したような物があるわけですので、それ以上、じゃ、何があるのと。

今、もちろん企画にも商工会と連携しながら新たな特産品を開発しようということ

は今やっていますけれども、現実に、じゃ、知名町ですけれども、知名がないだけ

に来ないものがあるんで、結果的にこうなっているんだと。 

 やっぱり毎年の名簿を見ても、沖洲会の皆さんのはずっと入っています。ただ年

度の差があるのは、やはり一時的にいろいろ旅行に来て印象がよかったとか、あれ

やって年度差があるんで、沖洲会の皆さんにはそれなりのがあるし、先ほど申し上

げた８年連続という方は常時１０万円、２０万円単位で入ってきております。 

 そうした皆さんは、やはりいろいろ返礼品等も、逆に私どもはまちに納税をした

くてやっているんだと、お返し要らないよという方もいます。ので、せっかく皆さ

んに納税しているんだからお返しする必要もないよという方も中にいます。しかし

これは、せっかくいただきましたので気持ちだけお礼させてくださいということで、

ずっとこれまで継続をしておりますので、そのことはまずご理解いただきたいと思

います。 

○３番（名間武忠君） 

 全体的なことには説明を受けました。 

 １番に返りますけれども、先ほど申し上げたとおりなんです。ぜひ数値を見て新

たな感覚で取り組んでいただきたいなという思いであります。 

 それから、この説明ということですけれども、ふるさと納税をされるほうのメリ

ットといいましょうか、先ほどからありますように、ふるさと、あるいは縁のある

地域への寄附だと、そして、それに伴う自分が住んでいるところの税金のカットと、
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そして、それに伴う返礼品がいただけるというようなこと等について、なかなか理

解されていない方が多いんじゃないかなという気もするわけなんです。そしてさら

には、事務手続等が難しくてなかなかふるさと納税に入ってこられない方もいらっ

しゃるのかなという感じがするわけですけれども、先ほど申し上げましたように、

ぜひ今言ったようなところをいろいろな機会を通して、説明をしてふるさと納税の

件数並びに金額の増につなげていっていただきたいとお願いをしておきたいと思い

ます。 

 それから、２番の返礼の内容については、ここに９品が出ておりますけれども、

これについてはいろんな組み合わせをされていると、先ほどの説明では１万円以上

の皆さんについては、おおむね３，０００円程度の詰め合わせということの理解で

よろしいわけですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 この返礼品につきましては、１万円以上寄附された方に、希望があればこの中か

ら選んでいただいて返礼しております。現在のところ、これをセットにして、例え

ばシマ桑とバレイショを２つ送るという方法はとっておりません。シマ桑なり花な

り、特産品の詰め合わせ１点を返礼品としてお返ししております。 

○３番（名間武忠君） 

 １万円以上ということについては、５０万円も一緒だというような理解でよろし

かったですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○３番（名間武忠君） 

 ３番のフローラルホテルの宿泊券はこれに載っていますので、これで問題ないと

して、あと、新たな商品券については、総務省のほうからこれはだめだよというよ

うな通知が来ているということですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 換金性の高い商品については、極力控えてほしいと。 

 というのは商品券等の場合は、インターネットのオークション等で売られる例が

多くて、それを現在取り締まる法律というのが余りないみたいなので、そういう商

品が出回ると、ふるさと納税の趣旨に少し合致しないんじゃないかというふうな方

針で、そういう換金性の高いものについては控えてくださいという通知が来ており

ます。 

○３番（名間武忠君） 

 先ほどの大崎町の例を見ますと、今言った換金性の高い、あるいはこういう商品
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券についてはされていないようですけれども、ポイント制をやっているというよう

なことになると、実際のやり方についてはさほど変わらないような感じを受けるわ

けなんですけれども、このポイントの制の導入についてはどのような考えを持って

いますか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 現在、ポイント制については今のところ検討してございません。 

 地元の商品を取り入れて開発しようと思っていますので、午前中も答弁しました

けれども、商工会のほうで特産品として何種類か開発しています。それとか、また

あと焼酎等も商品の中に追加していって、そしてかつ先ほど議員からありましたよ

うに、金額に応じた商品を送る場合にはセットにしたりとか、またある品物は

３，０００円相当の商品なんですよ。どうしてもこれから商品を開発していくと、

１万円ぐらいの商品になったりとかする可能性があるんです。そのときには金額に

応じたというか、少しそういうことも対応しなければならないかなと思っています

けれども、今、去年から少し商品を開発しまして、今後もいろんな業界と協力して

ふるさと納税が知名町のほうに注目していただきますように開発していこうと思っ

ています。 

 以上です。 

 ポイント制については先ほどお答えしましたけれども、現在考えておりません。 

○３番（名間武忠君） 

 商工会育成、活性化には、やっぱり商工会の取り扱っている商品を使うというこ

とは、大変いいことだという気がするわけなんです。ただ先ほど換金性のというこ

とで、商品券ではだめだよということになるのかと、このポイント制しかないのか

なという、そういう感じにつながるわけなんですけれども、それが今先ほど言って

いる他の自治体で成功している例だと思うわけなんです。それはぜひ考えていただ

きたいなという思い。 

 それと町によっては１万円以上は先ほど同じだという金額でしたけれども、午前

にありました綾町は１万円については２８品目あるわけなんです。それから２万円

以上は１６品目ということで、合計４４の品をそろえて、それで１万円、あるいは

２万円、その都度都度、このような品を送っているということなんですが、そうし

ますと今言った１万円以上、あるいは３，０００円と、この町、綾町がやっている

のは結構高い率なんです。例えば１万円もらったらこれの５割、６割程度はお礼と

いうことでやっているわけなんですけれども、ただ考えようによっては大きくなる

ことによって、双方のそれぞれの特典、メリットが大きくなるので３，０００円に
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固執する必要はないじゃないなかと。 

 将来にわたってさらにこのふるさと納税をふやすためには、今言ったものを柔軟

に対応してできる限り多くの皆さんがふるさと納税に参加できる、やるというよう

な気持ちを持つのが大事だと思うわけなんです、その点についてはどうでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 今のような全国的な過熱気味の状況を見ると、確かに金額ごとの返礼品をしたほ

うがいいのかなと思うし、ことしちょっと検討を今しているところですが、ただ当

初スタートの時点でジャガイモということでやってきたわけですけれども、やっぱ

りどうしても気持ちということで、しかも、どういう状況になるかわからなかった

ので、したんですが、最終的に今お示しのパンフレットの種類をやっているところ

です。 

 どうしても寄附、納税イコール返礼品というようにつながってくると、いろんな

問題もあるし、商品券については、一般的な商品券を送るわけにはいきませんので、

知名町の商工会の商品券しか使えないです、町内では。ＪＡでは全国共通ですので、

じゃ、その送った皆さんに誰か地元の人にプレゼントするなり、あるいは旅行に来

たときにしか使えないわけですので。 

 それから、ポイントについては、ネットを通じてやる分についてはポイントを加

算して、そういうのを自分の選択でできるので、それもどうかなというふうには思

う。もちろん今ネットに加入、参加する云々はまた検討しなければいかんわけです

けれども。いろんな選択もあるわけですので、大崎町についてはポイントのそのネ

ットに加盟をしていますので、ポイント制の積み上げというのもあります。 

 そこらは、とにかく去年あたりからこんな異常な過熱気味の状況ですので、状況

を見ながら私どもとしても検討していきたいというふうに思います。 

 ひとつ私からもお願いです。 

 これは、ふるさと納税は、私ども行政執行部だけがやるものじゃないし、ＰＲす

るものじゃないし、議員の皆さん方もそれぞれの身内あるいは友達等々たくさんい

らっしゃると思いますので、皆さんからも多くの皆さんに幅広くふるさと納税をお

勧めいただきたいというふうにお願いしておきます。 

○３番（名間武忠君） 

 今の中で、将来についてはそれぞれ検討して、今のやっているものをさらに進め

ていくというようなことの認識をしたわけなんですけれども、このふるさと納税に

ついてこれまで、５番ですけれども、今後、件数並びに金額についてふやすために

というようなことで質問をいたしましたが、先ほど言ったような話が出てまいりま
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した。 

 私は今、この新聞を見ますと、７億５，０００万円というふるさと納税を集めた

志布志市が、ふるさと納税推進室というような特殊なそういう個別の職務に対応す

る室をつくって職員５名を配置して、ふるさと納税に取り組むんだと。確かに７億

を超えるようなふるさと納税を確保するということになれば、５名の人件費、ある

いはそれに伴う諸事務費等についても、そう問題ないだろうという感じがするわけ

なんです。このようにふるさと納税に大きな金額を現在受けているところは、いろ

んな職員の増、あるいは係の専門職等を設けておるようであります。 

 そこで町長にお尋ねをしたいんですが、鹿児島事務所には今、正職員と１名の臨

時職員がおるわけなんですけれども、そこを強化するために職員もしくは臨時職員

を配置してこのふるさと納税に当たる担当職員を配置することはできないのか、そ

の点はいかがでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 現在２名いますが、その２名がいろいろ鹿児島の沖洲会、あるいはいろいろな皆

さんにこのことも含めてＰＲ活動をしていますので、これ以上ふやす必要もないし、

また実際どれだけ集まるかはわかりませんので、今の２名で十分だし、２名につい

ては常にこういうところを含めてＰＲするようにということで、鹿児島沖洲会中心

に活動していますので、十分だと思います。 

○３番（名間武忠君） 

 確かにそういう面もあろうと思いますけれども、ただ知名町としてふるさと納税

に積極的に取り組むんだという姿勢は、ぜひ知名町に縁のある、あるいはふるさと

に思いのある皆さんについては、わかっていただけるためにはいろいろな方策をと

る必要があろうと思うわけなんです。これまでどおりでしたら、今言ったような大

きな数字の納税は見込めないのかなという感じをするわけなんです。 

 そうしますと、町長に改めてお伺いしますが、２８年度、ふるさと納税の額をど

のぐらい考えているのか、当初予算では４００万円というような数字を上げてあり

ます。そうしますと、これまでより、２７年より低い数値になってきておるわけな

んですけれども、そうすると、どうしても消極的なふるさと納税に対する姿勢しか

ちょっと見えないのかなという感じがするわけなんです。ぜひ町としては、あるい

は町長としては、ふるさと納税にこのような取り組みをするんだというようなもの

が必要ではないのかなという感じをするわけなんです。 

 ちなみに志布志市、先ほどのですけれども、今回７億５，０００万円でしたが

２０億円を目標設定にしていると、大変大きな目標を立てておるわけなんです。た
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だ歳入の見込みはいっていないと思うんですけれども、そのように思い切りやるん

だという姿勢は、職員にもあるいは地元に思いを寄せている皆さんにも通ずるもの

があろうと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 従来どおりという取り組みではなくて、今言うように鹿児島事務所にも常にその

ことは指示して、いろんな会合でそのことをＰＲするようにということを伝えてい

ますし、パンフレット等も行って配布をさせたりしているところであります。 

 予算の今後の見込みについて、確かに金額大小で意気込み云々ではちょっと心外

ですけれども、前年度２７年度、４４０万円なったりと、これは結果的にそうなっ

たんであって、従来のを見ればおおむね３００万円ですので、それから若干いろん

な、沖洲会等でも、しかも手続がワンストップになったので、それなりにふえるだ

ろうということで４００万円を見たわけですので、そこは数字の問題、特に問題は

ないと思っております。 

 今後、沖洲会等、また、今パンフレットも新たにつくるように指示してあります

ので、そのワンストップを大いに宣伝をして寄附者をふやしてほしいと。別に、課

長会でもたびたび職員にもこのふるさと納税を皆さんの身内あるいは友達等々広く

宣伝をしなさいということを指示しておりますので。それが、ただどうしても私も

まだ理解できないのは、やっぱり返礼品でなぜこんなに異常に過熱になったのかな

と。例えば、災害があって災害応援しようというところには理解もできますけれど

も、要は返礼でいろんな週刊誌等、あるいは雑誌を見ますと、やはり最終的には返

礼品目当ての寄附だというふうに私は受けとめております。 

 これいい悪いは別にしまして、じゃ、まねすればいいんじゃないかという意見も

あります。それはまねしてもいいでしょう。ただし、じゃ、それ相当の物があるか

ということをやっぱり考えると、そうなのかなというふうに思います。 

 ご指摘のことについては、十分認識をしながら、今後進めていきたいと思います。 

○３番（名間武忠君） 

 隣が去年が３００万円からことし２７年度１，０００万円ということになると、

どうしても町民としては比較されるのかなという気もするわけなんです。先ほど町

長はある程度柔軟な対応をされるような受けとめをしましたので、ぜひ行政、ある

いは議会も含め、町民も先ほど町長の話もありましたが、町民こぞってこれに取り

組む必要が、ふるさと納税の多くなることにつながると思っておりますので、みん

なでやっていければいいのかなということで期待をするとともに、お互いで頑張り

ましょうということでとどめさせていただきたいなと思います。 
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 ２番の住宅整備について、若者定住住宅並びに教員住宅については、それぞれ現

在やっている事業、さらには、町の財政状況等から大変厳しいと、この２つの住宅

についてはお答えがありましたが、今、隣町の役場庁舎がそうですけれども、きの

う新聞に載っておりましたが、ＰＦＩというような官民連携事業というようなこと

で、事業主体は町ですけれども、計画から施行、管理、運営等もろもろ全て含めて

民間がするというような事業ですけれども、見ますとＰＦＩ官民連携事業、ＰＦＩ

はプライベート・ファイナンス・イニシアチブというような頭文字をとったもので

ＰＦＩというようなことになっておりますけれども、これについては大変ハードル

が高いというようなことが載っておりましたが、建設課並びに学校教育課のほうに

はそのパンフレット、説明をお渡ししてありますし、来る７月には議会でこの事業

について専門家、協会の方々を招いて勉強会をするということになっております。 

 そのようなことを含めて、両課についてはごらんになったと思いますので、現在

のお気持ちをお聞かせいただきたいなと思います。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 議会事務局の局長のほうより、名間議員からこのようなＰＦＩに関する勉強をし

たいということで資料を提供されたということで、こちらのほうにもご連絡をいた

だきまして、全国地域ＰＦＩ協会のほうからの資料をいただいております。 

 民間が事業主体になりまして、その民間のほうで資金、あとそのノウハウを活用

して公共事業を行うという内容だと理解しておりますが、果たして、例えば町営住

宅に関してこの内容が活用できるのかどうか、さまざまな方法というか方策がある

みたいですので、来月のその勉強会にはぜひ参加をさせていただいて、内容をさら

に詳しく勉強したいというふうに思っております。 

○教育委員会事務局長兼学校教育課長兼学校給食センター所長（瀬島徳幸君） 

 ありがとうございました。名間議員のただいまのご質問にお答えいたします。 

 先ほど建設課長もありましたが、資料をいただいて前もって見させていただいて

おります。今度勉強会があるということで、私どももぜひ参加の機会を与えていた

だければと思っております。 

 ＰＦＩということで民間の資金を活用して、公共事業を行うということでござい

ます。町の負担をその分少なくするというのが、このＰＦＩの趣旨だと思います。

その実施に当たっては、まだ勉強至らないんですが、いろんな契約の方法、民間の

技術を使い切る方法、それから、その会社が運営とかそういうことをしっかりと継

続的、２０年ぐらいかけて行われると思いますが、その中でやっていけるかなど、

そういう評価の勉強もしなければならないのかなとは思っております。 
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 そういう前段階の準備も含めまして、次開催されます勉強会にぜひ出席させてい

ただいて、検討、また今後の課題解決に向けて取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○３番（名間武忠君） 

 若者定住住宅並びに教員住宅についても、それぞれの目的があって、かつ今早急

に必要性を感じている皆さんが多いという思いをいたしております。ですから、い

ろいろな方法があろうと思いますので、行政のほうで今言ったＰＦＩにしろ、また

ほかのいろんな補助事業等もあろうと思いますので、ぜひ研究をして、早い時期の

今言ったような住宅の建設ができることを望みたいと思います。 

 これで終わりまして、台風対策について。 

 １番の避難方法、避難訓練等については９月１日の防災の日を拠点としてやって

おるということでありますので、ぜひ今後も続けていただいて、訓練をすることに

よって生死を分かつというようなことも、これまでも日本のどこかであったという

ようなことを新聞等で見ましたので、町民が災害を認識することによって災害に遭

わないような状況をつくるためにも、ぜひしていただきたいなと。日ごろの災害に

対する心構えは十分に備えておく必要があろうと思いますので、そのようなことに

ついて周知等についてを、口頭で、あるいは訓練等でお願いをしたいなと思います。 

 それから、防災無線の聞き取りづらいところ、あるいは自家発電等、自家発電は

今全集落配付されておるようですので、それぞれのせっかくの機器が使えないとい

う状況にならないように、日ごろこの整備あるいは補修等についても十分な対応を

とっていただきたいなと。総務のほうから、あるいは行政のほうからも指示をして

いただきたいなと思います。 

 最後の③ですけれども、危険空き家、これについて、５月１２日に瀬利覚のほう

で家屋火災があったわけなんですけれども、けさ、私、現場を見てきましたが、あ

のままの状態なんです。被災された方は大変心を痛めておりますし、周囲に迷惑を

かけたというようなことで、大変だなという思いをしているわけなんですけれども、

さらにあのような状況を一月以上も既に目の前にして、どのような気持ちなのかと、

察するに余りあるものがあると思うわけなんです。 

 そのようなことで、早くあの現状、５月１２日のそのままの現状が早く整理され

て、被災者の方々がつらい思いをするようなことのないようにするためには、どう

してもあの場の撤去が必要だと思うわけなんですけれども、総務課長に以前お聞き

しましたが、改めてお願いしたいと思います。 
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○総務課長（榮 信一郎君） 

 もう先般、沖永良部警察署に担当する部署にお聞きをいたしましたが、１カ月か

ら２カ月ということで、こちらにあります資料、検察庁と東京の弁護士、検事出身

の弁護士事務所の資料によりますと、起訴から公判まで期間は事実関係の争いがな

ければ１カ月から１カ月半で公判が開かれます。その後、約２週間程度で判決が言

い渡されるということで、１カ月からその２週間程度の期間を置きますと、大体

１カ月から２カ月で裁判の判決が下されるというようなこと等であります。 

 署に確認いたしましたところ、判決が確定した時点でロープは外すということで、

証拠保全のため判決が確定するといいましょうか、判決が言い渡されるまではあの

ままロープを張って証拠を保全するというようなこと等であります。 

○３番（名間武忠君） 

 大木等が倒木して、近隣の家屋等に損害を与えたというようなときの責任の所在

とか、どこにあるわけですか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 当然それは所有する管理者が責任を負うべきものと思います。 

○３番（名間武忠君） 

 そうしますと、今あの現場を見られて町長もおわかりだと思いますが、大きな道

路に面している、前には住家があると。台風シーズンになって、状況が飛ばされた

りして、周囲にいろいろ迷惑をかけることになるかもしれない。このようなことに

ならないようにというようなことで、被災者の方は大変心を痛めているわけなんで

す。 

 ですから、あの状況を、例えば裁判が終わるまでとなると、いつかはわからない。

ただ一月か二月ということなんですけれども、これが終わらないときには長い期間

置かされるのかなという思いがするわけなんです。ですから、私どもは普通の人間

だと、社会通念上といいましょうか、ああいう状況にずっと置くことに対しては、

地主、被災者のことを考えると忍びないという思いもするし、あのままずっと目の

前にあるものを見て、全く入れない、あるいはまた周囲の皆さんに迷惑かける可能

性もあるというようなこと等を考えると、どうしても何らかのそういう特例という

のかな、あるような気がするわけなんです。 

 この間の新聞で、東京の新宿のど真ん中で火事があったわけなんですけれども、

果たしてあれが放火だったわけなんですけれども、あれがあのまま今なっているの

かどうかちょっとわかりませんが、そういうようなことを考えると、まず、人道上、

何だかの措置はとるべきだと思いますが、町長、いかがでしょうか。 
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○町長（平安正盛君） 

 気持ちはよくわかりますが、いろいろ法的な問題もありますので、先ほど総務課

長から答弁したとおり、いろんなケースが考えられます。 

 それは似たようなケースが全国どこにもあるかと思いますが、あくまでも警察側

のそういう判断ですので、私どもはそれに従わないといかんし、またあくまでも処

理に当たっては所有者の責任でもってやらないといかんという基本原則があるわけ

ですので、その以後について、またいろいろ相談はできるかと思いますが、基本的

にはこういう個人の財産ですので、しかも警察の判断のようですので、従わざるを

得ないと思っています。 

○３番（名間武忠君） 

 法は法だと思います。確かに法は順守しなければならないというのは、十二分に

承知をしておるわけですけれども、法には通常、特例というのもあるわけですし、

また現状等を見て、先ほど憲法で保障されている、人は皆最低限の文化的生活を送

ることが保障されておるわけですけれども、そうしますと、大それた憲法どうのと

いうことは考えておりませんが、どう見てもあのまま放置されて、その人たちの苦

しみや心の痛みというのは、はかり知れないものがあると思うわけなんです。 

 じゃ、何らかの方法はないのかどうか、もう一度、町長あるいは総務課長を通し

て、現場のほうを再度見ていただいて、そして本人たちがどのような苦しい思いを

されているのか確認をして、できる限り対応が早くできるように要請をして終わり

たいと思います。 

 これで一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（今井吉男君） 

 これで名間武忠君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 次の会議は午後３時２０分から再開します。 

休 憩 午後 ３時００分 

─────────────── 

再 開 午後 ３時２０分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 今井宏毅君の発言を許可します。 

○２番（今井宏毅君） 

 皆さん、こんにちは。一般質問もいよいよ最後のトリとなりました。議席番号
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２番、今井宏毅が一般質問を行いますが、まずもって執行部の皆さんには、大変わ

かりづらい通告となったことをまずもってお詫びをいたします。わかりやすく質問

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、読みながら訂正のほうもお願いしたいと思います。 

 大きな１で、町政全般について。 

 その中で、重点的に質問する事項をちゃんと課長たちにはお知らせもしてありま

す。それから訂正もお願いしたいと思います。 

 ①で人口減や高齢化がとまらない中、今後の字のあり方や農業施策にどのような

手だてを考えているか伺いたいと思います。 

 次に、本町に現在不採算事業があると思います。うち２事業についてどのような

対策をとり、赤字解消をする展望を持っているのかを伺います。１つは、おきのえ

らぶ食品リサイクルセンターについて。あと１つ、えらぶ特産品加工場についてで

あります。町民の皆さんが納得できる説明をお願いいたします。 

 次に、防風林対策については、沖泊から芦清良までの海岸線について何度も質問

してきましたが、現在の状況を伺いたい。 

 次に、道路行政についてでありますが、国頭知名線、県道改良について現状をお

伺いしたいと思います。さらに、田皆の字内の急カーブの正名向けの擁壁現場につ

いてもお伺いをいたしたいと思います。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○町長（平安正盛君） 

 それでは、今井宏毅議員のご質問にお答えいたします。 

 まず①ですが、人口減少と地域経済の縮小を抑制していくために、国が制定いた

しました、まち・ひと・しごと創生法に基づき、本町においても人口の減少と将来

の展望を示す地方版の人口ビジョンと、そのビジョンを踏まえた平成３１年度まで

の５カ年の目標や、施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた地方版総合戦略を

策定いたしたところであります。 

 ご質問にありました今後の字のあり方につきましては、基本目標として、シマに、

いわゆるそのシマというのは集落という意味に捉えてください、「シマに生かされ

活かすことを誰しもが実感できるまちの創生」の項目の１つ目として、「集落（シ

マ）おこし宣言」に位置づけており、シマでは若者の都市部流出に加え、組織の人

材確保や運営・活動資金の確保、集落活動離れなどが課題となっており、集落の弱

体へとつながっていることからして、集落の活性化向けて住民がみずから考え、話

し合い積極的に取り組む施策を展開いたします。 
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 農業施策の手だてにつきましては、基本目標に掲げてあります「シマの宝を活か

したライフスタイルの創生」の項目の中で、１つ目に知名ブランド推進宣言を位置

づけており、農業生産性や農家所得などにおいて県下でも高水準にあり、農業立町

として地位を築いているものの、国内外の価格競争など農業を取り巻く情勢は厳し

い状況下にあり、また、地域産品である農林水産品、伝統工芸品などの地域資源を

有効に活用した地域ブランドなどによる付加価値の向上がまだまだ不十分であるた

め、農産物の付加価値を高めるため、地域資源を活用した知名ブランドの開発に資

する施策を展開いたすところであります。 

 ②についてですが、初めて具体的な２カ所の施設が出たところですが、まずここ

にお答えする前に前提として申し上げておきたいと思います。 

 不採算事業はあるのかということでありますが、公共団体が運営する事業で、不

採算をどのような基準で判断するかによって異なってくるものだと思います。 

 まず、考えられるのが、１つ目に単年度で事業の収支が現金、すなわちキャッシ

ュベースで赤字の事業を指すのか、２つ目にキャッシュベースでは収支が黒字であ

るが、その事業に要した設備投資等を勘案すると赤字になる事業を指すのか、と分

かれてくるかと思います。 

 さらに、公共団体が運営する事業を行うに当たっては、１つ目に、採算ベースを

抜きにし、自治体が行わなければならない事業、２つ目に、自治体が行う必要はな

いが、地域住民のニーズがあり、かつ民間が参入しづらい事業、３つ目に、今申し

上げた②と同様に自治体が行う必要はないが、地域の福祉の向上や環境保全などの

必要な事業や、地域資源の活用を図り地域での雇用の確保や地域の活性化を図る上

で、政策上必要な事業など、幾つかに分かれるかと思います。 

 こうして分けられる事業であっても、事業スタート段階ではどうしても採算がと

れない事業もあり、その事業の将来性や地域に貢献している事業では、中長期的な

見通しの中で判断する必要があるかと思われます。このような分類を行い、どうし

ても採算がとれない事業については見直すことも必要だと考えております。 

 そこで、ご指摘の、まずおきのえらぶ食品リサイクルセンターについてでありま

すが、各事業所から排出される生ごみを回収し、液肥化処理することによって有機

肥料を生産し、これを農地に還元することにより土壌改良及び作物成長の促進を図

るとともに、ごみの減量化が達成することにより、環境保全効果やごみ処理施設の

延命化、処理費用の節減につながり、資源循環型社会の構築や町民負担の軽減が期

待できることから事業を継続しているところであります。 

 もう一つの特産品加工施設ですが、本町のシマ桑については、平成２５年度から
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加工場の運営が開始され、現在は栽培された桑の葉を原料に特産品加工場で粉末に

加工し、業務用製品と３つの商品を島内外に販売しております。 

 桑の生産は計画どおりに栽培が進められておりますが、販売についてはまだ収支

のバランスがとれないのも現実であります。しかし、販売面でも、平成２６年度で

販売額が６６１万６，０００円余でしたが、平成２７年の販売額が９２９万

７，０００円と伸びてきており、徐々にシマ桑の健康機能性へのよさが浸透しつつ

あり、改善しております。 

 今後も島内での普及を図るためのイベントの開催や、島外での販売を進める取扱

店の拡大、各種商談会でのＰＲ活動を強化し、販売額の拡大に取り組み、収支の改

善に引き続き努力してまいりたいと考えております。 

 ③です。沖泊から田皆岬、泊にかけての保安林には、モクマオ、フクギ、ハマボ

ウ、クサトベラ、アダンなどの樹種が植栽されております。モクマオについては強

風や塩害で倒れているものや、枯死しているものが目立ちますが、下層部の植栽に

ついてはツタが絡まっているものの、下のほうでは生育していると見られます。 

 保安林の整備については、地域からの要望に基づき、県が補助事業を導入し整備

を行っており、以前から申し上げておりますが、完成後は土地所有者が所有権を取

得していることからして、基本的には保安林の通常の維持管理は土地所有者が行う

こととなっています。地域で協力し除草などの管理を行い、保安林機能の確保を図

っていただきたいと考えています。 

 なお、植えかえについては、保安林改良事業で実施が可能ですので、地域からの

要望を取りまとめ、県へ事業申請をしていきたいと思います。 

 また、迫原と矢護仁屋の一部に関しては町の所有林ですので、町のほうで改植や

維持管理を進めていきたいと考えています。 

 大きな④です。 

 まず、田皆地区の県道改良につきましては、現在正名工区が道路改良工事を行っ

ており、平成３０年度の完成を予定しております。県財政も厳しく基本的に１事業

完了後に新規事業を実施する方針のため、正名工区が完了した後、田皆含め他の地

域の新規地区を要望として進めることを県から聞いております。 

 次に、田皆半当線のカーブ区間につきましては、知名西部地区畑地帯総合整備事

業を行った際、基盤整備においても道路整備においても地権者の反対があったため、

現在の形になったと聞いております。 

 今後、字の要望書とあわせて地権者の同意がいただけましたら、他の要望箇所と

の調整を図りながら、予算措置に向けて対応したいと考えています。 
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 以上で最初のお答えといたします。なお、不足等については再質問でお答えいた

します。 

 以上です。 

○２番（今井宏毅君） 

 当初申しましたように、説明しながら、またお伺いしたいと思います。再質問を

行います。 

 まず、１番の町の人口減についてや集落のあり方についてでありますが、人口減

対策、人口増が当然の課題とすれば、まず結婚。結婚にはまた交流、出会いの場所

も必要だと考えます。 

 まずは都会にいる地元出身者との交流、ふるさととのつながりが一番早く、また

大切であると考えます。田皆字についてちょっと考えてみたいと思いますが、今現

在行われている地方創生の最先端を田皆字は行っているのではないかと自負をする

ところであります。 

 読み上げますが、田皆字は集団墓地で１月１６日は墓正月。８月のお盆には都会

から夏休み等地元出身者の皆さんがたくさん帰省します。特に都会や地元で亡くな

った方の３３年忌はその亡くなった方の最後の祭り上げであり、８月のお盆には都

会にいる方々もやはりともども帰省し、親族や友人、故人ゆかりの人々が打ちそろ

って、家やホテルや親戚の家で祝い、お墓まで送る道中は、昔は唄者がおりました

が現在はＣＤで音楽、そして太鼓を打ち鳴らして、またお墓においてはモーヤンガ

ーを踊り、にぎやかに祭り上げの儀式を現在もやっております。 

 その折、帰省された方々やふだん字内でもなかなか親交のない方々も、全員田皆

岬で８月１２日前後岬まつりを実施、交流を深めております。まさにこのことが地

方創生の一環になっていると思っております。 

 これも他の集落に類を見ない大規模な集団墓地を持ち、奄美十景でもあり、現在

国定公園、２年後には国立公園にも昇格する予定の田皆岬で字外から多数の招待客

とともに大自然の中、壮大な８月の夕日を眺めながら東シナ海の大海原、灯台をバ

ックに、そして満天の星空のもと焼酎を酌み交わしながら、字民の芸能活動の発表、

また一年の無事故、無病息災、収穫に感謝し、干ばつ時の雨乞い祈願等を目的に田

皆岬まつりを開催しているところです。 

 以前の議会でも要望いたしましたが、再度聞いてみたいと思っておりますが、平

成１５年度から毎年実施し、１３年の実績を誇り、交流の場として定着してきたこ

の岬まつりを、町の祭りの一環として取り入れていただきたいと思っております。

そのことにより、今後奄美沖縄世界自然遺産が指定を受ける中、徳之島とやんばる
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とのはざまにある本町北西に位置するこの田皆岬まつりに大勢の方が集い、さらな

る交流、出会いの場になると確信しておりますが、そのことについてお伺いをいた

したいと思います。 

 夏祭りの一環としてどうですか。 

○町長（平安正盛君） 

 田皆が取り組んでいることに対しては、敬意を表するものであり、また今後も継

続的に盛大にやっていただきたいなと思うわけですが、やはりもちろん田皆のすば

らしさもありますが、ほかの地域でもいろいろ祭りもしていますし、またそれ以外

のいろんな取り組みをして個々に対応しているわけですので、じゃ、ほかの集落を

どうするのということにもなりますし、祭りはまち全体としてこれまでの恒例とし

て長い期間親しまれていますので、町としては現在進めている夏祭りについて、町

主体の中でやっていきたいと思うし、田皆の今指摘あった岬まつりについては、そ

れぞれ田皆で趣向を凝らしてまた盛大にやっていただいて、地域の皆さん並びに都

会にいらっしゃる皆さんの交流の場をさらに深めていただいてほしいし、またそれ

を期待するところであります。 

○２番（今井宏毅君） 

 これだけの実績を誇ってきて、１３年間続いております。さらに続いていきます。

その中で、先ほど申しましたように、世界自然遺産があり、またそれぞれの集落に

一定の基準、これだけクリアすれば、あなた方を町の祭りに格上げするんだという

ような一定の基準を設けて、それぞれ字同士競わせるような方法も必要かと考えて

おります。 

 字が夏祭りの一環として認めた場合は、これは町内外から多くの皆さんが田皆岬

に集い、大きな交流の場になると思っておりますので、先ほど町長はおっしゃいま

したが、再度そういう祭りを大きくする、これからの島外からのニーズに合わせた

ような、そういった大きな祭りにしていくつもりでありますが、その辺の再考を願

えませんでしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 気持ちはわかりますが、先ほど申し上げたとおり、やはり田皆、それぞれの地域

で、田皆だけではなくて、それは他の集落にもそれは波及効果をしてやっていただ

きたいし、さらに今の岬の件について言えば、田皆でさらに積極的に取り組んで、

地域の活性化あるいは交流の場を広げていくことを、私個人としては期待をいたす

ところであります。 

○２番（今井宏毅君） 



― 138 ― 

 わかりました。 

 私どもが一番心配するのは、民間団体、日本創成会議が発表した将来消滅する可

能性がある８９６自治体の中に入っている本町、臆測の話としてもそれに近い状態

にならないとも限らない。その各集落のイベント等に、先ほど申しましたように、

一定の基準を設け、クリアした件については町がお通しする。こぞって集落が競い

合う、これも町の活性化の一つではないかと思っておりますが、その件は私の思い

を申し上げまして、次に行きます。 

 関連しますが、もう１件、田皆字集団墓地に、集団納骨堂ができないかを伺いま

す。 

 理由として、田皆字集団墓地の現状として１５２件あったお墓が現在は２１墓減

の１３１件となっており、一族の中から都会に引き上げた数を上げれば、相当数の

空き墓があり、今後もふえることが予想されます。 

 そのことに歯どめをかけることはできませんが、ほんの少しの納骨や分骨スペー

スで納まる集団納骨堂を整備し、島から都会に出て苦労して帰りたくても帰れなか

った地元出身の都会での物故者に対し、希望する家族から分骨あるいは遺品を納め

る等してもらい、年会費や月々の経費で字が運営管理し、毎月１回月法要するとし

て、都会の家族の皆様に安心してもらい、島に改めて愛着を持ってもらい、先ほど

述べた法事や祭りを字の新公民館で宿泊しながら行い、希望すれば分骨もできる、

そうすることにより、公民館建設寄附も、いただいた恩返しにもつながるものと思

います。 

 また、地元においても高齢化が進んでおり、毎月の墓参りのできないお年寄りも

安心できると思います。高齢者にとって大変重い課題であると思っております。 

 さらに、都会で暮らす島出身者とだんだんと縁が薄くなっていくのではないかと

心配する中、きずなをさらに深めていくためにも、各字等に集団納骨堂があっても

いいのではないか、そのように考えます。このことも都会と地元のつながりの大事

なことだと思っております。 

 二世、三世の中には、親が亡くなり、島との縁が切れて解放されたという人もい

るということも聞いておりますが、クリアする問題は多いですが、地元出身の都会

在住の皆さんに共感をいただける方々もおられると思いますが、集団納骨堂予算立

てを含めてご一考をいただけませんでしょうか。答えをお願いします。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 お答えします。 

 田皆字の集団墓地は、字の経営になっていると考えております。そういう観点か
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ら、補助事業には当たらないのではないかと考えています。 

 これはあくまでも私の私案なんですけれども、コミュニティー助成事業等を利用

しての納骨堂の建設等をご検討いただけないかなと考えております。 

○２番（今井宏毅君） 

 この事業は田皆字だけではなく、それぞれの集落にあってもいいことだと思いま

すし、コミュニティー事業の中でやるとしても、それはそれでいいかと思いますが、

ここで簡単に切って捨てないで、日本全国にどういう例があるか、それからどうい

う予算措置があるのか、そういったところを勉強してからもう一回そういう返事を

していただきたいと思います。再度お願いします。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 以前、墓の件でご質問いただいたときにいろいろ調べさせていただいたんですが、

町営、市営、公営の墓地等を持って経営している自治体もございます。そのような

ところでは当然納骨堂から墓の管理、全てその自治体が行っているようでございま

す。 

 以上です。 

○２番（今井宏毅君） 

 先ほどから人口減、字の運営が非常に難しくなってきているような状況の中でこ

の問題を出したわけです。ですので、正直言いまして、なかなか人口減でこれから

その字自体が成り立つか成り立たないか、そういうところもある。字の統合とかは

なかなかできないことでありますが、ひとしく平等にサービスを受けるためにはい

ろんなことも考えていかなければいけないと思います。 

 そういった中で、一つの先例として、行政もともにお互いに考えながら、字に投

げつける、そういうことではなくお互いに勉強しながらやっていただきたいと思っ

ておりますので。 

 この件について、保健福祉課長でしたが、総務課長はどのようにお考えですか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今、保健福祉課長からもございましたし、田皆は集団的に１カ所にほぼ墓地が集

団化されているような箇所については、そのようなお考えもありますでしょうが、

また本町の各墓地を見渡していただきますと、非常に広がっているといいましょう

か、個々につくっている地区もたくさんありますので、その辺の調整は十分に図り

ながらしないと、集団ということはいかがと思いますので、今後の検討課題という

ことで、保健福祉課等を中心に、そういう墓地を形成している集落もあるというよ

うなことも含めながら、研究を重ねていったほうがよろしいんじゃないかと思いま



― 140 ― 

す。 

○２番（今井宏毅君） 

 先ほど、集団墓地があるということを前提に言ったわけですけれども、これは逆

に、ないところが一番必要じゃないかというふうに思います。ということは、集団

墓地であればそこでできるが、各字、集落館、公民館とかいろんなところで墓地と

は別に集団納骨堂を別に建設すれば、いろんな中で、それぞれの都会からも、ある

いは自分たちの地元の高齢者の方々もいろんな利便性が図れる。 

 これは集団墓地だからだけではなくて、それぞれの集落に必要なことだと思って

おりますし、いきなり出てやりましょうということは１００％あり得ないことです

し、今後こういったことも含めて地域が抱えている問題をともにそれぞれ共有して

いただいて、ぜひ字の集落形成の継承を一緒になって考えていただきたいというよ

うなことで、この問題も出しておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 今後、ともにいろんなことを考えていかなければいけないことだと思っておりま

すので、この件についてはこれで終わります。 

 次に、先ほど町長からいろいろありました。ですが、私は自治体がやったからと

いって、それは当然長期とかある程度の一定の年数は経ないといけない。あるいは、

雇用が大事だということも十分理解はしているつもりですが、恐らく、まずはこの

おきのえらぶ食品リサイクルセンターについてからちょっとお聞きしていきたいと

思いますが。 

 その前にちょっと、すみません、戻ります。先ほど、農業施策とありましたが、

そこのところに、大変申しわけないですが、返っていただきたいと思います。 

 農業施策についてでありますが、本町、総面積わずか５，３３０ヘクタール。耕

地面積３９．８％の２，１２０ヘクタールしかない本町であります。高齢化が進む

中、機械化が図られている基幹作物のサトウキビを中心に、もっと単収単価の高い

品目の導入も図っていく必要があると思っております。 

 農林課長、その辺はどのようにお考えですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 本町の農業については、今のところサトウキビを中心に輸送野菜ですとか、それ

から切り花、葉たばこに畜産を組み合わせた農業を展開しております。今後もこの

基本方針に沿って進めていきたいと思いますけれども、おっしゃるように単収、そ

れから単価が、収益が高い品目の導入も大事でございまして、今後、また畑かんが

整備が進められるに伴って、そういった施設化ですとか、単価が高い作物の導入も

可能かと思っておりますので、そこら辺も考慮して進めていきたいと思います。 
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○２番（今井宏毅君） 

 具体的に何をどうするということは、まだ新しくなったばかりで、今後に期待を

したいと思います。 

 私のほうから一つ、まずソバです。ソバ、これは年に４回収穫できます。台風が

あったとしても年に３回は収穫できる。そして、このソバというのは雑草が生えな

い。これは、龍郷町がやるずっと前から、種を仕入れてから、私はちょっと忙しく

て種を腐らせたことがあるんですが、おととしの話なんですが、もったいないこと

をしたなと思っておりますが、ぜひこういうことも含めて考えていただきたいし、

それから、本町もマンゴーが盛んであります。非常に売れて、物が足りないような

状況にもあるようでありますが、これはいずれ飽和状態も来るのかなと心配もする

ところであります。 

 まず、そういった物にかわる物といいますと、アボカド。これは９７％国外から

輸入されております。わずか３％しか国産はありません。そういったアボカド等を

栽培したいという農家があれば、今後、奄振事業の中に申し込み者があれば取り込

んでいくような手だてが必要だと思っておりますが、その件についてどう思われま

すか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 新しい品目としてアボカドのご提案があったところですけれども、アボカドにつ

いて若干沖縄のほうでも栽培がなされているみたいですので、そこら辺の栽培の状

況、それから販売の状況も調査をしながら、もしまた島内でそういった動きがあり

ましたら、対応していきたいと思います。 

○２番（今井宏毅君） 

 ぜひ取り入れて、奄振事業の一環に取り込んで栽培農家を育てていただきたいと

思っております。 

 それから、ちなみに各島々、喜界島には白ゴマ、それから奄美大島の、最近新聞

にも出ました、チャマメ、枝豆ですか、龍郷のソバ、徳之島の長命草、与論のモズ

ク、各島々特産品を持っております。 

 我が知名町においては何が特産品なのか。先ほど来から特産品をつくっていくと

いうようなお話もありましたが、今現在はどのような状況でしょうか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 本町の特産品については、大きな品目として上がってきていないところですけれ

ども、徐々にふえつつあるのが、スナップエンドウというものが若干生産が進みつ

つあります。それから、また桑も頑張って販売も拡大して、また伸ばしていければ
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なというふうに考えています。 

○２番（今井宏毅君） 

 わかりました。桑葉はわかりますが、スナップエンドウが特産品になるのか、そ

の辺をまた頑張っていただければと思います。 

 それから、私たちのこの島の中には、雑草の中に薬効成分の高い植物はないか。

またそういったところの中で、産学官民でそういったものの発掘はできないのか。

そのような計画も持っていただきたいと思いますが、どのようにお考えですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 健康への効能のある薬草等はあるみたいですけれども、本町での生産はない状況

です。 

○２番（今井宏毅君） 

 徳之島には長命草がありますね。私たちの島にも長命草もたくさん海岸線にある

ということであります。じゃ、果たしてよそのまねはできないのか。いいことはど

んどんまねて、もしそうであれば全体量が絶対足りないと思いますので、薬品会社

との提携になると単収が相当上がってくるものと思いますので、ぜひともそういう

ことも含めた産学官民で、まずいろんなことも、時期が来ればそういうことも計画

していただきたいと要望をしておきたいと思います。 

 それから、去る５月２６日、議員と語る会の中で、上城公民館で、園芸マーケｯ

トの作物には補助がつくが伝統あるユリ球根事業等については何の手だてもないと

の意見があったわけですが、この件について、どのように区長さん方に議員と語る

会の中の結果をお知らせしているのか、その件についてお聞かせください。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 議員と語る会の中でそういった質問があったということでお聞きはしております。

ただ、現状としてユリの球根に農薬の補助ができるとか、そういったところは行っ

ていないところです。 

○２番（今井宏毅君） 

 何百年の伝統のあるユリであります。今後そういったところも含めて考えて、新

しい作物にばかり助成をつけないで、それはつけてありがたいことですので、ユリ

球根事業も絶やさないような、そのような一つ努力もまた要請しておきたいと思い

ます。 

 次、行きます。 

 次に、おきのえらぶ食品リサイクルセンターについてですが、先ほど保健福祉課

長のほうから、１人雇用がいるというようなお話を聞きましたが、これはＧＡＩＡ
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の社員ですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 沖縄のＧＡＩＡさんが雇用しております。ただし、ＧＡＩＡさんは沖縄に本部が

ありますので、その採用についてはこちらのほうで防災無線等を通じて募集を行っ

ております。 

○２番（今井宏毅君） 

 今ＧＡＩＡさんがやっているその事業、これの成分分析表がありますが、この成

分分析表について課長はどのようにお考えですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 まず、この液肥については有機物の肥料であると。有機物以外の無機物、化学物

質は入っていないということと、あと肥料の３要素が含まれていると、そういうふ

うに理解しております。 

○２番（今井宏毅君） 

 非常にこの証明書、これ曖昧です。こんなもの絵に描いた餅ですよ。これはその

日その日に出てくるその食品から全く変わってくるわけですから、一定じゃないわ

けです。したがって使い勝手が悪い。農家のいろんな生の声を聞くと、成分が一定

でない、使いものにならないというような、購入しても余っているというふうな状

況であります。 

 それにしても、この決算書、積算を見ますと、歳入、その売ったお金４６万円に

対し、起債を含めて総事業費７４４万２，０００円かかっております。このような

莫大な中には、この管理委託料というのが５００万円入っております。これは毎年

払うわけですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 これはＧＡＩＡさんに委託料として、施設の維持管理委託料。もちろんこの中に

はその１名分の賃金も含まれております。 

○２番（今井宏毅君） 

 非常にこの成分がいいのか悪いのか、全くわかりません。これは毎年７００万円

ぐらいの赤字を出している。しかもこの構造などはほとんど信用できないようなと

ころがあると思うんです。 

 例えば、私どもが勉強するところは、地元の土壌菌をつくり培養するのが一番い

いということです。そして光合成菌、乳酸菌を培養し、同時に使うことで分解速度

が速くなり、におい等の処理も可能になる。実際にこういうただみたいな、そのＧ

ＡＩＡの中の仕組みとかそういう説明は全部受けているわけですか。 
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○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ええ、導入時には沖縄まで施設見学していろいろ導入計画を立てているようです

ので、書類の説明等を受けているはずです。 

 それと、成分が何かについてですが、窒素、リン、カリ、それぞれ含まれており

ますので、肥料としては十分だと考えております。 

○２番（今井宏毅君） 

 成分分析表ですから、その日の出したものについては、これは立派なものが出て

おります。しかし日々変わってくる材料の中で一定じゃないということは、もう明

白の明白です。 

 それと、私はＧＡＩＡの本社まで、沖縄の市場まで行ってきました。沖縄でも

３年ぐらい前ですけれども、売れなくて、本社が売れなくて非常に困っておりまし

た。ここの数字を見てみると、年間４６万円しか売れていない。そんな中で総事業

費は７４２万４，０００円。これは先ほど町長が言いましたけれども、余りに収入

に対して支出が乖離している。こんな状況で、これは町民の皆さんが納得するかど

うかですよね。費用対効果、事業効果を含めた中でも、これはぜひ、言いますけれ

ども、私はこの事業はもう即刻中止をするべきだと思っております。 

 どういう契約を交わしたのか、その辺を一回勉強してみたいなと思っております

が、即刻やめることができる状況にあるわけですか、ないわけですか、教えてくだ

さい。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ＧＡＩＡとの契約については、双方から協議があれば、これはやめることができ

ると考えております。 

 ただ、この収支、かなり悪いですが、先ほど町長からもありましたとおり、捨て

ればごみの資源を有効活用して資源にすると。肥料を生産して、またそれからまた

作物をつくってまた人間が食べる食物にすると、そういう循環型社会をつくるとい

う観点と、それからごみを減らして、このままですと焼却炉で燃やすしかないごみ

なんですが、それを燃やすことなく資源とするということで、低炭素社会の構築に

もつながるのではないかと、そういう事業ですので、公共団体がやらなくてもいい

事業かもしれませんが、ただし町民の福祉のため、環境、地球温暖化防止のために

は必要な事業ではないかと私は思っております。 

○２番（今井宏毅君） 

 それは名目は立派ですね。十分それで通用すると思います。 

 しかしながら一般社会の中において、果たして毎年７００万円から前後の赤字を
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食らう、そしてそこに我々町からの雇用もない。そんな事業に、これを町民がどう

ぞやってくださいというようなことはまずないと思います。ほかの方法が幾らでも

あると思います。ですので、この事業に関しては、私は単独決算を組んで、そして

町の広報紙にも載せて、町民の審判を仰ぐべきではないかとそのように思います。

どう思いますか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 財源の中に過疎債も入っておりますが、過疎債７００万円程度お借りします。そ

れで７割程度は交付税で返ってきますので、５００万円程度返ってくると。それで

も赤字は赤字なんですが。 

 民間が、このような事業をしていただけるような事業所が出たら、もう即刻引い

てもいいと考えておりますが、ただしこれは、そういう自然循環社会とか、いろん

な低炭素社会を構築するなどの目標を持った事業ですので、まだまだ検討させてい

ただきたいと思います。 

○２番（今井宏毅君） 

 こんな赤字会社、ＰＦＩでも受ける方は一人もいませんよ。ですので、これは町

として決断をするべきときじゃないかなと、そのように思っております。町の職員

も一人もいないうちに、この事業は即刻廃止をして、であればいいんですけれども、

今後も続けるということであれば、町のこの事業に対する単独決算を組んで審判を

仰がないといけないことだと思っています。 

 そのことについて、町長、一言。 

○町長（平安正盛君） 

 まず幾つか疑問があるんですが、私どもは信頼ができる検査機関に検査を委託し

ているわけですので、その数字はやっぱり信頼をしなきゃいかんし、またそのこと

によってこれだけの成分になっていますよということをＰＲをしているわけですの

で、そのデータは、あくまでもその資格を持っている検査機関ですので、これに対

していろいろ言われるのはどうかなと思うし、もちろんある時点のものでの検査の

数値ですので、それは日々、あるいは時間帯によって変わるでしょうけれども、お

おむね全体的にはこの数字で推移しているものだと思っていますので、まずその検

査結果の数値は信頼をしていただきたいというふうに思います。 

 それから、いろいろ当初からこの建築する段階で、議会の皆さんに議案を出して

いろいろご審議いただいて、ご理解いただいて予算を執行してきているわけですの

で、施設について今どうのこうのということは、また今後の動向も見きわめなけれ

ばいけないわけですので、即中止というのもいかがなものかなというように思いま
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す。 

 なお、一時いろいろ在庫もかなり抱えた時期もあります。ただ最近、去年あたり

から桑の栽培をしている皆さんが非常に桑に効くということで、むしろ今在庫が足

りないぐらい量がいっています。 

 ただ、施設の規模が量に追いつかないので、もちろんそれ以上の売り上げ、投資

に見合う売り上げがないわけですけれども、施設の規模に応じた出荷量は出ていま

すので、桑の皆さん、非常にその食品リサイクルセンターから出た液肥は重宝がっ

ております。先ほど申し上げたように、今足りないぐらいです。 

 たまたま今回、ＧＡＩＡさんが雇用している職員１人が、健康上の理由もあるし、

また長年大きなメンテナンスもしてありませんでしたので、今回メンテナンスをし

て、新たな、またその後、各生ごみの搬出する事業所の皆さんのご協力をいただい

て、改めてまたリサイクルセンターとして機能を果たしたいというように思ってい

ます。 

○２番（今井宏毅君） 

 検査結果についてとやかく言うことは、私はありません。私も食品会社を経営し

ている関係で、その出す回数、いろいろ１回だけでの検査はこれで結構です。それ

をずっと、じゃ年間通して何回検査して、その平均がどうだというようなことまで

詰めていかないと、この１回の結果だけでは、これはその１回だけに関してはこれ

は疑いもない事実です。何回かしないと平均値が出ない。そんなことで先ほど申し

述べたわけです。 

 それから、私が言いたいのは、これだけの赤字をいつ解消できるかということで

す、７００万円からの。もちろん起債もあります。先ほど起債の話もありましたが、

７割返ってくる。じゃ、その７割、これはこの事業がずっと抱えている限りずっと

起債を起こして、そして国がずっと補償するわけですか。それは国の政府がかわっ

たり、いろんな事情の中で絶対７割の補償というのも１００％ではないと思ってお

ります。 

 そういったことも含めて、この事業を思い切ってやめるかどうかを含めて、しっ

かりと検証していただいて、まちの町民が納得できるような形にしていただきたい

と思っております。 

 次、まいります。 

 それから次が、これも、えらぶ特産品加工事業について、いつまでたっても出口

が見えない。さらに、こちらについても、私も平成２５年から営業するということ

でまだ３年、そんな中で大変苦しい思いはしていると思います。この事業に関して
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は雇用もあり、それから品質が非常にいいということは当然認めます。 

 そんな中で、出口が見えないというようなことでありましたが、最近ちょっと明

るい展望が見えてきたということでありますが、先ほど資料をいただいたんですが、

１，３６０万円ぐらいの赤字だということでありますが、先ほど予算書を見れば、

地域経済喚起・生活支援型交付金事業費として、企画のほうからも３９０万

１，０００円が支出で計上されております。 

 課長、伺いますが、先ほどの農林課の資料の中には赤字が１，３６０万円という

ことでありましたが、再度確認したいと思いますが、この３９０万１，０００円も

含めた１，７５１万６，４９０円というのが全体の支出ですか。その件についてお

尋ねします。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 桑の経費についてですけれども、一部その販売にかかわるところで補助事業を活

用してやっている部分は企画のほうから出ております。この経費の中にそれが含ま

れているかどうかは、ちょっとまた確認をしてお答えをしたいと思います。 

○２番（今井宏毅君） 

 それでは、この事業は非常に品物がいい、健康にもいいということで、今後の展

開を期待したいと思いますが、今現在、言ったって、とどまるも行くも引くも全部

大変だと思います。雇用があり、その雇用を切ることはできない。また、そのまま

その耐用年数とかいろんな償却年数とかいろいろある。そんな中で引くもとどまる

も、行くも絶対身動きできないような今現状だと思います。 

 そこで、本当にこの３年分ぐらいの宣伝費を一気に使って、海外も含めた販路を

大きく開拓して一気に黒字に持っていくような大胆な発想をぜひ持っていただいて、

この事業を成功させていただきたい。そのように思っておりますがいかがですか。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 桑の販売については、２６年９月から製品を開発しまして販売を開始している状

況です。その中で、徐々にでありますけれども、その桑製品の体へのよさが認識を

されまして、徐々に販売が伸びていっている状況です。 

 今後もそういったところに販売に力を入れまして、また島内での普及、それから

島外、全国的にいろんなところで取扱店をふやして販売を進めていきたいと思って

います。 

○２番（今井宏毅君） 

 新しい課長にこのような事業を一人に押しつける、その課に押しつけるだけでな

く、職員、首長を含めた全体の問題と捉えて、ぜひ成功させていただきたいと思い
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ます。課長一人では無理です。ぜひみんなの協力をお願いして成功させていただき

たいと思っております。 

 次、行きます。 

 防風林対策、３番についてですが、こちらのほうは県議のほうからも、先ほど町

長からもありましたが、個人と言いますが、個人も高齢化の中で絶対手が回らない

ような状況がありまして、それはそれ、決まりは決まりとして、何らかの対策、今

いろんな字に対しての事業もありますが、そこも含めて規模が大き過ぎます。そう

いったところも含めて、ぜひいろんなことも考えながらやっていただきたい。 

 そこで、聞きたいんですが、この防風林、こちらのほう、今のままでいくとこの

先何年もかかります。そういったときに何か知恵はありませんか。これは耕地課長

も初めてですので、耕地課長と農林課長と２人に聞いてみたいと思いますが、いか

がですか。 

○耕地課長（窪田政英君） 

 耕地課が今担当していますのが、基盤整備地区における防風帯というのを、今、

特に田皆のほうでしたら第１、第２西原に、最近ですと第２西原地区に幅５メート

ルの防風帯を設置しております。 

 これについても、議員おっしゃるように２０年、３０年レンジの事業でありまし

て、その植えた木が実際に防風垣となるのは長いですので、こればかりは少し県と

また協議しながら考えていきたいとは思います。 

○２番（今井宏毅君） 

 時間がありませんので農林課長、結構です。アドバイスとしてぜひその状態に合

った作物、そういったところをまず努力をしていただいて、単収の上がる方法をぜ

ひアドバイスをしていただきたいと思っております。 

 次、行きます。 

 最後に、道路なんですが、先ほど町長から説明がありましたけれども、建設課長、

再度説明をお願いします。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 まず、田皆地区の県道改良につきまして、県のほうと協議をいたしまして、現在

正名工区を行っておりますが、平成３０年度に完成予定というふうに言っておりま

す。 

 県も早目にという考えはあるんですが、どうしても基本的に１事業完了後に次の

場所ということで、正名工区が終わりましたら田皆地区を含めまた検討したいとい

うふうなことでしたので、多分正名地区の後は田皆地区に移っていただけるという
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ふうに思っております。 

 それから、田皆半当線のカーブ区間の件ですけれども、先ほど町長の説明にあり

ました当初基盤整備、それから道路整備事業で地権者の反対があったということで

ありますので、今後はその地権者の同意書も含めて、字の要望書もいただきました

ら、他の要望箇所もございますので、そことのまた調整も行いながら予算措置に向

けて対応したいというふうに思っています。 

○２番（今井宏毅君） 

 ぜひ頑張っていただきたい。字においても十分土地の所有者と協議をして、近い

うちにお知らせに上がりたいと思っております。 

 その県道について、先ほどのカーブのところの擁壁について一言お願いします。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 田皆のカーブのところ。 

○２番（今井宏毅君） 

 カーブの左側に大当の家に擁壁があるんですよ。そこが見えにくいんですね、正

名よりに。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 その件はすみません、確認をしておりませんので、今後確認をとりまして、また

対応したいというふうに思います。 

○２番（今井宏毅君） 

 ではそのようにひとつお願いをして。私、県のほうに行きまして、県の職員が確

認をするということでありました、建設課等含めて確認をしたいということでした

ので、ぜひお願いしたいと思います。 

 いろいろと質問させていただきました。これで私も最後になりますが、今後は議

員という手かせ足かせを外して、大いに皆さん方と一緒に協力しながら、あるいは

切磋琢磨しながら地域おこしにお互い頑張っていきたいと思っております。 

 皆さん方のますますの活躍をご祈念申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（今井吉男君） 

 これで今井宏毅君の一般質問を終わります。 

 以上で通告による一般質問は全部終了しました。 

 これで一般質問を終わります。 

 執行部当局におかれましては、これらの質問や要請事項等を真摯に受けとめ、適

切なる対処をお願いいたします。 
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 昨日の４名、本日の５名、計９名の議員の皆さん、ご苦労さまでした。 

 本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 あす１６日は午前１０時から会議を開きます。 

 お疲れさまでした。 

散 会 午後 ４時２３分 
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平成２８年第２回知名町議会定例会議事日程 

平成２８年６月１６日（木曜日）午前10時00分開議 

 

 

１．議事日程（第３号） 

 ○開議の宣告 

 ○日程第 １ 承認第 １号 専決第 １号 専決処分について承認を求める件 

               ○知名町税条例等の一部を改正する条例 

 ○日程第 ２ 承認第 ２号 専決第 ２号 専決処分について承認を求める件 

               ○知名町国民健康保険税条例の一部を改正する条 

                例 

 ○日程第 ３ 承認第 ３号 専決第 ３号 専決処分について承認を求める件 

               ○知名町立へき地保健福祉館等の設置及び管理に 

                関する条例の一部を改正する条例 

 ○日程第 ４ 承認第 ４号 専決第 ４号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町一般会計補正予算（第６  

                号） 

 ○日程第 ５ 承認第 ５号 専決第 ５号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町国民健康保険特別会計補正 

                予算（第４号） 

 ○日程第 ６ 承認第 ６号 専決第 ６号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町介護保険特別会計補正予算 

                （第３号） 

 ○日程第 ７ 承認第 ７号 専決第 ７号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町後期高齢者医療特別会計補 

                正予算（第２号） 

 ○日程第 ８ 承認第 ８号 専決第 ８号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町奨学資金特別会計補正予算 

                （第３号） 

 ○日程第 ９ 承認第 ９号 専決第 ９号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町下水道事業特別会計補正予 

                算（第４号） 

 ○日程第１０ 承認第１０号 専決第１０号 専決処分について承認を求める件 
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               ○平成２７年度知名町農業集落排水事業特別会計 

                補正予算（第４号） 

 ○日程第１１ 承認第１１号 専決第１１号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町合併処理浄化槽事業特別会 

                計補正予算（第４号） 

 ○日程第１２ 承認第１２号 専決第１２号 専決処分について承認を求める件 

               ○平成２７年度知名町土地改良事業換地清算特別 

                会計補正予算（第２号） 

 ○日程第１３ 議案第４２号 知名町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条 

               例について 

 ○日程第１４ 議案第４３号 長期継続契約を締結することができる契約を定め 

               る条例の制定について 

 ○日程第１５ 議案第４４号 平成２８年度知名町一般会計補正予算（第１号） 

 ○日程第１６ 議案第４５号 平成２８年度知名町国民健康保険特別会計補正予 

               算（第１号） 

 ○日程第１７ 議案第４６号 平成２８年度知名町後期高齢者医療特別会計補正 

               予算（第１号） 

 ○日程第１８ 議案第４７号 平成２８年度知名町土地改良事業換地清算特別会 

               計補正予算（第１号） 

 ○日程第１９ 議案第４８号 知名辺地総合整備計画の策定について 

 ○日程第２０ 議案第４９号 知名町過疎地域自立促進計画の変更について 

 ○日程第２１ 議案第５０号 工事請負契約の締結について（知名認定こども園 

               園舎新築工事１工区） 

 ○日程第２２ 議案第５１号 工事請負契約の締結について（知名認定こども園 

               園舎新築工事２工区） 

 ○日程第２３ 議案第５２号 物品売買契約の締結について（消防ポンプ自動車 

               （上平川分団）購入） 

 ○日程第２４ 陳情第 ５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の 

               １復元、複式学級解消をはかるための、２０１７ 

               年度政府予算に係る意見書採択の要請について 

 ○日程第２５ 発議第 ５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の 

               １復元、複式学級解消をはかるための、２０１７ 

               年度政府予算に係る意見書 
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 ○日程第２６ 発議第 ６号 議員派遣の件について 

 ○日程第２７ 決定第 ２号 閉会中の継続審査の件について 

 ○日程第２８ 決定第 ３号 閉会中の継続調査の件について 

 ○閉会の宣告 

 

１．本日の会議に付した事件 

 ○議事日程のとおり 
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１．出席議員（12名） 

議席番号    氏   名  議席番号    氏   名 

  １番  田 中   富 行 君    ２番  今 井   宏 毅 君 

  ３番  名 間   武 忠 君    ５番  森 山     進 君 

  ６番  山 崎   賢 治 君    ７番  平     秀 徳 君 

  ８番  松 元   道 芳 君    ９番  東     善一郎 君 

 １０番  西 田   治 利 君   １１番  奥 山   直 武 君 

 １２番  福 井   源乃介 君   １３番  今 井   吉 男 君 

 

１．欠席議員（０名） 
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△開 会 午前１０時００分 

 

○議長（今井吉男君） 

 議場におられる皆さん、ご起立ください。 

 おはようございます。お座りください。 

 これから本日の会議を開きます。 

 まず、議事に入る前に、農林課長より昨日の今井宏毅議員、一昨日の山崎賢治議

員の一般質問に対する追加の答弁があります。 

○農林課長（上村隆一郎君） 

 昨日、今井議員のほうから、えらぶ特産品加工場についての経費のところでご質

問がありましたので、確認をしてお答えをしたいと思います。 

 経費、支出の部分ですけれども、企画の補助事業を活用した分も含めての数字で

ございます。含めて２，２９１万２，９２０円がかかった経費であります。 

 それから、さとうきび増産基金事業のセーフティーネットに係る事業で、少し動

きがありましたので情報をおつなぎしたいと思います。６月１０日時点で、鹿児島

県の病害虫防除所のほうから、イネヨトウ（メイチュウ）の発生予察注意報第１号

というのが出されました。それを受けまして、新聞等でも被害の状況だとかいうこ

とで報道されているところですけれども、まず、防除に努めていただきたいと思い

ます。 

 それから、こういった注意報が出されましたので、沖永良部さとうきび生産対策

本部のほうで、セーフティーネットの事業申請を予定しているようです。 

 以上です。 

 

△日程第１ 承認第１号 知名町税条例等の一部を改正する条例 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１、承認第１号、専決処分について承認を求める件（知名町税条例等の一

部を改正する条例）を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 おはようございます。 

 それでは、ただいまご提案いたしました承認第１号、知名町税条例等の一部を改

正する条例の説明をいたします。 
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 地方税法の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方

税法施行規則の一部を改正する省令が平成２８年３月３１日に公布されたことに伴

い、知名町税条例についても一部改正を行う必要が生じたため、専決処分を行った

ところで、議会の承認を求めるものであります。 

 主な改正内容としては、法人住民税法人税割の税率の改正で、９．７％から

６．６％に引き下げる。２つ目に、法人及び個人住民税の税額が修正申告等により

変更になった場合の延滞金の計算について、計算期間から一定の期間を控除して計

算することとする旨の追加。３つ目に、軽自動車税を種別割による課税への変更。

４つ目に、軽自動車取得税を廃止し、環境性能割による課税制度の導入。５つ目に、

再生可能エネルギー発電設備等に係る固定資産税の課税標準の特例措置、いわゆる

わがまち特例の延長等が主なものであります。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから本件に対する総括質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に改正事項による質疑を行います。 

 知名町税条例の一部改正、第１条、１ページから。 

○町長（平安正盛君） 

 ちょっと私の勘違いで、おわびして訂正をさせていただきたいと思います。 

 先ほど主な改正の内容で、法人住民税の法人税割の税率改正を、６．０％と言う

べきところを６．６％と言ったようですので、正式には６．６％で、条例どおり 

〔「６．０」と呼ぶ者あり〕 

○町長（平安正盛君） 

 ６．０％ですよ。だから、６．６％と申したのを６．０％が正解ですので、訂正

をしておきます。 

○議長（今井吉男君） 

 第１条、１ページから。 

 ２ページ。 

３ページ。 

４ページ。 

５ページ。 

６ページ。 
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７ページ。 

 知名町税条例等の一部を改正する条例の一部改正、第２条、８ページ。 

 ９ページ。 

 附則１０ページまで。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで改正事項による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第１号、専決処分について承認を求める件（知名町税条例等の一部

を改正する条例）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１号、専決処分について承認を求める件（知名町税条例等の

一部を改正する条例）は承認することに決定しました。 

 

△日程第２ 承認第２号 知名町国民健康保険税条例の一部を改正す 

            る条例 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２、承認第２号、専決処分について承認を求める件（知名町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例）を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第２号は、専決処分した事項の承認を求めるも

ので、案件として、知名町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の案件であり

ます。 

 地方税法施行令の一部を改正する政令が平成２８年３月３１日に公布され、平成
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２８年４月１日に施行されたことに伴い、知名町国民健康保険税条例についても一

部改正を行う必要が生じたため、専決処分を行ったものであります。 

 主な改正内容としまして、国民健康保険税に係る課税限度額について基礎課税額

に係る限度額を５４万円に、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を１９万

円に引き上げ、低所得者の国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、５割

軽減、２割軽減の対象となる世帯の保険税の算定に係る基準を変更したものであり

ます。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから本件に対する総括的質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に改正事項による質疑を行います。 

 １ページ。 

 第２条、第２項から附則まで。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで改正事項による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第２号、専決処分について承認を求める件（知名町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第２号、専決処分について承認を求める件（知名町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例）は承認することに決定しました。 

 

△日程第３ 承認第３号 知名町立へき地保健福祉館等の設置及び管 
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            理に関する条例の一部を改正する条例 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第３、承認第３号、専決処分について承認を求める件（知名町立へき地保健

福祉館等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例）を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第３号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついて、案件は、知名町立へき地保健福祉館等の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する案件であります。 

 田皆コミュニティーセンターが完成したのに伴い、その設置及び管理に関する規

定を整備するために、同条例の一部を改正する必要が生じたため、専決処分を行っ

たものであります。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから本件に対する総括的質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に改正事項による質疑を行います。 

 １ページ、第１条から附則まで。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで改正事項による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第３号、専決処分について承認を求める件（知名町立へき地保健福

祉館等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第３号、専決処分について承認を求める件（知名町立へき地保

健福祉館等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例）は承認することに

決定しました。 

 

△日程第４ 承認第４号 平成２７年度知名町一般会計補正予算（第 

            ６号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第４、承認第４号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

一般会計補正予算（第６号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第４号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてで、案件は、平成２７年度知名町一般会計補正予算（第６号）に関する案件

であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億３，９７４万４，０００円減額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ５７億３，８９３万３，０００円と定めました。 

 主な補正内容は、歳入については、交付決定により地方消費税交付金及び特別交

付税を増額計上し、財源不足解消見込みにより財政調整基金繰入金を全額減額計上

しました。そのほか、平成２７年度における地方譲与税、各種交付金等の確定を初

め、分担金及び負担金、使用料及び手数料、国庫支出金、県支出金、財産収入、寄

附金、繰入金、諸収入、町債等の決定等に伴う増減を行っております。 

 また、歳出については、平成２７年度決算見込みにより財政調整基金及び庁舎建

設基金、予備費を増額計上し、各種事務事業費の確定に伴う増減及び前年度に引き

続き徹底した経費の節減を図った結果、各款において経常経費等を減額計上いたし

ました。 

 地方債については、事業費等の決定により限度額の調整を行っております。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 
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 歳出、２ページ 

 ３ページ。 

 ４ページ。 

５ページ。 

６ページ。 

 第２表、地方債補正、７ページ。 

 ８ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、１２ページから。 

 １３ぺージ 

 １４ページ。 

 １５ページ。 

 １６ページ。 

 １７ページ。 

 １８ページ。 

 １９ページ。 

 ２０ページ。 

 ２１ページ。 

 ２２ページ。 

 ２３ページ。 

 ２４ページ。 

 ２５ページ。 

 ２６ページ。 

 ２７ページ。 

 歳出、２８ページから。 

２９ページ。 

３０ページ。 

３１ページ。 

３２ページ。 

３３ページ。 

３４ページ。 
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３５ページ。 

３６ページ。 

３７ページ。 

３８ページ。 

３９ページ。 

４０ページ。 

４１ページ。 

４２ページ。 

４３ページ。 

４４ページ。 

４５ページ。 

４６ページ。 

４７ページ。 

４８ページ。 

４９ページ。 

５０ページ。 

５１ページ。 

５２ページ。 

５３ページ。 

５４ページ。 

５５ページ。 

５６ページ。 

５７ページ。 

５８ページ。 

５９ページ。 

６０ページ。 

６１ページ。 

６２ページ。 

６３ページ。 

６４ページ。 

６５ページ。 

６６ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第４号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町一

般会計補正予算（第６号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第４号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町一般会計補正予算（第６号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第５ 承認第５号 平成２７年度知名町国民健康保険特別会計 

            補正予算（第４号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第５、承認第５号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

国民健康保険特別会計補正予算（第４号））を議題といたします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第５号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてですが、平成２７年度知名町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に関

する案件であります。 

 歳入歳出それぞれ５，８２０万１，０００円を減額し、歳入歳出の総額を１２億

２，４９６万３，０００円と定めました。 

 主な補正は、歳入では、国民健康保険税、国庫支出金、共同事業交付金、繰入金

の減額、県支出金、諸収入の増額を計上いたしました。 

 歳出では、総務費、保険給付費、共同事業拠出金、保健事業費、公債費、予備費

の減額が主なものであります。 
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 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 ２ページ。 

 歳出、３ページ。 

 ４ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、８ページから。 

９ページ。 

１０ページ。 

１１ページ。 

 歳出、１２ページから。 

１３ページ。 

１４ページ。 

１５ページ。 

１６ページ。 

１７ページ。 

１８ページ 

１９ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第５号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号））を採決します。 

 お諮りします。 
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 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第５号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第６ 承認第６号 平成２７年度知名町介護保険特別会計補正 

            予算（第３号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第６、承認第６号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

介護保険特別会計補正予算（第３号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第６号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてですが、平成２７年度知名町介護保険特別会計補正予算（第３号）に関する

案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７，１６４万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を７億５，９００万８，０００円と定めました。 

 主な補正の内容は、歳入については、１号被保険者保険料収納額の確定に伴う保

険料の増額計上を初め、使用料及び手数料、諸収入を増額計上し、保険給付費の確

定により国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金を減額計上し、その他財

産収入を減額計上しました。 

 歳出については、総務費では人件費や物件費の確定に伴う減額計上、保険給付費

は給付費確定に伴う減額及び増額計上し、また、それぞれのサービス給付費の目款

の予算組み替えを行っております。地域支援事業費は事業費の確定に伴い減額計上

し、基金積立金及び予備費の減額計上をいたしました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 
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 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページから。 

 ６ページ。 

 歳出、７ページから。 

８ページ。 

９ページ。 

１０ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第６号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町介

護保険特別会計補正予算（第３号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第６号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町介護保険特別会計補正予算（第３号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第７ 承認第７号 平成２７年度知名町後期高齢者医療特別会 

            計補正予算（第２号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第７、承認第７号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））を議題とします。 
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 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第７号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてですが、平成２７年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ６２３万１，０００円減額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ７，５４６万７，０００円と定めました。 

 主な補正内容は、歳入では、後期高齢者医療保険料、繰入金、諸収入の減額を計

上し、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金、保健事業費、予備費の減額を計

上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

○１２番（福井源乃介君） 

 ３つの会計で、約１億３，０００万円からの減額になっておりますが、現状、本

町の老人福祉関係の環境はどうなっているんでしょうか。その辺の減額の理由と、

それと現状、介護、３つの会計を含めて本町の高齢者福祉環境は、今、どのような

状態でしょうか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 大まかにですが、被保険者がそれぞれの会計で少しずつ減っております。国保、

介護、それから後期高齢者の受給資格者です。それに伴うものと、また、ほかの影

響もあろうかと思いますが、医療費がそれぞれの会計で減っております。 

 特に介護保険については、平成２７年４月１日から事業所の基本的な報酬が３％

近く減額されたこともあって、かなり医療の給付費が減っております。 

 以上です。 

○１２番（福井源乃介君） 

 逆に、医療費が減っている、いいことだと思いますし、あと、収納率とかその辺

の目標数値は全てクリアをされているんでしょうか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 お答えします。 

 まず、後期高齢者ですが、県平均が９８％に対しまして、本町が９８．５％、県
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平均を上回っております。それから国保でございますが、平成２６年度が

８７．８８％、２７年度が８７．８３％、ほぼ同じですが、微減ということです。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 あと、介護については、ちょっと手元に資料がないものですから、後でまた報告

します。 

○１２番（福井源乃介君） 

 非常に、農家のほうも収入が上がっていると思いますし、今後も収納対策、それ

から未収金の対策等々、取り組んでいっていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

 歳出、２ページ。 

○１０番（西田治利君） 

 お尋ねします。 

 多機能型施設の増設を計画しているんだという話を以前に聞いたことがあるんで

すけれども、現状はどうなっているでしょうか。何か、東方面に１施設を計画され

ているというということのようだったんですけれども。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 本年度、１施設を増設計画がありまして、まだ申請が町のほうに届いておりませ

んので、これから審査したり、いろいろ手続が始まるということでございます。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○１０番（西田治利君） 

 以上です。 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 歳出、６ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 



― 169 ― 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第７号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第７号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第８ 承認第８号 平成２７年度知名町奨学資金特別会計補正 

            予算（第３号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第８、承認第８号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

奨学資金特別会計補正予算（第３号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第８号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてですが、平成２７年度知名町奨学資金特別会計補正予算（第３号）に関する

案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ３５万９，０００円を増額し、歳入歳出の予算

額をそれぞれ２，３８５万４，０００円と定めました。 

 補正内容は、歳入については、財産運用収入を２万６，０００円減額、寄附金を

３９万円増額、繰入金を４，０００円、貸付金元金収入を１，０００円減額計上し

ました。 

 歳出については、総務管理費を３６万４，０００円増額し、予備費を

５，０００円減額し補正したものであります。 

 以上、詳細については、予算説明書をごらんください。 
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 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、１ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、３ページ。 

 歳出、４ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第８号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町奨

学資金特別会計補正予算（第３号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第８号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町奨学資金特別会計補正予算（第３号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第９ 承認第９号 平成２７年度知名町下水道事業特別会計補 

            正予算（第４号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第９、承認第９号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

下水道事業特別会計補正予算（第４号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 
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○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第９号は、専決処分事項の承認を求めることに

ついてですが、平成２７年度知名町下水道事業特別会計補正予算（第４号）に関す

る案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ３２４万７，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を１億８，５２９万８，０００円と定めました。 

 主な補正内容として、歳入については、下水道の新規加入を２５件見込んでおり

ましたが、１８件にとどまったことから、加入金を８０万円減額計上し、また、下

水道使用料が２４５万９，０００円、滞納繰越金は８万９，０００円をそれぞれ増

額計上しました。一般会計繰入金は使用料収入の増及び歳出の額の確定に伴い

５００万円を減額計上しました。 

 歳出については、一般管理費及び知名センター維持管理費の人件費や需用費等を

合わせて２２９万５，０００円を減額計上しました。また、償還利子を１１万円減

額計上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 ６ページ。 

 歳出、７ページ。 

 ８ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 討論なしと認めます。 

 これから承認第９号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町下

水道事業特別会計補正予算（第４号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第９号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名

町下水道事業特別会計補正予算（第４号））は承認することに決定しました。 

 

△日程第１０ 承認第１０号 平成２７年度知名町農業集落排水事業 

              特別会計補正予算（第４号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１０、承認第１０号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第１０号は、専決処分事項の承認を求めること

についてですが、平成２７年度知名町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

４号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ４８６万７，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を１億７，２６８万７，０００円と定めました。 

 主な補正内容として、歳入については、田皆地区の使用料を２４万６，０００円

減額計上し、下平川、住吉地区の使用料を合わせて３０万３，０００円増額計上し

ました。また、決算見込みにより、一般会計繰入金を５１４万円減額計上しまし

た。 

 歳出については、実績により農業集落排水総務費と３地区の浄化センター維持管

理費の人件費や需用費、農山漁村地域整備交付金機能診断事業費の旅費と合わせて

６０２万３，０００円を減額計上しました。また、定期償還利子を１万

１，０００円減額計上し、予備費を１１６万７，０００円増額計上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 
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 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 ６ページ。 

 歳出、７ページから。 

８ページ。 

９ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第１０号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１０号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号））は承認することに決定しまし

た。 

 

△日程第１１ 承認第１１号 平成２７年度知名町合併処理浄化槽事 

              業特別会計補正予算（第４号） 
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○議長（今井吉男君） 

 日程第１１、承認第１１号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第４号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第１１号は、専決処分事項の承認を求めること

についてですが、平成２７年度知名町合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第

４号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１１万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を１，２４８万４，０００円と定めました。 

 主な補正内容は、歳入については、使用料を４６万３，０００円増額計上し、歳

出の不用額に伴って一般会計繰入金を２９万円減額計上しました。また、浄化槽整

備事業費債は総事業費の減により、過疎債を１０万円、下水道債を２０万円、それ

ぞれ減額計上しました。 

 歳出については、市町村設置型浄化槽整備事業費を総事業費の減により１０万

９，０００円減額計上し、また、浄化槽維持管理費は人件費や需用費等の不用額を

合わせて１０万円減額計上し、利子では、定期償還利子と一時借入利子を合わせて

２６万円減額計上し、予備費では３５万７，０００円を増額計上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 歳出、６ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第１１号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第４号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１１号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第４号））は承認することに決定しま

した。 

 

△日程第１２ 承認第１２号 平成２７年度知名町土地改良事業換地 

              清算特別会計補正予算（第２号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１２、承認第１２号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町土地改良事業換地清算特別会計補正予算（第２号））を議題とします。 

 本件について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました承認第１２号は、専決処分事項の承認を求めること

についてですが、平成２７年度知名町土地改良事業換地清算特別会計補正予算（第

２号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，５９３万６，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を１，３９４万円と定めました。 

 主な補正内容ですが、歳入で、１目の換地清算費、１節滞納清算金については、

換地清算金徴収実績から９３４万５，０００円を減額計上し、また、２節矢護仁屋

地区清算金については６５９万１，０００円減額計上し、合わせて１，５９３万

６，０００円を減額計上しました。 

 歳出は、過年度地区清算費を９２６万８，０００円減額計上し、矢護仁屋地区清



― 176 ― 

算費を６６６万８，０００円減額計上、合わせて１，５９３万６，０００円を減額

計上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、１ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入歳出、３ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから承認第１２号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知名町

土地改良事業換地清算特別会計補正予算（第２号））を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１２号、専決処分について承認を求める件（平成２７年度知

名町土地改良事業換地清算特別会計補正予算（第２号））は承認することに決定し

ました。 

 

△日程第１３ 議案第４２号 知名町報酬及び費用弁償条例の一部を 

              改正する条例について 

 

○議長（今井吉男君） 
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 日程第１３、議案第４２号、知名町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４２号は、知名町報酬及び費用弁償条例の一

部を改正する条例についての案件であります。 

 本年度からストレスチェック制度を実施するため、本町においても産業医を選定

する必要があります。産業医の医師には衛生委員会への出席やストレスチェックの

実施に当たってご意見等をいただくなど、職員の健康管理に重要な役割をお願いす

ることが想定されます。加えて、知名町地域防災計画の改正に伴い、防災関係機関

から担当職員を防災委員として委嘱し、必要に応じ防災会議を招集することとなり

ます。その産業医及び防災会議委員に対し、報酬を支給するための所要の改正を行

うものであります。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから本案に対する総括的質疑を行います。 

○１２番（福井源乃介君） 

 ストレスチェック制度というのは、具体的にどのような制度になるんでしょうか。

また、産業医として任命予定者は、産業医自体がおられるのかどうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 まず、ストレスチェック制度の義務化ということで、町長から説明がございまし

たが、ストレスチェックをする目的が、労働者のストレスの程度、職員のストレス

程度を把握し、職員のストレスへの気づきを促すとともに、職場の改善や働きやす

い環境づくり、職場づくりを進めることによりまして、労働者、最近特にふえてお

りますメンタルヘルスの不調へつながることを未然に防止しようということで、今

回ストレスチェックを行うということであります。 

 なお、産業医には大蔵 聡先生をお願いすることにしております。 

○１２番（福井源乃介君） 

 このストレスチェックについては、個別面談ということになって、また、ある程

度のマニュアル化されたチェック表等々をもとにするのか、どのように調査を進め

ていくんでしょうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 まず、本町では衛生委員会でストレスチェックをする委託機関、どこにするかま



― 178 ― 

ず決定し、ほかの外部の機関にお願いして各職員に調査票を渡してストレスをチェ

ックするということがまず初めです。 

 それから、ストレスチェックシートに職員が回答し、それをまた先ほど申しまし

た委託機関に提出して、そこでストレスの評価を、ストレスの程度、どれぐらいス

トレスがあるか、その職員にストレスがあるかを評価して、高い、その職員が高ス

トレスと選定された場合には、産業医を初め、専門の方々による面接指導を行って、

ストレスの解消、職場環境、職員の健康管理につなげていこうということでありま

す。 

○３番（名間武忠君） 

 対象の職場、先ほど聞きますと、役場職員を対象にしているような感じを受ける

わけなんですが、例えば、民間の職場が知名町には数多くあるわけなんですが、そ

ういう人たちが何らかの申請をして、産業医に申し出るとか、あるいは行政を通じ

てそのような対応を申し出た場合の対処ができるのかどうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 産業医並びにストレスチェックについては、５０人以上の労働者を、職員を使用

する事業所ということになっておりまして、本件に、皆さんにお願いをしている件

については、知名町役場職員を対象としたストレスチェック産業医ということで、

５０人以上の企業であれば、それぞれ産業医の指定とストレスチェック、それぞれ

の職場で行わないといけないということで、これは労働安全衛生法の施行令等で決

まっておりますので、今回説明をしているのは役場職員を対象にしたということで

ご理解をお願いいたします。 

○６番（山崎賢治君） 

 関連しますけれども、防災会議委員というのを新設されているようですけれども、

これはどういう目的で設立されていますか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 本会議は歴史が古くといいましょうか、昭和３８年１０月にできた条例７号で知

名町防災会議の設置、所掌事務及び組織というようなこと等がありましたが、これ

はまた、防災会議を置く置かない、また、するしないに等についてはいろいろ選択

がありましたが、今回、大きな、知名町地域防災計画を変更する等に当たりまして、

知名町防災会議条例がございましたので、この条例に基づいて委員をお願いして知

名町地域防災計画を審議していただこうということで、今回提案をいたしておりま

す。 

○６番（山崎賢治君） 
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 メンバーについては、どういう構想をお持ちなんでしょうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 メンバーにおきましては、条例のほうで定まっております。例えば、指定地方行

政機関の職員とか、これは測候所等をいいます。それから鹿児島県知事、県の職員、

それから県の警察、鹿児島県警の職員、それからうちの町長が指定する役場の職員、

教育委員会の教育長、消防団の関係、それから指定公共機関または指定地方公共機

関、バス企業等です、防災避難等に対して地方公共という、バスという観点から、

そのような皆さんをお願いすることにしておりますが、具体的な選任についてはこ

れからということです。 

○３番（名間武忠君） 

 再度ストレスチェックの産業医についてですが、これは月額報酬というようなこ

とになっていますので、そうすると１２カ月分を、実施するしないにかかわらず支

給されるのか、あるいは、このようなチェックをされたときには日額の報酬等が新

たに支給が発生するのかどうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 他の団体等も見ますと、月額の２万円というようなことで１回の相談等にまた追

加で報酬あるいは報償ということはないようでありますので、月額の２万円という

ことでお願いをしていくということであります。 

○３番（名間武忠君） 

 町長のほうから説明があったかもしれませんが、ストレスチェックをする対象職

員はどのようなことで判断して、本人から申し出るのか、あるいは人事関係、ある

いは町長サイドからの、このような症状が見られるというようなときに対応するの

か、その点についてはどうでしょうか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 先ほどご説明をいたしましたように、ストレスチェックというのを専門の機関に

お願いして、それを集計してまた専門の機関が分析をしてしますので、専門の機関

とその職員、極端な例は、非常にストレス等々についてプライバシーの保護とかが

あって、ほかの団体、今後本町もということですが、そのストレスを持っている職

員についてどのような指導をしたというようなこと等は非常に内々に行うというこ

とで、うちの職員にもそのデータといいましょうか、内容については伏せて、内容

は来ないということで、あくまでも個人と指定機関との中で調整をして行うという

ことであって、その中からどうしても異動等が必要であれば、そういうのは出てく

ると思いますが、役場を介さないで、個人と機関とがヒアリング等をして、その中
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でストレスをチェックして、どうしてもそのストレスのチェックの対応のために、

例えば保健師、産業医というようなことになれば、そのようになっていくと思いま

すが、あくまでも１対１といいましょうか、職員と調査機関がその結果に基づいて

いろいろ情報の交換をしていくというようなこと等を聞いております。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

 これで総括的質疑を終わり、次に改正事項による質疑を行います。 

 １ページ、第２条第１項から附則まで。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで改正事項による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４２号、知名町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例につ

いてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４２号、知名町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

については原案のとおり可決されました。 

 

△日程第１４ 議案第４３号 長期継続契約を締結することができる 

              契約を定める条例の制定について 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１４、議案第４３号、長期継続契約を締結することができる契約を定める

条例の制定についてを議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 
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 ただいまご提案いたしました議案第４３号は、長期継続契約を締結することがで

きる契約を定める条例の制定についての案件であります。 

 地方自治法施行令第１６７条の１７の規定に基づき、翌年度以降にわたり物品を

借り入れまたは役務の提供を受ける契約で、その契約の性質上、翌年度以降にわた

り契約を締結しなければ当該契約に係る事務の取り扱いに支障を及ぼすようなもの

について、事務の効率化、適正化を図るため、長期継続契約することができる契約

に関して新たに条例を制定するものであります。 

 以上説明とし、よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから本案に対する総括的質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に逐条ごとによる質疑を行います。 

 １ページ、第１条。 

 第２条。 

 附則まで。 

○２番（今井宏毅君） 

 第２条の（２）の庁舎等の管理に係る業務その他の役務の提供を受ける契約、こ

れの内容をちょっと教えてください。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 本町で想定できる業務ということで、施設の運転管理、建物の清掃、それから庁

舎等の警備、それからリースの物品の保守などが挙げられます。実際には、建物清

掃、警備等、宿直員は置いてありませんが、今後警備会社等が出てくる場合には、

そのようなこの条項を使っての長期の契約も可能だということになります。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○２番（今井宏毅君） 

 はい。 

○議長（今井吉男君） 

 これで逐条ごとによる質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第４３号、長期継続契約を締結することができる契約を定める条例

の制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４３号、長期継続契約を締結することができる契約を定める

条例の制定については原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩いたします。 

 午前１１時３０分から再開します。 

休 憩 午前１１時１１分 

─────────────── 

再 開 午前１１時３０分 

○議長（今井吉男君） 

 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの介護保険の収納率について、保健福祉課長より答弁があります。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 介護保険の平成２７年度の現時点での収納率、９２．８％でございます。 

 

△日程第１５ 議案第４４号 平成２８年度知名町一般会計補正予算 

              （第１号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１５、議案第４４号、平成２８年度知名町一般会計補正予算（第１号）を

議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４４号は、平成２８年度知名町一般会計補正

予算（第１号）の案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７，３３２万２，０００円増額し、歳入歳出予
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算の総額をそれぞれ５９億６，３３２万２，０００円と定めました。 

 主な補正内容は、ふるさと夏まつり等で使用する移動ステージ購入のための地域

振興推進事業、２７年度冬期に発生した豪雪低温による緊急対策のための国産農畜

産物・食農連携強化対策事業、３２年度開催される鹿児島国体準備費用、それぞれ

新規計上し、特別支援学級の増により知名小学校管理費へ備品購入費用を増額計上

しました。その他事業費の調整等を行い計上しました。 

 債務負担行為は、統一的な基準による財務書類作成業務委託を追加しました。 

 地方債では、消防車両整備事業費債を追加し、その他事業費の調整に合わせ町債

額を変更いたしました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

○１１番（奥山直武君） 

 この３日間、新しい課長、まだ答弁を求めてない課長がおられます。税務課長に

一言。 

 法人住民税の軽減化なったでしょう。それに対して、どれだけの町の収入に減に

なったか。 

○税務課長（甲斐敬造君） 

 今回提案いたしました、税条例の改正に関連していることだと思いますが、今回

提案いたしまた税条例では、適用がなるのが来年度の税率からになりますので、ま

だ今現段階ではどの程度の減になるは、まだつかんでおりません。 

○１１番（奥山直武君） 

 もう１点、今、単車５０ｃｃから１２５ｃｃ、それで軽トラック、それが今回か

ら上がりますけれども、大体町の収入としてアップ額はどれだけの加算になるか、

それを聞かせて。 

○税務課長（甲斐敬造君） 

 お答えいたします。 

 今年度の軽自動車税から税額が変更になりまして、自動車税の税額が変更になっ

ております。そのために、現段階で、当初課税の段階で、課税しております総額が

２，９５２万３，０００円になっております。これは、昨年度の調定に比べまして、

７６０万８，０００円の増額となっております。 

○１１番（奥山直武君） 
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 はい、わかりました。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○６番（山崎賢治君） 

 総括でお尋ねいたします。 

 住吉の上の昇竜洞の近場にゴルフ場が今、造成中でありますね。それで、現場に

行きますと、立入禁止ということで入れないんですが、グリーンの芝の養生に今、

入っている状況にあります。あれについて、業者と許認可についてどうなっている

のかお尋ねしたいと思います。 

 場所がわかっていないんですか。 

○議長（今井吉男君） 

 しばらく休憩します。 

休 憩 午前１１時３５分 

─────────────── 

再 開 午前１１時３５分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 その現場につきましては、昨年度からそういう話がありまして、企画振興課のほ

うで現場を確認しました。その時点では畑として申請されていまして、その当時も

畑として活用されていました。 

 この一、二カ月ちょっと現場のほうを確認していないんですけれども、申しわけ

ないんですけれども、ちょっと現場をもう一度確認したいと思います。 

○６番（山崎賢治君） 

 ある集落の住民のほうから連絡があって、現場にその通報者と一緒に行ったら、

もうグリーンができ上がって芝を養生しています。しかも、あそこは国定公園の第

２種地帯ということで、かなり厳しい条件があるはずなんです。町としてそれを認

めているのかどうかということをちょっと聞かれたものですから、こういう質問を

しているんですけれども、町が知らないというのは、ちょっとこれ問題ですよ。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 畑として申請されていまして、県の許可を得て、畑としての許可をされておりま

す。議員ご指摘のように、去年から私たちもそういう情報を聞いて現場のほうを回

っていました。それで、畑だったんですけれども、今は芝がもう養生されていると
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いうことは、ちょっとここ一、二カ月確認していませんでした。 

○６番（山崎賢治君） 

 ラスト。 

 ゴルフ場ができるのはもう非常に結構なことなんです。ところが、やはり向こう

には昇竜洞という大きな町の財産がありますから、それに伴う水質の汚染とか、そ

ういう部分を考えますと、ちょっと問題かなという感じがしますので、即調査に入

って善処をしていただきたいと思います。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○１２番（福井源乃介君） 

 建設課長、今年度から除草剤を使用するようになっておりますが、この件につい

て議員と語る会のときにも、フローラルパークにつながるところに除草剤をかけて

あるじゃないかというような声がありました。我々議員に対しても、また問い合わ

せがあったり、いろんなことがあると思いますので、きちんと説明をお願いします。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 すみません。資料等ちょっと持ってきておりませんので、詳しい内容をご説明で

きるかわかりませんが、以前、同議員のほうから除草剤の活用についてということ

で、その後勉強いたしまして、以前、除草剤を使う問題、例えば使用することにお

いて、その除草剤の成分が地下浸透等において土壌が汚染するんではないかという

ふうなことも心配されて、使わなかった経緯があったようでございますけれども、

昨年、私、いろいろ調べまして、農林水産省の認定された除草剤を一つ一つ調べま

したら、除草剤の種類によって違いますけれども、すぐ成分が土壌で分解されて、

全く土壌には影響がないというふうな部分を含めまして、使用するにほぼ問題ない

というふうに判断いたしましたので、現在、建設課のほうで使用しております。 

 あと、法律的には問題はないんですが、あとはどうしても見た目といいますか、

景観上どうなんだというふうな部分もありますので、そういうふうな通行される皆

様に、気持ち的に余りよくないような形に持っていかないように、今後気をつけた

いなというふうに思っております。 

 事後になりますけれども、お知らせというか、使用しているという形が皆様には

ご連絡がおくれまして、大変申しわけなく思っております。 

 現在、建設課では道路作業班も含めまして、除草剤をかけたほうがいいという、

そのほうが作業効率が進むという場所につきましては、景観も含めて現在使用して

いる状況です。 
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○１２番（福井源乃介君） 

 これは町道のみの対応ということでしょうか。それと農道関係、よく伐採要請が

いろいろあったり、議会でもしょっちゅう取り上げられているところがあるんです

が、町道、農道含めて、ビーバーと併用していくのかどうか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 今、基本的には建設課のほうで内規といいますか、形で、今使用しておりますが、

私としては、その他の、例えば耕地課とか、ほかの課の中で判断をされて使用され

ても構わないんじゃないかなというふうに、私は思っております。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

 進めます。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

 ３ページ。 

 第２表、債務負担行為補正、４ページ。 

 第３表、地方債補正、５ページ。 

○３番（名間武忠君） 

 町債の金利が載っていますが、実質平成２７年度３月で借り入れをされて、ある

いは５月に借り入れをされておると思います。公的資金は今どれぐらいですか、金

利は。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 政府基金で０．７と報告を受けております。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

 進めます。 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、８ページから。 

 ９ページ。 

 歳出、１０ページから。 

○３番（名間武忠君） 

 ここに個人番号カードが出ておりますが、町でどのぐらいの人が申請して、現在

交付されているのか。 

○町民課長（大山幹雄君） 
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 個人番号カードについてお答えいたします。 

 ５月３１日現在で、申請者数が５８１名、うちカードを受け取った交付者数が

３０４名となっております。本町に送付されているカード数が、届いている分です

ね、これが５０２名分ありまして、要するにその５０２名から３０４を引きまして、

１９８人がまだ役場にはカードがございますけれども、まだ交付に来られていない

というような現状となっております。 

○３番（名間武忠君） 

 カード申請については、これは任意ですよね。それで、当然国もこのカードにつ

いては勧めておるわけなんですけれども、町としても個人に対してこのようなカー

ド作成について勧めるというようなことをされるわけですか。 

 それとあと１点、期間があったと思いますが、大人、子供あるいは年齢によって

違うのかどうか、この点について教えていただけませんか。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 国のほうはカード交付を勧めているわけですけれども、町として独自に勧奨とい

うのは、今やっていない状況であります。そして、交付期限については、期限を設

けてカードを受け取りに来てくださいというふうに、期限を決めて交付をされてい

る町村もあるとは聞いております。私たち知名町のほうにおいては、今、期限を設

けないで都合のいい時間に交付に来ていただいているというようなことが現状でご

ざいます。 

○３番（名間武忠君） 

 この間、年金関係あるいはまた保険関係で、このナンバーを書くようにという欄

があって、現在交付されている人、されていない人、それぞれあったわけですけれ

ども、町のいろんな申請、何らかの手続等でこのナンバーを必要とするようなこと

があるのかどうか。ただ、これまでの状況を見ますと、任意だということになると、

なかなか浸透していかないのかなという気はするわけなんです。その点はいかがで

しょうか。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 たしか年末調整のときにも、私たち申告するに当たり、そういった個人番号の記

載する欄があったかと思います。個人番号を持って、まだ申請されていない、交付

されていない方についても、国が委託している機構から通知番号というのが送られ

てきて、それをもって写真を撮って申請するというふうな形になっているかと思い

ます。そのカードに一応個人番号というのは記載されておりますけれども、そうい

ったことをご存じの方が多いかどうかというのは、ちょっと把握しておりませんけ
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れども、一応それぞれその通知番号にはマイナンバーカードを申請して交付されて

いない方についても一応その個人番号というのは、個人個人に通知されているよう

です。 

○３番（名間武忠君） 

 有効期限まで。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 二十歳以下については５年、二十歳以上についてはたしか１０年というふうにな

っていると思います。 

○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

 １１ページから。 

１２ページ。 

１３ページ。 

１４ページ。 

１５ページ。 

１６ページ。 

○７番（平 秀徳君） 

 ５点ほど、質問いたします。 

 ３月議会の前に、道路あるいはまた町営住宅の件について、補修の要望をお願い

してあったんですけれども、いまだ手つかずな状態になっています。上平川大山線、

ハチマキ線から上の上水道の第２配水池、そのあたりの坂の部分です。それともう

１カ所は集落内の竿さんの家の近くのカーブのえぐれたところの補修。もう１カ所

は、下平川町営住宅の法面の補修。 

 この３カ所は３月の議会前に課長も交えて現場確認をしてありますが、いまだ手

つかずな状態になっております。 

 それからもう１カ所は、久志検から国営大山吐水槽に通ずるハチマキ線までの区

間です。両方からかなり雑草が覆いかぶさって危険な状況にあります。それとまた

路面のほうも凹凸がかなり激しくなっています。 

 それから、もう１点は、上城小学校から谷山に抜ける、ハチマキ線から谷山に抜

ける道です、その３差路付近に排水溝が、個人の圃場にこの排水溝がなっている関

係で、排水がその水路に入りきらず、農地の真ん中付近から地権者が水路を排水路

に入れて、今、排水のような対策をとっていますけれども、その対策についてどの

ようにされるのか、答弁をお願いします。 
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○建設課長（高風勝一郎君） 

 まず、１点目の上平川大山線、ハチマキ線の上に上水道の施設がありますけれど

も、ご要望には全てお応えはできていないと思いますけれども、一部かなり上のほ

うに車のわだちというか、洗掘された場所がありまして、そこを先日、一部ですけ

れども埋め立てというか、埋めてございます。またご指摘があればよろしくお願い

いたします。声をかけていただきたいと思います。 

 それから、道路舗装された沈下の件だと思いますが、そちらのほうは下水道事業

を入れて、下水管の工事の後の沈下だと思われます。一応関係課の耕地課とも話を

しておりますが、その後進展がないというのであれば、いま一度確認をとって、早

急にどう対応したらいいか確認をとりたいというふうに思っております。 

 それから、下平川町営住宅の法面の崩れですけれども、現在その下のほうにあり

ます排水溝、側溝がありますが、そちらがほぼ全部埋まっておりまして、そちらの

ほうを現在撤去するように指示をしております。まだ雨天が続いている関係上、畑

の中に入れないと重機を入れられないということで、今、天候を待っている状態で

ございます。晴れ次第、重機が畑の中に入れましたら、早急に対応するというふう

に伺っております。 

 それから、久志検から大山への雑草の件でしょうか。 

○７番（平 秀徳君） 

 大山の吐水槽。国営の大山吐水槽。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 申しわけございません。現場をいま一度議員と確認をいたしまして、対応したい

というふうに思います。 

 それから、上城小学校の、ハチマキ線のほうから谷山へ抜ける道の件につきまし

ては、今初めて聞きましたので、そちらのほうもまた議員と確認ができましたら対

応したいと思っております。 

○町長（平安正盛君） 

 よろしいですか。 

○７番（平 秀徳君） 

 上平川浄水場の配水池、その部分ですね、坂の部分、上の部分は補修がなされて

おりますけれども、その下の付近です、最近雨が多くてかなり汚れておりますので、

その補修も早急にお願いします。 

 町営住宅については、天気のほう直り次第すぐ補修するということでありました

ので。 



― 190 ― 

 それから、上城のハチマキ線から排水がなされている圃場、今現在ちょうどこの

３差路の新城寄りの畑なんですよね。ちょっと圃場が下がっておりますけれども、

そこに排水がなされて、それ今耕作している方は、畑の真ん中からこの排水溝を独

自でつくって排水をしているような状況です。何か、前課長からそういう話は聞い

ていなかったんですかね。何か、担当者を呼んで、確認はさせてあるみたいですけ

れども。そこもやはり確認して、応急の措置を要請して終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

 １７ページ。 

○１０番（西田治利君） 

 １６ページ、地域振興推進事業費というので、備品購入費５４７万６，０００円。

説明書を見ますと、夏祭り用に使用する移動ステージとあります。これちょっと説

明してください。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 お答えいたします。 

 平成２７年度までは、メントマリの公園のほうで夏祭りを実施しておりました。

ことしから、知名漁港及びマリンパークのほうへ会場を移しますので、今まで自衛

隊が、ステージですね、そこに舞台をつくっていたんです。それが、ことしからも

う、今の現在の移る会場のほうには基本的に舞台となる場所がないので、その舞台

のかわりに移動式のものを知名漁港のほうに設置して、それで夏祭りの行事をこな

していこうということで、アルミ式の組み立て式の舞台を購入いたします。 

○１０番（西田治利君） 

 その大きさはどの程度のものなのか。組み立てだから、じゃ、自動じゃなくて材

料は運んでいって現場で組み立てるというような仕組みになっているのか。大きさ

はどのようなものか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 横が８メートルぐらいで、縦が約５メートル、横というか、向かって正面が８メ

ートルぐらいで、そしてその奥行きが５メートルぐらいです。 

○１０番（西田治利君） 

 これ当然備品費になっていますから、管理は役場の企画振興課が管理するという

ことですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 企画振興課のほうで管理していきます。 
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○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

○２番（今井宏毅君） 

 関連ですが、今の例えばその舞台、きのうからもしょっちゅう言っているんです

が、その田皆の岬まつりとかに、そういう各字とか、それぞれ要望があった場合は

貸し出しができるわけですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 やはり町の備品ですので、有効活用していただくために、町の行事がないときは

貸し出す予定もしております。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○２番（今井宏毅君） 

 金額、貸し出し金額等は今もう出ていますか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 貸し出し金額を５，０００円程度と考えております。 

○２番（今井宏毅君） 

 移動とかそういうのは簡単にできるわけですか。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 移動は軽トラック等ちょこっと一、二台持ってくれば十分できます。 

○９番（東 善一郎君） 

 きのう森山議員から一般質問の中で、大山線の霧の状態のときの光を道路にはめ

込めんかという話があったけれども、その結論、回答はどうだったでしょうか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 道路維持費も組んでおりますので、状況を見ながらやっていきたいと思っており

ます。 

○９番（東 善一郎君） 

 課長、キャッツアイのことなんですよ。それ、君らの先輩が言ってきたんだから、

議員と語る会で。何かというと、知名中学校から黒貫に行くところの左側にぴかぴ

か光るのがあるでしょう。それから、徳洲会のアンジロマタのまたから上に上に上

がるところにもぐっとはめてあるよな。それで、大山に上がるところも６カ所ぐら

いはめてあるけれども、あの昼太陽光をとって、夜光る、霧があっても光る、キャ

ッツアイというんです。 

 これはどのぐらいの金額かわからない、安いもんですよ。してあげたほうがいい
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ですよ。あんたの先輩が言ってきて、それはもうすぐ６月にでも、して補正組ませ

て、してあげにゃいかんね言うてきて、答えてありますので、してあげてください。 

○議長（今井吉男君） 

 しばらく延長します。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 ただいまおっしゃったキャッツアイ、通称キャッツアイというものですけれども、

考え方は縁石というか、今、知名中学校のほうには歩道の縁石にかかっております。

基本的には車のタイヤに当たらないというふうな考えで使用しているんじゃないか

なと思いますけれど、例えば道路センターに設置するんであれば、それが使えるの

かどうかいま一度調べてみたいと思いますが、ただ、調べてみましたら、１個３万

円以上する品物でして、また、そのあたり予算等の調整も含めながら、あわせて使

用する箇所というかも含めて、いずれにしても先日私も霧がある日に夜通りまして、

大変危険であるというのはわかっておりますので、今後、ちょっとキャッツアイが

設置できるかどうかは別にしても、とにかくライトで。 

〔何事か呼ぶ者あり〕 

○９番（東 善一郎君） 

 もういいです。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 はい。 

○９番（東 善一郎君） 

 やる気があったらすぐできる。 

○建設課長（高風勝一郎君） 

 やる方向では考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

 １８ページ。 

○１１番（奥山直武君） 

 消防費の５目、コミュニティー助成事業費、これ幼年消防の鼓笛隊整備のため

４０万円計上していますが、雑入で３０万円、これで４０万円支出、その内訳で消

耗品が３０万円で備品が１０万円になっておりますが、その内訳をちょっと教えて

ください。 
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○総務課長（榮 信一郎君） 

 消耗品費では、備品にならない程度の楽器を買って、備品に登録しないといけな

いような楽器が２つぐらいあるというようなこと等で、金額の張るものについては

備品購入費で、その他の楽器については消耗品でということで含めて４０万円、あ

と１０万円については町の単独の一般財源で整備をするということであります。 

○１１番（奥山直武君） 

 この幼年消防チームは何チームになる予定ですか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今回の整備につきましては、知名幼稚園を対象といたして整備をしようというこ

とであります。 

○議長（今井吉男君） 

 進めます。 

 １９ページ。 

○２番（今井宏毅君） 

 もう言うところもないと思います。生涯学習課長、この辺で言わないと、もうあ

と言うところはないのかなと思っていますけれども、文化財費には当たるかどうか

わからないけれども、水鏡洞の人骨、これについて再度ちょっと聞かせてください。 

○教育委員会事務局次長兼生涯学習課長兼中央公民館長兼図書館長（大郷一雄君） 

 この件につきまして、前回の議会でも答弁いたしましたが、ただいま鹿児島の大

学教授のほうは、もうほぼ返せる状態にあるということで、研究のほうも進みまし

たということで、お会いしたときにお話を伺っております。 

 これを町のほうへ持ち帰るということで、どのような施設が必要かということも

検討して、カメラケースのような、カメラを保管するケースのようなもの、そうい

ったもので補うことができるということで、金額もそうはかからないということに

なりました。 

 このことをもとに、今後予想される文化財の施設建設、そういったものにあわせ

て、弓削先生の書類とか、そういったものの保管にあわせて本当に近い将来に持ち

帰れるということが今の状況です。 

○２番（今井宏毅君） 

 ぜひ、一日も早くお迎えできるように頑張っていただきたいと思います。 

 終わります。 

○議長（今井吉男君） 

 ２０ページ。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４４号、平成２８年度知名町一般会計補正予算（第１号）を採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４４号、平成２８年度知名町一般会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩いたします。 

 午後１時１０分から再開します。 

休 憩 午後 ０時０６分 

─────────────── 

再 開 午後 １時１０分 

○議長（今井吉男君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 報告いたします。松元議員は所用のため、午後から欠席する旨の届け出がありま

した。 

 それから、名間議員に対する午前中の、総務課長から答弁があります。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 名間議員から一般会計の補正の中で、借入利率の状況についての質問がございま

したが、２６年度分の政府資金の借入利率、実績が０．３から０．６だということ

で、幅があったようであります。それと、今年度２７年度の借り入れ分が５月

２６日に実施しましたが、０．１から０．３ということで、１％に満たない借入利

率で推移をしているようであります。 
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△日程第１６ 議案第４５号 平成２８年度知名町国民健康保険特別 

              会計補正予算（第１号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１６、議案第４５号、平成２８年度知名町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４５号は、平成２８年度知名町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ９３万７，０００円を増額し、歳入歳出予算の

総額を１２億５，９４８万７，０００円と定めました。 

 主な補正の内容は、歳入では国庫支出金、県支出金を増額計上し、歳出について

は総務費、保健事業費の増額であります。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 歳出、６ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４５号、平成２８年度知名町国民健康保険特別会計補正予算（第
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１号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４５号、平成２８年度知名町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

△日程第１７ 議案第４６号 平成２８年度知名町後期高齢者医療特 

              別会計補正予算（第１号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１７、議案第４６号、平成２８年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 本案についての説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４６号は、平成２８年度知名町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１０２万２，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を７，８１０万６，０００円と定めました。 

 主な補正の内容は、歳入では、平成２８年度新規事業いきいき教室の実施に伴う

鹿児島県後期高齢者広域連合からの補助金を計上いたしました。歳出では、鹿児島

県民総合保健センターのいきいき教室運営委託料を計上いたしました。 

 詳細につきましては、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１ページ。 

 歳出、２ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入、５ページ。 

 歳出、６ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４６号、平成２８年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４６号、平成２８年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

△日程第１８ 議案第４７号 平成２８年度知名町土地改良事業換地 

              清算特別会計補正予算（第１号） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第１８、議案第４７号、平成２８年度知名町土地改良事業換地清算特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４７号は、平成２８年度知名町土地改良事業

換地清算特別会計補正予算（第１号）に関する案件であります。 

 今回の補正は、歳入歳出をそれぞれ１，４３４万３，０００円増額計上し、歳入

歳出予算の総額を４，３９８万３，０００円と定めました。 

 主な補正の内容は、歳入では、平成２７年度の滞納清算金が確定したことに伴い
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滞納清算金を６３４万７，０００円増額計上し、昨年度の納付書発送に至らなかっ

た矢護仁屋地区の納付書発送が今年度見込めることから、矢護仁屋地区清算金を

６５９万１，０００円増額計上し、繰越金は平成２７年度繰越額が確定したことに

伴い１４０万５，０００円を増額計上しました。歳出では、平成２７年度の未払い

清算金の確定に伴い、過年度地区清算費を７７５万２，０００円増額計上し、矢護

仁屋地区清算費を６５９万１，０００円増額計上しました。 

 詳細については、お手元の予算説明書をごらんください。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正、１ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。 

 歳入歳出、３ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで事項別明細書による質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４７号、平成２８年度知名町土地改良事業換地清算特別会計補正

予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４７号、平成２８年度知名町土地改良事業換地清算特別会計

補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

△日程第１９ 議案第４８号 知名辺地総合整備計画の策定について 
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○議長（今井吉男君） 

 日程第１９、議案第４８号、知名辺地総合整備計画の変更についてを議題としま

す。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４８号は、知名辺地総合整備計画の策定につ

いての案件であります。 

 本議案は、知名辺地総合整備計画の策定に当たっては、辺地に係る公共的施設の

総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定及び知名町

議会基本条例第８条第１項第２号の規定に基づき、議会の議決を経て知名辺地総合

整備計画を定めなければならないこととなっており、この規定に基づき議会の議決

を求めるものであります。 

 なお、今回の策定につきましては、県と協議を終え６月１日付で異議がない旨の

回答をいただいておりますので、申し添えておきます。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 これで総括的質疑を終わり、次にページごとによる質疑を行います。 

 １ページ。 

○５番（森山 進君） 

 一つだけお尋ねしたいなと思っています。 

 この２番に書いてある地域の中心の位置が、知名町瀬利覚２２２１－１１という

のは、一体どの辺ですか。ちょっとそれだけお教えください。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 小米の商店街の中心地付近です。というか、駐車場付近です。 

○５番（森山 進君） 

 駐車場というのは、広っぱになったところ、昔の、主婦の店のところ。 

○企画振興課長（榮 照和君） 

 今、確認して再度お答えいたします。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。進めます。 
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 ２ページ。 

 参考資料、３ページから４ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４８号、知名辺地総合整備計画の変更についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４８号、知名辺地総合整備計画の変更については、原案のと

おり可決されました。 

 

△日程第２０ 議案第４９号 知名町過疎地域自立促進計画の変更に 

              ついて 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２０、議案第４９号、知名町過疎地域自立促進計画の変更についてを議題

とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第４９号は、知名町過疎地域自立促進計画の変

更についての案件であります。 

 本議案は、知名町過疎自立促進計画において、各種事業の事業費及び事業期間の

変更、塵芥収集車整備事業、屋内運動場整備事業等の追加を行う必要があり、過疎

地域自立促進特別措置法第６条第７項及び知名町議会基本条例第８条第１項第２号

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 なお、今回の変更については、県と協議を終え６月３日付で異議がない旨の回答
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をいただいておりますことを、申し添えておきます。 

 よろしくご審議の上、可決くださるようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから総括的質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで総括的質疑を終わり、次にページごとによる質疑を行います。 

 １ページから。 

２ページ。 

３ページ。 

４ページ。 

５ページ。 

６ページ。 

７ページ。 

８ページ。 

９ページ。 

○３番（名間武忠君） 

 ページがちょっとどのページに当たるのかわかりませんが、役場の庁舎建設につ

いては前回もいろいろ出てきましたので、３２年度までというのは一応町長の方針

もありましたので、これに載っていますか。ちょっと今探してみたんですけれども

ないので、確認ですが。 

○町長（平安正盛君） 

 ７０周年の記念で基本的な構想を検討しましょうと。もちろんいつの年度と具体

的に決めているわけじゃなく、ただ７０周年を機に検討しましょうと。できたら早

い時期にと。ましてや今回の熊本地震のことを考えますと、できるだけ早い時期か

なと思うんですけれども、以前から申し上げておるように、場所をどうするのか、

現庁舎の問題、それから財源手当てどうするか、そこらも含めて基本構想の検討委

員会で検討を進めるということですので、まだこの段階で過疎計画の変更云々につ

いては、何ら問題ないというふうに思っています。 

○３番（名間武忠君） 

 文化ホールの取りつけ道路を上っていくと、左側の舗装されていない駐車場のと

ころに、庁舎建設予定地というような内容の看板がまた立っているんです。前回と

違ったような。どなたが立てたかわかりませんが、町民としては、ここかわからな
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いんだけれども、庁舎建設に向けて町のほうも真剣に考えているんだなというよう

な、一つの町民へのいいＰＲ、アピールにはなるのかなという感じはするわけなん

です。 

 そういうことになると、当然この過疎計画の中にも載せておいたほうが本気度と

いうか、行政はするんだということにつながるのかなという思いであります。 

 ちなみに、あそこの看板はどういう団体、あるいはどのような意味合いを込めて

立てたかわかりますか。 

○町長（平安正盛君） 

 以前も議会から質問があったような気がするけれども、どなたが立てたか、ある

いはどういう趣旨で立てたのか知る由もございません。もちろん町有地ですので、

町が判断してそのような対応しないといけないわけですが、やっぱり物そのものは

わからないわけですので、それは何らかの対応はしないといかんと思いつつも、今

おっしゃられるのももっともなところもあるんで、今、そのままにしてあるんです。 

 何らかの形で、皆さんが見苦しいとか、あるいは撤去すべきだという意見があれ

ば、それなりの処置で、手続を踏まないといけないと思いますので、物が人の物で

すので、それ相応の手続を踏まないといけないので、検討させていただきたいと思

いますが、どんなものですかね。 

○３番（名間武忠君） 

 普通でしたら公共の施設に無断でやるということについては、問題があると思う

わけなんです。当然許可なくされておるというような今の状況ですけれども、ただ

町民感覚にすると、ああ、こういうことをやるんだというような一つの行政の激励

にもつながるのかなという感じをしております。 

 これが普通でしたら法に反するというような感じは受けるわけなんですけれども、

町民全体への、一つはやろうという意気込み、あるいは町行政に対する激励という

ようなことに受け取ると、法的な問題があるけれども、まあいいのかなという感じ

は受けるわけなんですけれども、先ほどの町長のお話を聞きますと、あえて探して

どうのこうのということはないようです。それは今のままでも無視するというよう

な状況でしょうか。 

○町長（平安正盛君） 

 それが町有財産を管理する者として適当かどうか。むしろ適当じゃないとは思い

ますが、いろいろ状況を初め、またそれ以上の手続を踏まないといかんわけですの

で、結果的に黙認せざるを得ないのかなというふうに思っています。 

○２番（今井宏毅君） 
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 リサイクルですが、こちらのほうの車が予定されておりますが、どのような車で

すか。今あるような車ですか。それとも……。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 ９ページの（８）その他、塵芥収集車整備事業の件でしょうか。 

○２番（今井宏毅君） 

 はい、そうです。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 これはごみ収集車です。１号車が購入から１２年たちまして故障が多く、今回買

いかえることにしております。 

○２番（今井宏毅君） 

 この通常の塵芥車で、通常のごみを回収しているその車で食品リサイクルセンタ

ーでも利用しているわけですか。 

○保健福祉課長（安田廣一郎君） 

 この過疎計画の書き方はどうなのか、企画課のほうがお答えすべきだと思います

が、（７）と（８）は全く違うものだと理解していただきたいと思います。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○２番（今井宏毅君） 

 はい。 

○議長（今井吉男君） 

 続けます。１０ページ。 

 １１ページ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これでページごとによる質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４９号、知名町過疎地域自立促進計画の変更についてを採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４９号、知名町過疎地域自立促進計画の変更については、原

案のとおり可決されました。 

 

△日程第２１ 議案第５０号 工事請負契約の締結について（知名認 

              定こども園園舎新築工事１工区） 

△日程第２２ 議案第５１号 工事請負契約の締結について（知名認 

              定こども園園舎新築工事２工区） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２１、議案第５０号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園

舎新築工事１工区）及び日程第２２、議案第５１号、工事請負契約の締結について

（知名認定こども園園舎新築工事２工区）を一括して議題とします。 

 本案についての説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいま議案第５０号並びに第５１号については、一括提案となりましたので、

第５０号並びに第５１号について提案理由を説明いたします。 

 まず、議案第５０号は、工事請負契約の締結についての知名認定こども園園舎新

築工事１工区です。今回の認定こども園工事１工区は、６月７日、これは２工区も

同じです。６月７日に株式会社宗岡組、株式会社久保建設、株式会社親和建設、株

式会社坂井建設の４社で入札を執行し、工事請負金３億６，５０４万円で株式会社

宗岡組との工事請負仮契約となっております。 

 １工区の工事概要としては、本体建築面積が７３２．０６平方メートル、電気設

備、給排水機械設備等が主な工事となっており、平成２９年２月末の完成を予定し

ております。 

 次に、議案第５１号、知名認定こども園園舎新築工事第２工区ですが、入札につ

いては先ほど申し上げた４者で行い、工事請負代金２億４，７８６万円で株式会社

親和建設との工事請負仮契約となっております。 

 ２工区の工事概要としては、本体建築面積８７２．０平方メートル、体育倉庫、

電気室６３．８５平方メートルが主な工事となっております。完成については、先

ほど第５０号と同じく２９年２月末の完成を予定しております。 
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 以上、説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、可決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから議案第５０号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園舎新

築工事１工区）の質疑を行います。 

○２番（今井宏毅君） 

 それでは、お伺いいたします。 

 １工区、２工区それぞれ工事の全額金額を教えていただきたいと思います。 

〔「金額合計」と呼ぶ者あり〕 

○２番（今井宏毅君） 

 いえいえ、１工区、２工区で一つずつその工事の満額はこれで、この金額で落札

をされたというその満額金額。 

○町長（平安正盛君） 

 金額については契約書に書かれているような金額契約しているわけですので。 

○３番（名間武忠君） 

この工事に直接は関係ないですけれども、この計画だけお尋ねをいたします。

今回の工事以外に駐車場、あるいは前の道路、そして道路から、これは草部さんの

ところに行く道路の整備計画について、現段階で計画されている点についてお尋ね

いたします。 

○町民課主査（榊 憲次君） 

 この認定こども園につきましては、昨年度繰り越しで造成事業を行っておりまし

て、既に造成工事は終わっております。この新築事業が２月完成予定ですけれども、

あとは舗装工事を残すのみということになっておりまして、それについては年内

１１月ごろの発注を予定しておりまして、今申されました草部さんの手前まで舗装

工事をする予定です。その後、草部さんのところから永田さんのところに行く予定

は現在のところございません。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

〔「最初のはいいんですか」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 予定価格の件。 

○副町長（宗岡与名彦君） 

 入札価格の事前公表の件ですか。それと、結果の発表は今のとおりなんですけれ
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ども、事前公表は今するようにはしていないんですけれども、予定価格の。 

○３番（名間武忠君） 

 予定価格のもちろん事前公表はまだやっていないわけですから、事後公表につい

てもやっていないんじゃないかなという思いがするものですから。 

○副町長（宗岡与名彦君） 

 いやいや、それは…。 

〔「やっていない」と呼ぶ者あり〕 

○副町長（宗岡与名彦君） 

 ごめんなさい、私の勘違い。やっていないということです。 

○３番（名間武忠君） 

 載るといろいろ問題になってくるような気がするわけなんです。それは、やるや

らないという履き違いはね。国や県や、事前公表もあったり、あるいは県も事前、

あるいは事後公表しておるわけなんですけれども、ただ知名町の場合は、まだそれ

をやっていない段階で今の言った数字が表に出ると、いろいろ支障を来すんじゃな

いかなとそういう懸念をしたものですから、質問したところです。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○３番（名間武忠君） 

 はい。 

○１０番（西田治利君） 

 先ほどの補正のときに知名認定こども園の補正額は４９６万３，０００円のうち

の土地登記の手数料が３９３万７，０００円で、公有財産購入費というのがまた

１０２万６，０００円。これはまた追加購入ですか。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 ただいまご質問の公有財産購入費につきましては、平成２７年度、昨年度予算計

上してありまして、一応昨年度購入予定であったんですけれども、手続等が延びま

して平成２７年度マイナス補正をして、再度平成２８年度にきちんと手続を踏んだ

上で購入というような形になりまして、今回の補正となりました。 

○１０番（西田治利君） 

 場所はどこですか。 

○町民課長（大山幹雄君） 

 県道から造成地に向かって道路がございますけれども、森 栄澄さんという方の

土地を埋め立てたところを購入ということになると思います。 
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○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○１０番（西田治利君） 

 はい。 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第５０号、工事請負契約の締結について知名認定こども園園舎新築

工事１工区を採決します。 

 本案は可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５０号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園

舎新築工事１工区）は可決されました。 

 次に、議案第５１号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園舎新築

工事２工区）の質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第５１号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園舎新

築工事２工区）を採決します。 

 本案は可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第５１号、工事請負契約の締結について（知名認定こども園園

舎新築工事２工区）は可決されました。 

 

 

△日程第２３ 議案第５２号 物品売買契約の締結について（消防ポ 

              ンプ自動車（上平川分団）購入） 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２３、議案第５２号、物品売買契約の締結について（消防ポンプ自動車

（上平川分団）購入）を議題とします。 

 本案について説明を求めます。 

○町長（平安正盛君） 

 ただいまご提案いたしました議案第５２号は、物品売買契約の締結についてです

が、消防ポンプ自動車の購入契約に関する案件であります。 

 本契約は、６１年度に導入された上平川分団に配備されております消防ポンプ自

動車の老朽化が著しく、予防消防活動に支障を来す状況にあるため、今後の同地区

内の予防消防活動の充実を図ることを目的に、新たに水槽つき消防ポンプ自動車を

購入するための契約であります。 

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（今井吉男君） 

 これから質疑を行います。 

○７番（平 秀徳君） 

 そのポンプ車の。タンク車ですか、ポンプ車ですか。 

 ホンプ車ですよね、導入時期はいつごろになりますか。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 ２９年１月を予定しております。 

○７番（平 秀徳君） 

 消防出初め式には間に合いませんね。できれば何とか早い時期に導入できません

ですかね。 

 私たちも、当上平川消防分団もかなり古い歴史を持っておりまして、設立記念事

業あたりも考えております。そしてまた、さらにことしは上平川分団が大島郡の操

法大会に出場するということで、少しでも団員の励みになればというふうに質問い

たしました。 
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 １月ごろですか。１２月には間に合いませんか。出初め式には。いかがなもので

しょう。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今、平議員からもありましたが、日本の消防車のメーカーが、大きいメーカーが

モリタポンプさんと今回うちが注文する会社と２社あって、ほぼ発注が全国から同

時にこの２社にほとんど来ますので、今回は早目の発注となっております。一応余

裕を持っての１月というようなこと等で、納期はお願いをしてございますが、また

向こうの進捗状況等見ながら、早期の納入、納車ができないかお願いはいたしたい

と思います。 

○７番（平 秀徳君） 

 できれば来年の出初め式までに間に合うように、ぜひお願いいたします。 

○１０番（西田治利君） 

 これ、さっきの補正に事業費の調整により１００万円とありますけれども、これ

を説明してください。 

○総務課長（榮 信一郎君） 

 今後また、今既存の予算内でやってありますが、装備を重ねていく中で分団から

このような装備をつけてくれないかというような要望等があった場合に調整できる

ように、少しまた補正をさせていただきました。 

○議長（今井吉男君） 

 よろしいですか。 

○１０番（西田治利君） 

 はい。 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第５２号、物品売買契約の締結について（消防ポンプ自動車（上平

川分団）購入）を採決します。 

 本案は可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５２号、物品売買契約の締結について（消防ポンプ自動車

（上平川分団）購入）は、可決されました。 

 

△日程第２４ 陳情第５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制 

             度２分の１復元、複式学級解消をはかる 

             ための、２０１７年度政府予算に係る意 

             見書採択の要請について 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２４、陳情第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書採択の要請

についてを議題とします。 

 総務文教常任委員長の報告を求めます。 

○総務文教常任委員長（名間武忠君） 

 平成２８年６月１６日。 

 知名町議会議長、今井吉男殿。 

 総務文教常任委員会委員長、名間武忠。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則

第７７条の規定により報告します。 

 記。 

 事件番号、陳情第５号、件名、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の

１復元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書採択の

要請について、審査の結果、採択すべきもの。 

 以上。 

○議長（今井吉男君） 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 

 これから陳情第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元、

複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書採択の要請につ

いてを採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 お諮りします。 

 この陳情は委員長報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書採択の要請

については、採択することに決定しました。 

 

△日程第２５ 発議第５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制 

             度２分の１復元、複式学級解消をはかる 

             ための、２０１７年度政府予算に係る意 

             見書 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２５、発議第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書を議題とし

ます。 

 意見書は配付してありますので、朗読を省略します。 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 討論なしと認めます。 
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 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元、複式学級解消をはかるための、２０１７年度政府予算に係る意見書は、原案の

とおり可決されました。 

 

△日程第２６ 発議第６号 議員派遣の件について 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２６、発議第６号、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、会議規則第１２９条第１項の規定によって、お手元に

配りましたとおり議員を派遣したいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第６号、議員派遣の件については、お手元に配付してあります

とおり派遣することに決定しました。 

 

△日程第２７ 決定第２号 閉会中の継続審査の件について 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２７、閉会中の継続審査の件を議題とします。 

 経済建設常任委員長から、目下、委員会において審査中の件について、会議規則

第７５条の規定によって、お手元に配付してあります届出書のとおり、閉会中の継

続審査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 
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 異議なしと認めます。 

 したがって、経済建設常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とする

ことに決定しました。 

 

△日程第２８ 決定第３号 閉会中の継続調査の件について 

 

○議長（今井吉男君） 

 日程第２８、閉会中の継続調査の件を議題とします。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付の本会議

の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出があり

ます。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とに決定しました。 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 したがって、会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（今井吉男君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 平成２８年第２回知名町議会定例会を閉会します。 

閉 会 午後 １時５９分 
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